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今月 の 表紙 
米国 人 医師 の ジェ ラル 
ド ・ フ ォ レ ッ ト が 防護 服 と 
ガス マス ク で 完全 防備 す 
る 。 ルイ ジア ナ 州 に ある 
病院 で 、 新型 コロ ナウ イ 
ルス に 感染 し た 悪者 の 診 
察 に 向かう と ころ だ 。 


MAX AGUILERA-HELLWEG 


日 本 版 サ イト に は 
オリ ジ ナ ル 記 事 も 
満載 で す 。 


nationalgeographicJjp 


読者 の 皆様 へ 

* 本 誌 年 間 購 読 の お 申し 
込み 、 小 社 書 籍 商品 の ご 
購入 は 、 下 記 ま で ご 連絡 
くだ さい 。 

日 終 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 
読者 サー ビス セン ター 
〒134-8691 

日 本 郵便 葛西 郵 便 局 
私 書 箱 30 号 

画 0120-86-7420 
FAX 03-5605-7430 


* 小 誌 サイ ト か ら も 、 年間 
購読 の お お 申し 込み が 簡単 
に で きま す 。 
nationalgeographic.jp 
* 記事 へ の ご 意見 や ご 感想 
の 投稿 を 、 随 時 受け 付け て 
いま す 。 送付 先 な ど 詳し い 
情報 に つき まし て は 、 読 者 
の 声 」 欄 を ご 覧 くだ さい 。 お 
便り を お 待ち し て お り ま す 。 
* 落丁 乱丁 本 は 、 当 社 送 
料 負担 で お 取り 換え し ま 
す 。 当 社 読者 サー ビス セ 
ンタ ー ま で ご 連絡 くだ さい 。 
* 当社 で は 、 読者 の 皆様 の 
ご 意見 を 誌面 に 反映 させ 
る た め 、 読者 アン ケー ト 調 
査 (定期 購読 者 の 中 か ら 
無 作為 抽出 ) を 行っ て いま 
す 。 アン ケー ト に ご 協力 い 
た だ いた 方 に は 薄 謝 を 進 
呈 い た し ます 。 


YUKI UEDA(PROOF): FERNANDO G.BAPTISTA(EXPLORE): ROBBIE SHONE(THROUGH THE LENS) 
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PROOF 
世界 を 見 る 


| ヒマ ラ ヤ 山脈 の 高峰 、 マ ナス ル に 登る 
写真 = 上 田 優紀 
や 
まだ 見 ぬ 


精霊 の 頂 へ 
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日 没 直後 、 キャ ンプ 3 か ら 
見 下る ろ す と 、 ベー スキ ャ ン 
プ の 明か り が 見 えた 。 標 
高 8163 メ ー ト ル の 頂 は ま 
だ 、1500 メ ー ト ル 近 くも 
上 だ 。 マナ スル と いう 名 前 
は 精霊 の 山 」 を 意味 する 。 


PROOF | 世界 を 見 る 


キャ ンプ 1 か ら 2 ま で は マナ スル で 最も 厳し い 道のり 。 氷河 が 崩れ 、 雪 月 の 巣 と な っ た アイ ス フ ォ ー ル 癌 が 横たわる (上 ) 。 
標高 56600 メ ー ト ル の キャ ンプ 1 か ら は 、 寺 に 隠れ た クレ バス を 人 避け て 慎重 に 歩く シェ ル バ た ちの 姿 が 見 えた ( 下 )。 


10 


「 
Oo 
oO 
ト ゴ 
[3 


PROOF 


世界 を 見 る 


撮影 の 現場 か ら 


日 本 隊 が 世界 に 先駆 け て 初 登頂 し た こと で 知ら れる 世界 第 8 位 の 高峰 、 マナ スル 。 
「 死 の 領域 」 と 呼ば れる 標高 8000 メ ー ト ル の 世界 に 、 若き 写真 家 が 挑ん だ 。 


2019 年 9 月 、 ヒマ ラ ヤ 山 脈 に そびえ る 
ネパール の 8000 メ ー ト ル 峰 、 マ ナス 
ル の 頂 を 目指 す 日 本 人 が いた 。 新進 
気鋭 の 写真 家 、 上 田 優紀 だ 。 

想像 も で き な い 未知 の 風景 を 自ら 
の 足 で 歩き 、 撮影 し た い 一 - そん な 好 
奇 心 に 突き 動か され 、 上 田 は 2010 年 
頃 か ら 登山 の 経験 を 積ん で きた 。 

サポ ー ト 役 の シェ ル パ は 一 人 だ け 。 
ベー スキ ャ ンプ を 出発 し た と き 、 荷物 
の 重 さ は 、 撮影 機材 も 入れ る と 15 キ 
口 を 優 に 超え て いた 。 で きる だ け 荷 物 
を 軽く し た い 登山 家 の 目 に は 奇妙 に 映 
っ た よう だ 。「 大 き な 望 遠 レン ズ で 撮 
影 し て いる と 、 外 国人 の 登山 家 に 『 ク 
レイ ジー だ 』 と 言わ れ ま し た 」 と 笑う 。 

標高 6000 メ ー ト ル を 超え る と 、 足 


が 止ま る 時 間 が 増え る 。「 カ メラ を 持 
ち 上 げ て シャ ッ タ ー を 切る だ け で 精 い 
っ ぱい 。 写真 を モニ ター で 確認 する 気 
力も な く な り ま す 」。 食べ た も の は 吐い 
て し まう 。 キャ ンプ で 寝よ うと し て も 、 
呼吸 が 苦し く て 目 が 覚め る 。 それ で も 
撮り 続け る の は 、「 僕 は 登山 家 で は な 
く 写 真 家 だ か ら 」 だ 。 天候 が 安定 し た 
数 少な い チ ャ ンス を 狙い 、 9 月 27 日 朝 
8 時 30 分 、 マ ナス ル の 頂 を 踏ん だ 。 
次 の 目標 は エベレスト 。 これ まで 数 
多く の 写真 家 が 撮影 し て きた 世界 最 
高峰 だ が 、「 僕 に し か 撮れ な い 風 景 は 
必ず あり ます 」 と 上 田 は 声 に 力 を 込め 
た 。 考古 学者 の 両親 か ら 受 け 継い だ 
未知 へ の 好奇 心 は 、 32 歳 の 写真 家 に 
し っ か り 根 づい て いる 。 一 一 藤原 隆雄 


標高 7000 メ ー ト ル 近 く で 垂直 の 壁 を 登る 途中 、 ファ イン ダー を 見 ず に 真下 を 撮影 し た 。 
天候 が 安定 し た わずか な チャ ンス を と ら え 、 多く の クラ イマ ー が 山頂 を 目指 す 。 
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- | EX POIRIE 


ーー N 


不思議 に 満ち た 


トー  。 


ーー M ー - 王 = 


スマ ー ト だ っ た !? に 


グラ フィ ッ ク = フェル ナン ド ・G・ バ プティ スタ 
リサ ー チ = バト リシア ・ ヒ ー リ ー 


絶 減 し た 後 も 、 芸術 家 や 作家 に イン スピ レー ショ ン を 与え 
て きた 飛べ な い 鳥 、 ドー ドー。 過去 の 記録 に 加え 、 新た に 
見 つか っ た 骨 や 最新 技術 に よる 分 析 か ら 、 彼ら の 本 来 の 姿 
や 生息 地 だ っ た モー リ シ ャ ス で の 暮らし が 見 えて きた 。 
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鋭い 昌 覚 に 


頭 が 悪い と 考え られ て いた ドー ドー だ が 、 ロドリゲス 鳥 固有 の 


脳 の 大 き さ か ら ハ ト と 同等 の 知能 が あっ た ン GEU2 
よう だ 。 脳 に は 大 き な 喚 球 も あり 、 鋭 い 明 人 覚 Na 
で 食べ 物 を 見 つけ て いた と 推測 され る ( 右 MeE 生 の お 20 
の 脳 の イラ スト の 入 尺 は 一 定 で は な い ) 。 語り 


に ド 
に 入 化 し た 夏 は 、 求 要 や 成 開 
際 に 誇示 し た り 、 バラ 
ンス を と っ た りす る た め に 1 
使っ た よう だ . 


0 チー に 


eo ー 


デー どう 全 
進化 の 新 事実 ミノ バト ドー ドー ロドリゲス ドー ドー 
DNA の 研究 に よっ て 、 ドー ドー は 八 ト 科 に 分 類 Ceoenas nicobarica Raphuscuculjgtus Pezop か aps sojaria 
され る こと が 判明 し た 。 絶 減 し た ロドリゲス ドー 
ドー や 現代 の ミノ バト と は 近 縁 の 関係 に ある 。 遂 の 祖先 


EVE CONANT。 NGM STAFF. 出 記 : DELPHINE ANGST. URIVERSITY OF BRISTOL: LEON CLAESSENS。 MMAASTRICHT UNIVERSITY: ML EUGENIA し GOLD. SUFFOLK UNIVERSITY 
DURBAN NATURAL SCIENCE MUSEUM AND AVES 3D: JULIAN HUNIE. NATURAL HISTORY MUSEUIM. LONDON: ANDREW IWANIUK. UNIVERSITY OF LETHBRIDGE 
STIG WALSH.INATIONAL MIUSEUMS SCOTLAND: RAFFAEL WINKLER. NATURALHISTORY MIUSEUN BASEL: AGNES ANGST (新しい ドー ド 一 


EXPLORE 探 天 する ココ ロ 


どれ が 本 当 ? 

昔 の 航海 記 や スケ ッ チ 、 捕獲 され た ドー ド 
ー の 絵 を 基 に 、 その イメ ー ジ は どん どん 変 
化し て いっ た 。 1600 年 代 に は 『 不 思 議 の 国 
の アリ ス 』 の 挿絵 の よう な 、 ずん ぐり と し た 
滑 年 な イメ ー ジ が 定番 と な っ た 。 


詩 モー リ シ ャ ス 
オオ リク ガメ 


か が える 。 だ が 、1598 年 に 上 陸 し た ヨー ロッ パ 
人 、 ネ ズミ や ブタ に よっ て 絶滅 に 追い や られ た 。 


人 好 減 種 
久 モー リ シ ャ か ら 
姿 を 消し た 秘 


Se 
の まこ N 先 
成鳥 と ン 
同 サイ ズ に 成長 ーー 議 
(体高 90 セ ジ チ ) 。 ズ IN。 
時 いい 


と 。 ィ ジャ イア ント W』 N 
ど スキ ンク 』 1 儀 護 AN 


急速 に 成長 
ドー ドー の 雌 は 8 月 に 産卵 を 始め る 。 実際 ひな は 卵 か ら か えっ た 後 、 数 カ月 で 成鳥 と 
に 見 た 人 の 話 に よる と 、 巣 は 地上 に つく ら ほぼ 同じ 大 き さ まで 成長 する 。 サイ クロ ン 
れ て いた と いう 。 し か し 、 卵 の 大 き さ や 形 、 が 発生 する 夏 を 生き 延び る た め だ っ た と 考 


数 は わか っ て いな い 。 えら れ て いる 。 


ーー ニー っ ラ 紀 硬 朋 @ 
1 換 紋 中 。 骨 
( 湖 い 茶色 ) 物 
% |/ か つて 描か れ た 凌 は 。 季 
5 節 や 羽 要 の 状態 に よる 影 
じ ーー 


に 連 を 受け て いた の か も ピ じ 
ーー れ な い 。 換 羽 中 は 暗く 細く 
見 え 、 生え 換わる と 明る ぐ 
大 きく 見 える 。 


羽根 の 生え 換わり 新しい 傷ん だ 


羽根 羽根 = 
換 羽 中 の 次 は あま り 美しく は な い 。 だ が 、 と ヾ 古く 傷ん だ 羽根 は 、 羽 三 
サイ クロ ン に 見 舞 わ れ た 夏 が 終わ り 、 生 忠 交 ? // 5 ん 差 / 【/ ( う の う ) と 呼ば れる 器 宣 
地 が その ダメ ー ジ か ら 回 復 する の に 合わ せ 4 で 成長 する 新しい 羽 に 
る よう に 、 新 し い 羽根 が 生え 始め る 。 半 お が ら 上 2 時 記 の 3 押し 出さ れ 、 抜 け 落 ちる 。 


EXPLORE | 探求 する ココ ロ 


次 世代 の 心不全 の 患者 は 全 世 界 で 2600 万 人 以上 いる が 、 
人 工 心臓 に ng ニー ニー 書 者 
た ち に 朗報 と な り そ う な の が 、 血液 を 送り 出す 羽根 

集まる 期待 車 が 磁石 の 力 で 浮い て 回 転 す る 人 工 心臓 だ ( 右 )。 
重く 、 構造 が 複雑 な 従来 型 に 代わ る も の と し て 、 実 

用 化 が 進め られ て いる 。 一 一 クリ ステ ィ ン ・ デ ラ モ ラ 


イン カ 帝 国 の 
巧み な 
記録 方 法 


南米 アン デス 地方 に 栄 
えた イン カ 帝 国 に は 文字 
が な か っ た 。 そ の た め 役 
人 た ち は 、 着色 し た ひも 
に 結び 目 を 付け た 「 キ ー 
プ ブ 」 と 呼ば れる 道具 で 記 
録 を 取っ た 。 現存 する 約 
1000 点 の キー ブ を 調査 
し た 研究 者 に よる と 、 人 
口 や 税 、 イン カ 帝 国 の 王 
に 関す る 物語 な ど を 記録 
する た め に 使わ れ た 可能 
性 が 高い と いう 。 

2020 年 1 月 、 ペ ルー 政 
府 は キー プ を 独創 的 な 
先住 民 の 文化 と 称 替 し 、 
国家 遺産 に 指定 し た 。 
ーー ニー ナ ・ ス トロ ー リ ッ ク 


3D 眼 鏡 を か けた イカ が 
見 つめ る 先 に ある も の は ? 


この ヨー ロッ パコ ウイ カ は 、 お し ゃ れ を し て いる わけ で は な い 。 人 
間 と 同じ よう に 、 両目 で 奥行 き を 認識 する 「 立 体 視 」 の 能力 が ある 
こと を 確か め る 実験 の 最 中 な の だ 。 

赤 と 青 の 二 つの エピ の 映像 を わずか に ずら し て 画面 に 表示 する 
と 、 イカ は 近づい て 触手 を 伸ばし た 。 つま り 、 脳 内 で 二 つ の 映像 
を 合わ せ て 一 つの 3D 映 像 に し 、 瞬時 に 獲物 まで の 距離 を 割り 出 
し て いる と いう わけ だ 。「 あ の 頭 の 中 で は 想像 以上 に た くさ ん の こ 
と が 行わ れ て いま す 」。 米 ミネ ソ タ 大 学 の 生態 学者 トレ バー・ ウ ォ 
ー デ ィ ル は 、 動き の 速い 獲物 を 捕らえ る 上 で 、 この 能力 は 欠か せ 
な いと 言う 。 

実験 を 始め た 当初 、 イカ は すね た 子ども の よう に 眼鏡 を 外し て 
し まっ た と いう 。 し か し 、 生き た エビ の ご 褒美 を 与え る こと で 、 問 
題 は 解決 し た そう だ 。 ニー ニク リス ティ シー デラ モア 


写 中 上がら) : PETER ADAMS: FEDRD ET AL- 2020: ROBERT CLARK 


針 毛 に 
刺さ れず に 
愛し 合う 
方 法 は ? 


写真 = ジョ エル ・ サ ー ト レイ 


日 認 9k 


PHOT@ARK 


OSAMIOWE 


針 毛 で 覆 わ れ た ヤマ アラ シ は 一 体 ど う や っ て 交尾 する の だ ろう ? 米 
ニュ ー ヨ ー ク 市 立 大 学 ク イー ンズ 校 の 名 誉 教授 で 生物 学者 の オル 
ディ ス ・ ロ ー ズ は 、 カナ ダ ヤ マ アラ シ を 830 年 以上 に わた っ て 観察 し 
て きた 。 ロー ズ に よる と 、 その 方 法 は か な り 手 が 込ん で いて 、 時 間 が 
か か る 。 そ し て 、 な ぜ か "ずぶ ぬれ "に な っ て し まう と いう 。 

カナ ダ ヤ マ アラ シ は 毎年 、 初秋 に 繁殖 期 を 迎え る 。 雌 は 臭気 物質 
を 分 泌 。 その 臭い に 引き 寄せ られ た 雄 た ち が 互 い に 戦 い 、 勝者 が 交 
尾 の 権利 を 得る 。 だ が 、 その 雄 は お 目当て の 雌 を 甘く 誘惑 する よう 
な こと は し な い 。 な ん と 、 雌 の 発情 を 誘発 する た め に 尿 を 浴び せる 
の だ 。 尿 は 一 度 に 数 滴 ず つ 「 も の すご い 勢 いで 飛ん で いき ます 」 と ロ 
ー ズ は 言う 。 雄 は 典 が その 気 に な る まで 、 何時 間 も こ れ を 繰り 返す 。 

雌 の 準備 が 整っ た らい よい よ 交 尾 と な る が 、 体 中 に 生え た 針 毛 が 
カッ プル の 甘い 時 を 邪魔 し そう だ 。 だ が 、 心配 は ご 無用 。 雌 が 尾 を 
持ち 上 げ 、 針 毛 の な い 裏 側 を 上 に し て 背中 に 乗せ る と 、 雄 は そこ に 
前 脚 を 乗せ 、 刺さ れる こと な く 交 尾 が で きる と いう 。 

暴 の 妊娠 期間 は 約 7 カ月 で 、 一 度 に 産む 子 の 数 は 通常 1 匹 。 赤 ち 
や ゃ ん は すでに 針 毛 が 生え そろ っ て いる が 、 羊 膜 に 包ま れ て いる の で 
スム ー ズ に 生ま れ て くる 。 ーー パト リシア ・ エ ドモ ンズ 


この 難 の カナ ダ ヤ マ アラ シ は 、 米国 サウ ス ダ コ タ 州 の ブレ ー ト ・ プ レー ンズ 動物 園 で 掘 W 


THROUGH THE LENS | 


24 


レン ズ の 先 に 


水流 する 
地底 か ら の 
脱出 


世界 一 深い 洞窟 で 、 
突然 の 洪水 に 朋 わ れ た 
写真 家 と ロシア の 探検 守 た ち 。 
大 急ぎ で 地上 を 目指 す が 、 
思わ ぬ 壁 が 立ち は だ か る 。 


あと 30 分 で 洪水 が 来る 一 2018 年 9 月 16 日 、 朝 
食 を 食べ 始め て すぐ 、 そん な 連絡 が 無線 で 入っ た 
その と き 私 は 撮影 助手 の ジェ フ ・ ウ ェ イ ド と と も に 、 
地下 お よそ 2100 メ ー ト ル の 地点 に いた 。 ロシア 人 
の 精鋭 た ち が そ ろ っ た 洞 
オ 」 も 一 緒 だ 。 ここ は 、 ジョ ー ジ ア か ら の 独立 を 宣言 
し て いる アブ ハジ ア に ある ベリ ョ フキ ナ 洞 窟 。 知ら 
れ て いる な か で 世界 一 深い 洞窟 だ 。 私 た ち は す で に 
地下 で 11 日 間 も 過 ご し て いた 。 上 の 写真 は その 2 日 


前 に 撮影 し た も の で 、 探検 隊 を 率い る パー ベル ・ デ 


点 の 水たまり 」 か ら 登っ 


突発 的 な 洪水 は 洞窟 く あ る 現象 で 、 当初 私 
た ち は 気 に し て いな か っ た ( 後 で 知っ た の だ が 、 地上 
で は 1 週間 も 雨 が 降り 続い て いた と いう ) 。 私 た ち が 


いた 8 人 用 の テン ト は 、 深い 割れ 目 の 底 か ら 半 分 ほ 


ー ロ フ が 、 洞窟 の 下 の # 下り て いっ た 。 
二 人 が 出かけ て すぐ 、 ビ ョ ー ト ル が 穴 の 中 を 再び 


私 た ち は 急い 
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レン ズ の 先 に 


ベリ ョ フキ ナ 洞 窟 の 最深 部 の 空間 に 降り て きた 探検 守 た ち 。 
洪水 が 起き た と き 、 水 は こ の 天井 まで 達し た 。 


深 さ 15 メ ー ト ル の 割れ 目 を 科 回 する ルー ト を 急 
いで 進む 。 割れ目 は 今や 湖 の よう に な り 、 水面 が 1 
メー トル ほど 下 ま で 迫っ て いた 。 私 は 振り 返っ て 、 
ピョートル に 脱出 を 呼び か けた 。 し か し 、 彼 は パー 
ベル と アン ドレ イ の 戻り を 待つ と いう 。 

私 た ち は 登 高 器 を 使っ て 、 縦 久 に ぶら 下がっ た ロ 
ー プ を 登っ た 。 水 が 滝 の よ うに 流れ 落ち て くる 。 下 
か ら 人 迫っ て くる 水 も 怖かっ た が 、 上 か ら 打 ち つ ける 
水 も 同じ ぐら い 怖 か っ た 。 呼吸 が し に くい し 、 数 セン 
チ 進 むだ け で も 全身 の 力 が 必要 だ 。 まだ 180 メ ー ト 
ル も 登ら な けれ ば な ら な い の に 。 

先頭 を 行く の は 私 だ っ た 。 も し 私 が 障害 物 に 阻ま 
れ て 進め な く な っ た ら 、 ほか の 全員 が 行き 場 を な く 
し て し まう 。 そ う 考 える と パニ ッ ク に な り 、 登る スピ 


洪水 か ら 逃 げ る 


ー ド が 上 が っ て ジェ フ た ち を 置い て いき そう に な っ 
た が 、 ひと 休み で きる 横穴 に どう に か 到達 し た 。 
そこ で 待っ て いる と 、 隊員 の 一 人 が 姿 を 見 せ た 。 
ほか の メン バー を 見 た か と 聞く と 、 見 て いな いと い 
う 。 何 か 起き た の で は な いか 。 そ ん な 考え が 頭 を よ 
ぎっ た が 、 次 の キャ ンプ まで 登り 、 待つ こと に し た 。 

その うち 、 ほか の 隊員 が 姿 を 見 せ 始 め た 。 寝 袋 と 
コン ロ を 苦労 し て 運ん で き て くれ た の だ 。 全員 命 は 
助かっ た が 、 ピョートル は 膝 に 大 けが を し て いた 。 

そこ か ら 上 に は 行け な か っ た 。 滝 に 行く 手 を 阻ま 
れ て いた うえ 、 登り きっ た 先 は 狭い 横穴 で 、 完全 に 
水 肖 し て いた か ら だ 。 下 か ら 来 る 水 と 、 上 か ら 流 れ 
落ち る 滝 の 間 で 、 16 時 間 の 待機 を 余儀 な くさ れ た 。 

洪水 が 収まる と 、 ジェ フ と 私 は 、 負傷 し た ビ ョ ー ト 
ル を 次 の キャ ンプ まで 連れ て いっ た 。 ほ か の 隊員 は 
下 に 残し た 物資 や 機材 を 回 収 し に いき 、 私 の カメ ラ 
と 三脚 を 持っ て き て くれ た 。 し か し 、 私 の 防水 容器 
の 一 つが 洞窟 の 天井 に 引っ か か っ た まま だ と いう 。 

地上 に 出る の に 4 日 か か っ た 。 それ ぞ れ 単独 で 脱 
出し た 。 い つも な ら 、 洞窟 探 検 を 終え る と 、 光 や 音 、 
に お い を 敏感 に 感じ る の だ が 、 今回 は な ぜ か あら ゆ 
る 感覚 が 鈍く な り 、 生き た 心地 が し な か っ た 。 

1 年 後 、 パー ベル と 隊員 の コス ティ ア ・ ズ ベレ フ が 
ウォ ッ カ 2 本 を 持っ て 、 オー スト リア に ある 私 の 自宅 
に や っ て 来 た 。 目 を 閉じ る よう に 言わ れ 、 し ば らく し 
て 目 を 開け る と 、 キッ チン の テー ブル に 置か れ て いた 
の は 、 洞窟 に 残し て きた いく つか の 機材 だ っ た 。 日 


写真 家 の ロ ビー・ シ ョ ー ン (Robbie Shone) は 洞窟 の 撮影 と 探検 を 
始め て 20 年 。 2017 年 3 月 号 で ウズ ベ キ スタ ン の 洞窟 の 特集 を 担当 。 


ベリ ョ フキ ナ 
El 洞窟 pa 
上 の キャ ンプ 
-7900 行 ) 滝 アブ ハジ ア 
べ リ ョ フキ ナ 洞 窟 の 2 鐘 デ 
入り ロ 上 の キャ ンプ に 到達 し た 探検 本 湊 
の 上 が る 水位 隊 は 、 流れ 落ち る 滝 と 下 か ら E 
A 泊 水 の 水 は 、 2018 年 "4 = とう 
\ se た 
Bi に 設営 され た キャ ンプ yo 間 身 動き が と れ な か っ た 。 
& より 30 メ ー ト ル も 高い -2700m 
| 1 地点 まで 一 気 に 達し 2" 
さ 0 た 。 逃げ る 時 間 は わ ず 
か し な か っ た 洞窟 の 
【 に ンー 水没 範囲 
) ニー ニー ニー ニニ 終点 の 水たまり 
/ 200m -2272m 
右 の 拡大 図 の 
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Mi | シン ーー 

| 活動家 た ち に 呼び か け 、 
ウィ ルソン 大 統領 が いる 
ホワ イト ハウ ス の 前 に 
2 4 


無言 で 立つ こと に し た 。 
彼女 た ち は 「 大 統領 、 
女性 参政 権 の た め に 
何 を し て くれ ます か ?] と 
書い た 算 を 掲げ た 。 


JOHANNA GOODMAN (写真 の 人 物 は 女性 参 数 衝動 素 の アリ スポ 一 
WW BRARV OF CONGRESS>CELESTE SLOWAN( パ ッッ 


、 還 い 


新型 コロ ナウ イル ス へ の 


ロ 感染 が 疑わ れる 
患 者 の 遺体 が 、 
イン ド ネ シア の 病院 の 
ーーーーーーーーーー) ーー 一 ーー 一 室 に 安置 され て いる 。 
感染 を 防ぐ た め 、 看護 師 が 
プラ スチ ッ ク の シー ト で 


Pak、WEamsat ニニ ペー ーー 遺体 を 密封 し 、 消毒 し た 。 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 界 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


文 ニ リチャード ・ コ ニブ フ ジャ ー ナ リス ト 


3 月 初め の 日 曜日 、 新型 コロ ナウ イル 
ス 感 染 症 (COVID -19) が 世界 各地 に 急 
速 に 広がり 始め て いた 頃 、 米 沿岸 警備 
隊 の 監視 船 が 、 米国 カリ フォ ルニア 州 の 
23 キ ロ 沖 合 に 停泊 する クル ー ズ 船 「 グ ラ 
ンド ・ プ リン セス 」 を 目指 し て いた 。 

監視 船 に 乗り 込ん だ の は 、 災害 派 遣 
医療 チー ム 。 クル ー ズ 船 に 乗る 3500 人 
を 体調 の 悪い 人 と 健康 そう な 人 に 分 け 、 
上 陸 準 備 を 進め る た め だ 。 チー ム に は 、 
57 歳 の マイ ケル ・ キ ャ ラ ハ ン も いた 。 彼 
は 世界 各地 の ホッ ト ・ ゾ ー ン (感染 症 の 
流行 地 ) で 何 十 年 も 経験 を 積ん で きた 感 
染 症 の 専門 家 だ が 、 船 酔い に 苦し みな が 
ら 、 任務 開始 を 待っ て いた 。 


sa | 上 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 昨 車 川 川 川 川 川 | RArro NAL GEOGRAPHIC 


3 月 9 日 、 ク ルー ズ 船 「 グ ラン ド ・ プ リン セス 」 が よう や く 米 国 カ リフ ォ ル ニア 誠 オ ー ク ラン ド に 入港 で きる こと に な り 、 
乗客 た ち が 姿 を 見 せ た 。 最 終 的 に 100 人 を 超す 乗客 ・ 乗 員 が 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し て いた 。 


GABRIELLE LURIE, SAV FRAMCISCO CJROMCCE VIA GETTY IMAGES 


そこ か ら ク ルー ズ 船 の 船 腹 に 設置 
され た は し ご に 飛び 移り 、 甲板 を 目指 す 。 
人 類 は 絶え ず エ ビデ ミッ ク (感染 症 の 地域 
的 な 大 流行 ) に た た られ て きた 。 人類 が 地球 
全体 に 拡散 する と 、 そこ に パン デミ ッ ク (世界 
的 な 大 流行 ) が 加わ っ た 。 こ れ ま で の 大 流行 
は 重要 な 教 記 を も た らし た は ず だ が 、 現実 に 
は 、 人 々 は 日 ご ろ そ の 教訓 を 忘れ 、 新た な バ 
ン デ ミッ ク が 起こ る た びに 思い 出す 。 感 菜 症 
は あっ と いう 間 に 広 が る こと 。 し か も 、 自分 に 


日 没 の 少し 前 、 監視 船 は クル ー 1 と っ て 大 切な 人 に うつ し て し まい が 
ズ 船 か ら つ り 下 ろ さ きれ た 小型 ボー mi ちな こと 。 人 々 は 感染 へ の 恐怖 か 
ト に 近づい た 。 医療 チー ム の メン AA ら 互 い に 距 離 を 置く よう に な り 、 孤 
バー た ち は 船 酔い に 加え 、 防護 服 イィ パ 8 独 が 耐え が た い 苦痛 を も ゃ たらす こ 
を 着込ん で いる せい で 、 音 も よく 開 で 9 と 。 そ し て 、 重症 患者 は し ば し ば 
こえ ず 、 提 界 も 制限 きれ た 状態 で 、 誰 に も 看 取 ら れず に 死 を 迎え な け 


- 人 ずつ 小型 ボー ト に 飛び 乗っ た 。 マイ ケル ・ キ ャ ラ ハ ン れ ば な ら な いこ と 。 だ が そう し た 事 


柄 以 上 に 、 今 の パン デミ ッ ク に 気 づ 
か され た こと が ある 。 い つの 時 代 に も 私 た ち 
は 、 キャ ラ ハ ン の よう に 、 命懸け で 感染 症 と 閲 
う 少 数 の 人 々 に 支え られ て いる 点 だ 。 

過去 を 振り 返る と 、 彼ら の よう な 人 の 多く に 
共通 する の は 、 既成 概念 に に ら わ れず 、 一 見 
きき いな 手がかり に 目 を 向け 、 無視 きれ が ち 
な 声 に 耳 を 傾け て いる こと だ 。 彼ら は また 、 
世界 の 片隅 で 起き て いる こと は 、 自分 の 周り 
で も 容易 に 起こ りう る と 、 認識 し て も いる 。 


ペン デミ ッ ク と 人 類 | 昨 川 川 川 川 川 川 川 


川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 ss 


イラ スト :JOE MCKENDRY 


第 1 章 | 1721 年 | 米国 ボス トン | 


人 着 接 種 か ら ワ クチ ン へ 


予防 法 を 見 つけ る 


「 破 壊 の 天使 」 が 到来 する ー 一 1721 年 
初め 、 米 国東 部 の 港湾 都市 ボス トン で 、 
ピュ ー リ タン (清教徒 ) の 牧師 コッ トン ・ マ 
ザー が そう 人 々 に 警告 し た 。 街 を 全 減 さ 


せる よう な 恐ろし い 疫 病 が 近づい て いる と いう の だ 。 


この 疫病 は すでに 英国 で 猛威 を 振る っ て 
いた し 、 米 大 陸 の 人 々 も その 惑 ろ し き を 経験 
済み だ っ た 。 過 去 200 年 余り 、 予測 不能 な 流 
行 を 繰り 返し 、 入植 者 た ち を パニ ッ ク に 陥れ 、 
先住 民 の 村々 を 丸ごと 消し 去っ て きた 。 し か 
し ボス トン で は 、 前 回 の 流行 が 起き て か ら 19 
年 が た ち 、 その 導 病 を 経験 し て いな い 新た な 
世代 が 育っ て いた 。 

この 疫病 に か か る と 、 まず 皮膚 に 赤い 発疹 
が で きる 。 は し か だ と 思う か も し れ な い が 、 そ 
の うち 発疹 は ふく ら み 、 水 交 に な っ て 盛り 上 が 
る 。 目 や 和 気道 、 体 中 に お び た だ し い 数 の 発疹 
が で き て 、 呼吸 を する に も 大 き な 菩 痛 を 伴う こ 
と も ある 。 膜 を 含ん だ 腹 導 は ひど い 悪 臭 を 放 
つ 。 死 を 免れ て も 、 し ば し ば 失明 な どの 後遺 
症 が 残り 、 顔 や 体 に 意 六 、 い わ ゆ る 「 あ ば た 」 
が 残る 。 同年 4 月 、 「 天 然 瘍 」 と 呼ば れる この 


疫病 は ひっ そり と ボス トン 港 か ら 上 陸 し た 。 
人 々 は 当初 、 疫病 の 発生 を 認め よう と し な 
か っ た 。 そ れ で も 1721 年 の 流行 を きっ か け に 、 
天然 間 は 欧米 の 人 々 に 心強い 新た な 教訓 を 
与え た 。 世 界 中 で 猛威 を 振る う 感 染 症 も 、 人 
知 を 尽く せ ば 防げ る こと だ 。 感 菜 拡 大 を 四 止 
で きる ば か りか 、 強 い 意 志 が あれ ば 、 根絶 で 
きる こと も ある 。 こ の 年 、 ボス トン で は ヒー ロー 
らし か ら ぬ 3 人 の 男 た ち が 天 然 瘍 と 関 っ た 。 
マザー に 加え 、 アフ リカ 出身 の 奴隷 オキ ネ シマ 
ス 、 新た な 手法 を 積極 的 に 取り 入れ た 医師 の 
ザ プ デ ィ ー ル ・ ボ イル スト ン 。 3 人 の うち 、 最も 
ヒー ロー らし く な い の は マザー その 人 だ 。 問 
題 だ らち ら け の 人 物 で 、 虚栄 心 が 強 く 、 感情 の 波 
が 激しい 。 し か も 、 その 29 年 前 に モー ラム で 
行わ れ た 悪名 高い 魔女 裁判 を 後押し し た 人 
物 と し て 、 多く の 人 々 の 反感 を 買っ て いた 。 
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米国 オハ イオ 州 の 
皮膚 科 の 教授 が 
1902 年 に 撮影 し た 
天然 患者 の 間 痕 。 
ワク チン は その 
100 年 前 か ら あ っ た が 、 
米国 で は 1949 年 まで 
t 行 が 繰り 返さ れ た 。 


第 1 章 | 1721 年 | 米国 ボス トン | 人 着 接 種 か の ら ワ クチ ン へ 


マザー は 子ども の 頃 か ら 科 学 、 特に 医学 
に 非常 に 興味 を も っ て いた 。 し か も 、 感 症 
は 人 ご と で は な か っ た 。 大 人 に な っ て か ら 2 
人 の 妻 と 、15 人 の 子ども の うち 13 人 に 先立た 
れ た 。 そ の 多く は 感染 症 に よる 死 だ 。 そ ん な 
事情 も あっ て 、 マザー は 英国 の 科学 誌 を 読 
みあ きり 、 先 住民 の 伝統 療法 を 研究 し て い 
た 。 だ か ら 「 召 使い ]」 の オ ネ シ マ ス が 、 アフ リ 
カ に 伝わる 民間 の 予防 法 を 話し 、 その 毛 跡 で 
ある 六 を 見 せる と 、 大 い に 興 味 を も っ た 。 

感染 が 広がり 始め る と 、 マザー は 予防 の た 
め に 「 世 界 の 一 部 の 


も いた 。 接種 を 受け た 後に 完治 し て いな い 人 
か ら 病気 が うつ る と 思っ た の だ 。 医師 た ち も 
反対 し た 。 2000 年 の 伝統 を 誇る 正統 派 の 医 
学 で は 、 あら ゆる 病気 は 4 種 の 「 体液 ] の バラ 
ンス の 乱れ か ら 起き る と され 、 し ば し ば 加 い 空 
気 や 悪臭 が その 引き 金 に な る と 考え られ て い 
た 。 医師 た ち に 言わ せれ ば 、 人 疲 接 種 は そ 

れ に 真っ 向 か ら 反する 処置 に ほか な ら な い 。 
流行 が 収まっ た 時 点 で 、 感染 者 は ボス トン 
の 人 口 の 半数 を 超え る 6000 人 近く に な り 、 死 
者 は 844 人 で 、 致死 率 は 約 15% に の ぼっ た 。 
一 方 で 、 人 冷 接種 を 


地域 で 最近 使わ れ て 受け た 人 で は 、 致 死 率 
いる 素晴らし い 慣 行 」 es は 29% に と ど ま っ た 。 改 
を ポス トン の 医師 た ち 1721 年 の 流行 を 良 が 進む に つれ 、 そ の 
に 教え た 。 天 然 疫 思 者 きっ か け に 、 天然 間 は 割合 も 0.5% 足 ら ず に 
の 肛 交 か ら 膜 を 採取 pe 下がり 、 人 交 接 種 は 標 
』 い 
し 、 人 康 な 人 の 皮膚 を 了 沙 の 人 る b 準 的 な 予防 法 と な っ 
切開 し て 、 少量 を そこ 新た な 教訓 を 与え た 。 た 。 1792 年 に ポス トン 
に 植え つけ る 。 「 人 誠 世界 中 で 猛威 を で 再び 天然 間 が 流行 
接種 ] と 呼ば れる この 2 する と 、 今 度 は 約 9200 
処置 を 受け れ ば 、 軽 い 振る う 感 染 症 も 、 人 の 市 民 が 人 意 接 衝 
症状 が 出る だ け で 、 お 人 知 を 尽く せ ば を 受け た 。 天然 間 に 感 
そら く 天 然 間 に 二度と 4 5 楽し た 市 民 は わずか 
か か ら な く な る と いう 。 防げ る こと だ 。 232 人 だ っ た 。 
マザー は 、 ほ か の ア 北米 に 人 疲 接 種 を 


フリ カ 出 身 者 に も 話 を 
聞き 、 接種 後 の 意 六 を 見 せ て も ら っ て 確信 を 
強め た 。 ボス トン の 医師 た ち は 接種 に 及び 腰 
だ っ た が 、 た だ 一 人 違っ た の は ボイル スト ン 
だ 。 19 年 前 に 天然 間 で 死に か けた 経験 か ら 、 
その 恐ろし き を よく 知っ て いた し 、 日 々 の 診療 
で 自分 の 8 人 の 子ども を 危険 に きら し て いる 
の で は な いか と 心配 し て いた 。 そこ で ボイル ス 
トン は 証拠 を 十分 に 検討 し た うえ で 、6 月 26 
日 、6 歳 の 息子 と 一 家 の 2 人 の 奴隷 に 初め て 
人 疲 接 種 を 行っ た 。 そ の 結果 、「 穏やか で 良 
好 な 天然 間 ] の 症状 が 出 た だ け だ っ た の で 、 
希望 者 に この 処置 を 施す よう に な っ た 。 
当初 、 市 民 の な か に は 人 間接 種 を 恐れ る 者 


も た らし た 3 人 は い ず 
れ も 、 取り 立て て その 功績 を た た えら れる こと 
は な か っ た 。 オ ネ シ マ ス は 金 を 払っ て 自由 の 
身 に な っ た が 、 その 後 の 足 取り は 不明 だ 。 ボ 
イル スト ン の 名 も 人 々 の 記憶 に ほとん ど 残 ら な 
か っ た 。 マ ザー も 、 ボス トン 市 民 に 過去 の 言 
動 を 許さ れん る こと は な か っ た 。 そ れ で も 彼 は 
医学 に 関心 を も ち 続け 、 ついに は あら ゆる 感 
菜 症 の 本 当 の 原因 を 論じ る まで に な っ た 。 当 
時 まだ 顕微 鏡 で 観察 で きる よう に な っ た ば か り 
の 微生物 に 着目 し 、 適切 な 条件 下 で は 、 微 
生物 が 「 た ち ま ち 増 えて 、 私 た ちの 病気 の 多 
く を も た ら す こと に 、 一般に 考え られ て いる より 
も 大 きく 関与 する よう だ 」 と 書き 残し た の だ 。 だ 
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1720 年頃 に 日 本 で 刊行 され た 『 疹 靖 要 」 に は 、 天然 癒 の 発疹 を 描い た 挿絵 が 収録 され て いる 。 
天然 瘍 ウイ ルス の 起源 は 不明 だ が 、 3000 年 以上 前 に 古代 エジプト 人 が 感 課 し て いた と 推測 され て いる 。 
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が 、 そ の 論考 に は 極端 な 見 解 も 多く 、 出版 に 
は 至ら な か っ た 。 科 学者 た ち が 感 染 症 を 媒 
介する 微生物 の 決定 的 な 役割 を 認め た の 
は 、 それ か ら 150 年 も 後 の こ と だ 。 

北米 と 欧州 に お ける 人 疹 接種 の 普及 は 、 
思い が け な い 成果 を も う 一 つも た らし た 。 1757 
年 、 英国 南部 の 小さ な 町 で 、 エド ワー ド ・ ジ ェ 
ン ナ ー と いう 8 歳 の 少年 が 人 間接 種 を 受け 
た 。 長 じ て 田 舎 の 医師 に な っ た 頃 、 牛 瘍 と 呼 
ば れる 和牛 の 病気 が 「 天 然 間 を 防ぐ 手段 」 に な 
る か も し れ な いと いう 「 漢 然 と し た 見 解 」 が 酷 
農家 の 間 で 広まっ て いた と 、 ジ ェ ン ナー 本 人 
が 書き 残し て いる 。 

この 話 に 強く 興味 を も っ て いた ジェ ン ナ ー 
は 1796 年 5 月 14 日 、 ジェ ー ム ズ ・ フ ィ リ ッ プ ス と 
いう 8 歳 の 少年 に 人 斑 接種 に 似 た 処置 を 試 
みた 。 植え つけ た の は 、 天然 瘍 で は な く 牛 間 


に 感染 し た 若い 女性 か ら 採取 し た 韻 苗 だ 。 こ 
れ が 今日 の ワク チン の 起源 と な っ た 。 ワク チン 
と いう 言葉 は 、 ラテ ン 語 で 雌 生 を 意味 する ワッ 
カ に 由来 する 。 ワク チン 反対 運動 も 、 こ の と き 
に 始ま っ た 。 と り わ け 人 々 が 恐れ た の は 、 和牛 
意 を 植え つけ た ら 生 の よう に な り 、 動物 の 病気 
が うつ る と いっ た 噂 話 だ 。 だ が 生 接 種 ( 竹 
間 ) は 、 人 癒 接種 より も は る か に 安全 で 有効 
な こと が わか り 、 まもなく 欧州 全域 に 広まっ た 。 
その 後 も 天然 間 に よる 死者 は 後 を 絶た ず 、 
20 世 紀 だ け で も 推定 3 億 人 が 亡くな っ た 。 レ 
か し 世界 的 な ワク チン 接種 運動 が 突 を 結び 、 
世界 保健 機関 WHO) は 1980 年 5 月 に 天然 
間 の 根絶 を 宜 言 し た 。 そ れ ま で に は ワク チン 
が 次 々 に 開発 され 、 多く の 感染 症 が 身の回り 
か ら 姿 を 消し た 。 バン デミ ッ ク は も う 起 き な い だ 
ろう と きえ 、 人 々 は 思っ た の だ っ た 。 


パンデミック と 人 類 
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天然 論 の 感染 拡大 


『 拡大 経路 
米 大 陸 で 確認 され て いる 
農耕 地 (1500 年 頃 ) 
半 展 耕 
] 本 格 的 な 肛 耕 


と 
(1805 年 4 月 ) 


マリ アナ 義烏 


スペ イン 領 東 イン ド 
バラ オ 。 (ヌエバ ・ エ スパ ー ニ ャ の 一 郎 ) 


人 
「 


み カワ ロッ ク 、 


エド ワー ド ・ ジ ェ ン ナー は 1796 年 、 牛 間 の 接種 で 天然 間 を 防げ る 
こと を 実証 する と 、 ワク チン の 普及 に 努め た 。 ほど な く 英 国 を は じ め 、 
各国 の 医師 た ち が そ の 運動 に 加わ っ た が 、 スペ イン 王 カ ル ロ ス 4 世 
は それ を は る か に 上 回 る 野心 的 な 試み に 着手 し た 。 植 民 地 全域 に 
予防 接種 を 広め よう と 、 スペ イン か ら 遠 征 隊 を 送り 出し た の だ 。 

この 「 王 立 慈 善 ワ クチ ン 遠 征 計画 ] は 、 史上 初め て 世界 規模 で 行 
われ た 公衆 衛生 の 取り 組み と な っ た 。 そ の 目標 は 、 植民 地 各 地 に 
地域 委員 会 を 設置 し 、 ワ クチ ン の 供給 維持 と 使用 の 管理 、 接種 方 
法 の 指導 を 行い 、 無償 で 接種 で きる よう に する こと 。 遠征 計画 の 作 
成 に は 、 ワク チン 接種 の 経験 が 豊富 な グアテマラ 人 の 医師 も 加わ っ 
た 。 そ の 医師 か ら は 、 現地 の 言語 を 用 い 、 住民 に 信頼 され る 地域 
の 指導 者 の 協力 を 得 て 、 忠 者 を 人 道 的 に 扱う よう 助言 を 受け た 。 

1803 年 11 月 、 フ ラン シス コ ・ ザ ビエ ル ・ デ ・ バ ルミ ス 率 いる 遠征 隊 
が 木造 の 帆 装 軍 艦 「 マ リア ・ ビ タ 」 に 乗り 込み 、 出発 し た 。 大 西洋 を 
渡る 航海 で 、 生き た 和牛 間 を 運搬 する た め 、 孤児 院 か ら 引 き 取 っ た 
22 人 の 少年 が 乗船 し て いた ⑩。 医療 班 が その うち の 2 人 に まず 和牛 
痩 を 接種 し 、 彼ら か ら 採 取 し た 意 苗 を 別 の 2 人 に 接種 する 。 この 要 
領 で 順 繰り に 植え つけ て いき 、 目的 地 の プ エル トリ コ ま で 10 週間 の 
航海 の 問 、 生き た 疲 苗 を 確保 し 続け た @。 

到着 し て みる と 、 プエルト リコ に は すでに 間 苗 が 伝わっ て いる こと 
が 判明 。 し か し 、 まだ 伝わっ て いな か っ た ベネズエラ の 人 々 は 、 間 
苗 の 到来 を 花火 や 楽団 の 演奏 、 感 席 の ミサ で 盛大 に 祝っ た @⑧。 遠 
征 隊 の 本 隊 は さら に キュ ー バ 、 メ キシ コ を は じ め 中 米 全域 を 目指 し 
た 。 スペ イン 人 の 孤児 た ち は メ キシ コ の 里親 に 引き 取ら れ 、26 人 の 


| 最初 に 確認 され た 年 


ワク チン 遠征 
遠征 隊 の リー ダー 
ーー パル ミス 
ーー サル バニ 
ーー その 他 
ペル ー スペ イン の 副 王 領 
スペ イン の 
、 支配 地域 (1800 年 ) 


ハワイ 請 仙 
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欧州 の 植民 者 が 
天然 瘍 を 
南北 米 大 陸 に 
持ち 込み 、 
先住 民 の 人 口 を 
激減 させ た 。 
お よそ 300 年 後 、 
スペ イン 王 は 
この 感染 症 と 
闘う た め 
野心 的 な 遠征 隊 を 
派遣 し た 。 


英国 


下 
北 玉 
シン (3 記 り ーー ッッ プラ 
天然 往 は 、 死 の 病 が 出現 (806 和 9 朋 es 
北米 全域 の 先住 民 の 1 天然 冷 は お そら く 3000 年 以上 
村々 に 広がっ た 


前 に エジプト で 発生 し 、 アジ ア 、 
アフ リカ 、 その 後に 西欧 に 広 が 
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っ た と 考え られ る 。 植民 者 が 南 。 カナ リア 主人 ムー ア 人 の 

北米 大 陸 に 持ち 込ん だ と き 、 先 (803 年 12 月 ) ノ /* 侵攻 軍 が 
住民 に は 免疫 が な か っ た 。 スペ イン に 

プエルト リコ 天然 間 を 
| サン フアン (1804 年 2 月 ) 持ち 込ん だ 


イス バニ オラ 身 


アカ プル ゴト の SS92 征 2) 
ーー ーーーー ーー (8o5 年 2 月 シテ ィ 


の 2Sy、 
Sg 1 ん へ 
\ メ エバ ・ グ ラナ ダ # 
@ の eo 
つの 帝国 が 滅亡 52 に 
規 


アフ リカ 


アス テカ 負 国 の 人 口 の 約 半 数 が 、 RS ーー と 
天然 六 に 感染 し て 短期 間 に 命 を ウラ 805 年 12 月 ) 3 g 奴隷 船 で 人 々 が 
落と し た 。 感染 は 南 に 広がり 、 イ ーー に SE 運ば れ た 。 
ンカ の 皇帝 が 発症 し て 死亡 し 、 り マ (igoo 年 58) = 人 生 靖 に 
内 戦 が 勃発 。 それ に 乗じ て スペ Hibo2 有 BS 2 
イン は 支配 地域 を 広げ た ンコ リ y セン ト ヘ レナ (英作) 
いっ コチ ャ パン シバ (1806 年 6 月 ) 
(1810 年 7 月 ) 
リオ ・ デ ・ / リオ テ ジ ャ ネイ ロ 
oo5 語 一 1812 ラ ・ プ ラ タ ア 
ルル パ ライ ゞ 
oreon rr ティ ァ ゴ (、 ノ 奴隷 制 と 感染 症 
財 訂 :CATRERINE AARK AND ま スペ イン 人 と ポル ト ガ ル 人 は 先住 
JOSE G. RIGAU-PEfREZ, BULLETMW ン セ プシ オン 
as バル ディ ビア 民 を 鉱山 や 農園 で 働か せ て いた 
67Wems 3992POY APT し が 、 感染 症 と 過酷 な 労働 で その 
ANO RONARO JOWES. ATLAS OF (807 年 12 月 ) 多く が 死亡 。 代わ り に 西アフリカ 
の か ら 連 れ て こら れ た 奴 款 の な か 
に 、 天 然 規 の 感染 者 が いた 。 

メキ シコ 人 少年 が 彼ら に 代わ っ て 太平 洋 を 渡る こと に な っ た @。 米 大 陸 の 先住 民 の 

遠征 隊 の 軍医 ホセ ・ サ ル バ ニ は 、 本 隊 と は 別 の チー ム を 率い て 推定 ロ 
太平 洋 沿い を 南下 し た 。 陸路 を 4000 キ ロ 進 み 、 現在 の コロ ン ビ ア 
か ら エ クア ドル 、 ペ ルー、 ボ リビア まで 間 苗 を 運ん だ @。 サル バニ は 
チー ム と と も に 南米 で 20 万 人 以上 に 接種 を 行っ た が 、 1810 年 、 ボ 6050 万 人 
リビア で 36 歳 の 若 さ で 亡くな っ た 。 死因 は 心臓 疾患 と み ら れ る ⑩。 222 

本 隊 は フィ リピ ン へ と 航海 を 続け た が 、 バル ミス は 本 隊 と 別れ て 中 く > 
国 に 向かっ た @。 世界 一 周 の 航海 を 1806 年 に 終え て スペ イン に 放 「 
記し た バル ミス は 、 その 後 も 1813 年 まで 海外 に 種 療 を 広め 続け た 。 600 万 人 

現代 で は 、 こう し た 医療 上 の 取り 組み に は 植民 地 支 配 を 容易 に 200 
する 意図 が あっ た と 解釈 する 学者 ちい る 。 し か し 当時 は 、 誰 も が 天 欧州 の 植民 者 の 流入 後 100 

有 2 ご 年 ほど で 、 米 大 陸 の 先住 民 の 
然 論 を 非常 に 恐れ て いた 。 命懸け で ワク チン を 広め た 医療 従事 者 人 口 は 推定 9 割 も 減っ た 。 主 
は 、 こ の 惑 ろ し い 感 染 症 に 打ち 勝 と うと 全身 全 圭 で 闘っ た の だ 。 要 な 死因 の 一 つが 天然 癒 だ 。 
バン テ ミ ッ ク と 人 入 舌 | 川 川 川 川 川 川 川 川 川上 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 


ペスト の 
3 度目 の 
パン デミ ッ ク は 
南極 を 除く 
全 大 陸 に 到達 。 
マダ ガス カル 島 で は 
1898 年 以降 、 
今 も 残る 


マダ ガス カル 島 で は 、 
1990 年 代 に 
薬物 耐性 を も つ 
ペスト 菌 が 
新た に 発見 され た 。 


1935 年 頃 の 
マダ ガス カル 島 で 、 
ペスト に よる 死者 が 
ひつ ぎ に 入 れ ら れる 。 
感染 拡大 の 一 因 は 

島 の 改 更 儀式 
「 フ ァ マ ディ ハナ 」 と の 
見 方 も ああ る 。 主 に 島 の 
中 央 高原 で 行わ れ 、 
慕 か ら 掘り 起こ し た 
遺体 に 灯 し い 衣 を 
着せ て 踊る 。 政 府 は 
廃止 を 呼び か け て 
いる が 、 この 儀式 に 
関連 する と み ら れ る 

こ な 感染 例 も ある 。 


PASTEUR 


人 


流行 の お お よそ の 甚大 


推定 死者 数 は 研究 に よっ て 異な る , 


デビ タダ シー トド Ao 
ユスティニアヌス の / 
ベス ト / 
541 一 588 年 M 
品 り * ビザ ン ツ 国 4 
繰り 返さ れる | 2。。a。 / 
ヘー ミニ に 忍び 込ん だ ネズ ミ の ノ 
に こり / 
パン デミ ッ ク ミ に よっ て 、 首 都 コン スタ / 
ン テ ィ ノ ー ブ ル に 入り 込 / 
ん だ と み ら れる 。 その後 、  』 
地中海 地方 全域 に 広 が 4 
感染 症 は 菩 痛 や り 、750 年 まで 残っ た 。 
死 を も た ら す ば か りか 、 る so00 万 / 
文明 を 滅ぼす こと 交 ペスト 画 7 
人 
さえ ある 。 ネズ = 内 っ / 
流行 を 何 度 る 繰り 返す 4 
7/ 
病原 体 も ある 。 / 
人 類 の 歴史 を 変え た / 
レー 『「( 
感 委 症 の 大 流行 を / 
振り 返 ろ う 。 / 
「 
。 
死者 数 7 
Pr (人) 
ッ / 
に 一 / 
期間 (年 ) / 
エピ ビデ ミック / 
特定 の 地域 で 、 / 
感染 例 が 過度 に 多い / 
『/ 
バン デミ ッ ク / 
4 エピ デミ ッ ク が 複数 の / 
地域 や 国々 に 拡大 
4 アン トニ ヌス の 疫病 
ペスト の バン デミ ッ ク 165 一 780 年 
ペスト 菌 に よる 感染 症 の ロー マ 帝 国 
世界 的 な 大 流行 / 天然 瘍 と 推測 され る 大 
6 流行 で 、 ロー マ で は 1 日 
る 死者 数 (人 ) 』 に 最大 2000 人 も の 死者 
本 ウイ ルス 、 細 箇 が 出 た 。 致死 率 は 2596 
(判明 し て いる 場合 )  』 に も の ぼっ た 。 
感染 源 の 動物 4 s00 万 : 
博物 遇 玉 の 場合) / 90 が ・ 
「 
「 
RIKwKwK5w5wtwtwi 
「/ 
/ 
6 
「 
』 感 森 症 の 大 湊 行 
(年 代 碑 ) 


黒 死 病 ( ペ スト ) 
47 一 57 年 世界 中 
史上 最大 規模 の 被害 を 
出し た 大 流行 。 欧州 の 
人 口 の 3 て 5 割 が 死亡 し 
た 。 当時 の 記録 で は 、 村 
や 城 、 町 が わずか な 生存 
者 を 残し て 全滅 し た と 伝 
えら れ て いる 。 

る 5000 万 

毒 ペスト 画 


ココ リツ リ 第 1 波 ・‥・. 
1545 一 48 年 メキ シコ : 
よく 解明 され て いな い 感 
築 症 で 、 先住 民 の 人 口 
の 最大 8 割 が 死亡 し た 。 
症状 は 高熱 、 頭痛 、 目 、 
鼻 、 口 か ら の 出血 な ど 。 


る 1500 万 


天然 間 : 
1519 一 20 年 メキ シコ ・ 
スペ イン の 征服 者 た ち が 
現在 の メキ シコ に 流入 し 、 
アス テカ 文明 は 滅び た 。 
感染 症 の 広がり と と も に 、 
温 褐 と 混乱 も 広がっ た 。 


4 800 万 
毒 天 状 落 ウイ ルズ 


5 年 っ 年 々 年 


川 川 川 川 川 川 川 昨 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川中 
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・ コ コリ ツリ 第 2 波 
・ 1576 一 78 年 メキ シコ 
・ 死者 数 は 最大 250 万 人 。 
・ 前 回 の 流行 後に 残っ た 
人 口 の お よそ 半分 に 当 
た る 。 この 病原 体 は 出血 
熱 を 引き 起こ し 、 宿主 は 
げっ 歯 類 と も いわ れる 。 


る 250 万 


ロシア 風邪 

1889 一 90 年 世界 中 

欧州 に 鉄道 綱 が 加 備 さ 

れ 、 船旅 も 高速 化し た 時 

代 。「 世 界 が 高度 に 結ば 

れ た た め に 起き た 史上 
・ 初 の バ パンデミック 」 と の 見 
・ 方 も ある 。 


3 年 7 年 


1918 年 の HIV 感 泉 症 / エ イズ ・・. 
イン フル エン ザ 1981 年 一 現在 莉 中 ・ 
(スペ イン 風邪 ) 最新 の 推定 で は 、 集 計 が 
1978 一 79 年 世界 中 始ま っ た 1981 年 以降 に 
感染 拡大 の 第 1 報 は スペ エイ ズ ( 後 天性 免疫 不全 ・ 
イン 発 だ っ た が 、 その 頃 症候 群 ) 関 連 で 亡くな っ ・ 
に は 玖 州 各地 の 第 1 次 世 た 人 は 約 3200 万 人 。 現 ・ 
界 大 戦 の 戦地 で 兵士 が 在 、 約 3800 万 人 が この 病  ・ 
感染 し 、 世界 中 に 広がり 気 を 抱え て 生き て いる 。 : 
つつ あっ た 。 世界 の 人 品 
の 3 分 の 1 が 感 。 4S200 5 
EE 3 4 ・ 
毒 7N7 型 の RG : 
イン フル エン が な 
記 フッ 


・ ベス ト の 3 度目 の アジ ア 風 邪 


29 年 


バン デミ ッ ク 1957 一 58 年 世界 中 


7894 一 1922 年 世界 中 アジ ア で 最初 に 確認 さ 
中 国 南西 部 で 始ま り 、 香 れ 、 第 2 波 で 深刻 な 被害 
港 経由 で 、 そ の 他 の 港湾 が 出 た 。 若年 層 の 方 が 重 


に 広がっ た 。 イン ド 、 中 症 化し や すく 、65 歳 以上 


国 、 現在 の イン ド ネ シア に は ある 程度 の 免疫 が 
で 死者 が 多かっ た 。 あっ た と み ら れ る 。 

& 1000 万 3 110 万 

毒 ペスト 抽 要 月 2N2 型 
ネズミ で ノミ イン フル エン ザ 


旬 所 . 


コレ ラ 第 6 波 
1899 一 1923 年 世界 中 
コレ ラ の 6 度目 の 大 規模 
な バン デミ ッ ク 。 イン ド で 
は 1 年 間 に 80 万 人 が 命 


を 落と し た 。 第 7 波 は イ 
ンド ネシア で 始ま り 、 現 
在 も 続く 。 
150 万 
コレ ラ 


25 年 7 年 7 年 7 年 4 の 年 


ALBERTO LUCAS LOPEZ, NGM STAFF: AVIVA HOPE RUTKIN 


出典 :GRAHAM MOONEY. JOHNS HOPKINS UNIVERSITY:CHRISTIAN MCMILLEN, UNIVERSITY OF VIRGINIA: WHO: CDC 


バン テ ミ ッ ク ょ 人 天川 川 川上 | 5 


第 2 章 | 19 硬 紀 | 英国 ロン ドン | 


公共 の 上 下水 道 


コレ ラ が 都市 を 変え た 


その 疫病 は 、 


エエ ドウ ィ ン ・ チ ャ ド だ ウィック 


か つて な い ほ ど 電 る し い 症 


状 を も た らし た 。 1817 年 、 現在 の バン グ 
ラ デ シ ュ 南 西部 の 都市 ジェ ソー ル で 大 流 
行 が 始ま っ た 


と き 、 この 病気 の 芝 ろ し さ を 


知っ て いる 地元 の 人 々 で さえ 、 それ まで に な い 激 烈 な 症 
状 に 衝撃 を 受け た 。 わずか 数 週間 に 、 ジェ ソー ル だ け 
で 1 万 人 も の 死者 が 出 た と いう 記録 が ある 。 


当時 は 交易 が 活発 で 、 植 民 地 の 産物 が き 
か ん に 取引 きれ 、 それ に 伴っ て 、 抽 病 は 世界 
中 に 広がっ た 。 魔 の 手 が 迫 りく る な か 、 人 々 
は 新聞 報道 で 感染 地域 の 惨状 を 知っ た 。 発 
症 後 は 急速 に 悪化 し 、 半数 の 人 が 亡くな る 。 
死に 詩 る 様子 も 恐ろし か っ た 。 健康 そ の も の 
に 見 えて いた 人 が 、 あっ と いう 間 に 詞 弱 す る 。 
嘱 吐 と 下痢 が 止ま ら ず 、 強 烈 な 喉 の 当 き に 襲 
われ 、 け いれ ん し 、 苦痛 に 身 を よじ る 。 呼吸 も 
苦し そう で 、 まる で 「 空 気 に 負 えて いる 」 よ うに 
あえ ぐ 。 死ぬ と きも 意識 は は っ きり し て いる の 
か 、 合い た よう に 目 を 見 張り 、 な お も 普 し げに 
水 様 の 便 を 絞り 出し な が ら 息 絶え る 。 

この 恐ろし い 症 状 を も た ら す の は 何 な の か 。 
多く の 人 々 は 、 悪い 空気 や 悪臭 の せい だ と 考 
えた 。 当時 、 公衆 衛生 の 改革 に 当たっ た 人 々 
は ほぼ 例外 な し に 、 悪臭 を 目の敵 に し た 。 一 


つ に は 、 至る と ころ に 悪臭 が 立ち 込め て いた 
か ら だ 。 工場 が 放つ 不快 な 臭い 、 住宅 に 近 
い 懇 小屋 、 馬 や 邊 の 葉 の 山 、 革 な めし 工場 、 
死者 を 埋葬 し た 浅い 墓穴 、 そ し て 垂れ 流 き ほれ 
る 人 間 の 排 漏 物 。 こ うし た 悪臭 の 発散 」 が 
疫病 を も た ら す と 、 改革 者 た ち は 訴 えた 。 

人 々 が 工場 の 仕事 を 求め て 農村 か ら 都 市 
に 集まり 始め た 19 世紀 に は 、 人 口 密度 が 高 
い 環 境 で 生活 する た め の 鉄 則 が 知ら れ て い 
な か っ た 。 不 衛生 な スラ ム で 、 狭い 家屋 に 家 
族 が 肩 を 寄せ 合っ て 暮らし て いれ ば 、 チ フス 、 
赤痢 、 結核 、 コ レラ な どの 感染 症 を うつ し 合う 
こと に な る 。 

当時 の 人 々 に 新しい 衛生 観念 を 説い た の 
は 、 英国 の 官僚 、 エド ウィ ン ・ チ ャ ドウ ィ ッ ク だ 
っ た 。 重 たげ な まぶた の 下 か ら 、 修 蔵 と 言わ 
な いま で も 、 相 手 を 値 踏み する よう な 視線 を 


川 川 川 川 川 昨 川 川 川 川 川 川 川 川 川 


46 


川 川 川 川 川 川 | NATroNAr GEocmApmc 


1994 年 7 月 、 現在 の コン プ 民 主 共和 国 で 診療 所 の 外 に コレ ラ 加 者 の 遺体 が 並ぶ 。 隣国 ルワンダ か ら 虐 林 を 逃れ た 
難民 が 1 週間 足ら ず で 100 万 人 近く 押し 寄せ 、 難民 キャ ンプ の 衛生 状態 が 悪化 。 コレ ラ で 5 万 人 が 亡くな っ た 。 


TEUN VOETEN. PANOS PICTURES 


放つ 。 一 方 で 彼 は 、 どん な 問題 で も 、 事実 を 
綿密 に 検討 し 、 膨大 な 労力 を つぎ 込ん で 解 
決 策 を 探る こと で も 定評 が あっ た 

1842 年 に 英 政 府 が 刊行 し た チャ ドウ ィ ッ ク 
の 著作 は 予想 外 の ベス ト セ ラー と な っ た 。 こ 
の 文献 は 現在 で は 「 衛 生 報 告 書 」 と し て 知ら 
れ て いる 。 英国 各地 か ら 集 め た 証言 を 基 に 、 
都市 の 労働 者 階級 の 生活 環境 を 詳細 に 描 
いた その 報告 は 、 当時 の 教養 ある 読者 に と っ 
て は 、 遠い 外国 の 話 の よう に 思え た は ず だ 
床上 1 メー トル の 高き まで 人 間 の 排 洪 物 が た 
まっ た 地下 室 、 家畜 の 世 を 好む ハエ が た か ら 
な いよ うに 「 あ ら ゆ る 食べ 物 や 飲み 物 を 覆 わ 
な けれ ば ぱ ば ならない 」 家 。65 人 の 囚人 を 収容 す 
る 刑務 所 の 汚物 が 2 日 か 3 日 置き に 通り に 流 
され 、 食肉 処理 場 か ら 出 る 家斉 の 血 と 混ざり 
合う 光景 も 描か れ て いた 


チャ ドウ ィ ッ ク は 悪臭 が 人 々 を 死に 追い や る 
と の 説 を 信じ て いた が 、 幸い に も 彼 が 推奨 し 
た 細か な 改善 点 は 、 感 菜 症 の 本 当 の 原因 に 
有効 な も の だ っ た 

「 衛 生 報告 書 ] が ぞっと する ほど 不 衛生 な 
環境 を 活写 し た お か げ ば で 、 政治 家 も 重い 腰 
を 上 げた 。 08* 英 政府 は 世界 の 国々 に 
先駆 け て 公衆 衛生 局 を 設置 し 、 チャ ドウ ィ ッ ク 
を 長官 に 据え た 。 翌 年 の コレ ラ の 流行 で 、 図 
ら ず も 公衆 衛生 の 改革 に 拍車 が か か り 、 チャ 
ドウ ィ ッ ク は ほど な く 英 国 全 土 の 都 市 や 町 で 、 
各 家 庭 に 清潔 な 水 を 送る 上 水道 の 整備 に 着 
手 し 、 併せ て 下水 道 の 整 備 も 推進 し た 。 巨費 
を 投じ た 大 事業 だ っ た が 、 お か げ ば で 人 々 の 
健康 状 右 は 劇 的 に 改善 され 、 平均 寿命 も 大 
幅 に 延び た 。 ほか の 国々 も これ に 條 いい 、 人 上 半 
が 生活 で きる 都市 環境 が 整備 され 始め た 。 
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19 紅 紀 


英国 ロン ドン 


公共 の 上 下水 道 


英国 の 総合 保健 委員 会 が 849 年 に 発表 し た 、 ロ ンド ン の コレ ラ 感 委 地 図 。 致死 率 が 最も 高い 地域 は 濃紺 で 示さ れ 、 
/ 海 委 水 」「 蓋 の な い 下 水 溝 」「 人 口 過密 」 と いっ た 特徴 が 書か れ て いる 。 こ れ ら の 特徴 は コレ ラ の 流行 に つなが る 。 


WELLCOME COLLECTION. ATTRIBUTION 4.0 INTERNATIONAL 


これ は 決し て 遠い 昔 の 話 で は な い 。 農村 
部 か ら 都 市 へ の 人 口 流出 は 産業 革命 と と も 
に 始ま っ た が 、 世界 の 都市 人 口 が 農村 部 の 
人 口 を 上 回 っ た の は つい 最近 の 2008 年 の こ 
と だ 。 国 連 の 推定 に よる と 、 今 世紀 半ば まで 
に 世界 の 人 口 の 68% が 都市 部 に 集中 する よ 
うに な る 。 新た に 都市 に 流入 し た 人 々 は 、 衛 
生 的 な 生活 習慣 を 身 に つけ な けれ ば な ら な 
い 。 そ の た め に は 都市 基盤 の 整備 が 必要 だ 
が 、 多 く の 発展 途上 国 に は その 資金 が な い 。 

現在 、 世界 で は 21 億 人 が 家 で 安全 な 水 を 
利用 で きず 、45 億 人 が 安全 に 管理 され た 下 
水 設備 を 利用 で き な い 。 ハイ チ で 9 年 余り に 
わた り 、 少 な く と も 80 万 人 の 患者 と 1 万 人 の 
死者 を 出し た 近年 の コレ ラ の 大 流行 は 、 上 下 
水道 の 未 整 備 が 大 き な 要 因 だ っ た 。 アジ ア 、 
アフ リカ 、 ラテ ン ア メリ カ に ある 人 口 が 急増 す 


る 巨大 都市 で も 、 感染 症 に よる 死者 は 後 を 絶 
た な い 。 肺 笑 や 小児 の 下痢 、 結 核 な ど 「 十 
い 病気 」 が 今 も 猛威 を 振る い 、 結 核 だ け で も 
2018 年 に 150 万 人 が 命 を 落と し た 。 比較 的 
新しい 病気 が それ に 加わ り 、 エイ ズ で は 年 間 
77 万 人 が 死亡 し て いる 。 

それ 以上 に 恐ろし い の は 、 こう し た 巨大 都 
市 の 多く が 、 多様 な 野生 動物 が 生息 する 地 
域 の 近く に 位置 し 、 人 間 に 感 染 する 病原 体 
が いく ら で も 生ま れる 可能 性 が ある こと だ 。 つ 
まり 、 新た な パンデミック を 生む 条件 が そろ っ 
て いる の だ 。 一筋 の 希望 は 、 チ ャ ドウ ィ ッ ク 時 
代 の ロン ドン の コレ ラ の よう に 、 新型 コロ ナウ イ 
ルス の 猛威 が 公衆 衛生 の 改善 に 拍車 を か 
け 、 各国 政府 が パンデミック 対策 に 本 腰 を 入 
れ て 、 世 界 中 の あら ゆる 都市 で 衛生 的 な 生 
活 環境 が 整備 され る こと だ ろう 。 
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ジョ ン ・ プ リン グル 


陸軍 病院 で 
目 に し た 状況 に 
衝撃 を 受け た 
英国 の 医師 は 、 

衛生 環境 の 改善 に 

取り 組ん だ 

お か げ で 無数 の 

兵士 や 市 民 の 

命 が 救 われ た 


1812 年 の 
ナポレオン の 
ロシア 遠征 で 、 
フラ ンス 兵 の 
死因 の 75% が 
チ フ ス だ っ た 。 


1743 年 、 フ ラン ス と の 


戦い に 勝利 し た 英軍 の 兵士 お よそ 1500 人 は 、 負傷 は 免れ ん た も の 
の 、 病気 で 治 死 の 状態 で 、 ド イツ の フラ ンク フル ト 郊 外 の 村 に ある 陸 
軍 の 総合 病院 に 収容 され て いた 。 一 つの ベッ ド に 2 人 以上 が 寝 て 
いる し 、 床 に も 病人 が 多数 横たわっ て いる あり きま だ 。 患者 の 大 半 
は 赤痢 で 、 あらゆる も の が 便 や 尿 、 血液 、 汗 、 吐 滋 物 で 汚染 きれ て 
いた 。 院 内 は ノミ ヤシ ラミ だ ら け で 、 赤痢 に 次 いで チ フ ス が 夢 延 し 、 
何 百 人 も の 兵士 が 亡くな っ た 。 

そん な 光景 を 目の当たり に し て 恐怖 に お の の いた の が 、 初め て 従 
軍 し た 陸軍 了 医 の ジョ ン ・ プ リン グル だ 。 そ の 後 、 病気 予防 の た め に 
彼 が 考え た 理論 は 、「 汚物 原因 説 」 の 先駆 け の 一 つと な っ た 。 手 
短 に 言え ば 、 感染 症 を 夢 延 させ る の は 不潔 な 環境 で あり 、 衛生 管 
理 に よっ て 感染 症 は 防げ る と いう 考え 方 だ 。 

プリ ング ル は 1707 年 に スコ ッ ト ラ ンド の 下級 貴族 の 未 息 子 と し て 
生ま れ 、 長 じ て エディ ン バ ラ 大 学 で 倫理 学 と 自然 哲学 を 講じ る よう に 

な っ た 。 自然 哲学 は 実験 、 観察 、 帰納 的 推論 を 通じ て 生物 界 を 理 
解す る 学問 だ 。 オー スト リア 継承 戦争 が 始ま る と 、 兵員 1 万 0 
の 英軍 の 医療 部 門 を 率い る 軍医 総監 に 任命 され 、 ほど な くそ の 
力 を 発揮 する こと に な っ た 。 

英軍 は 1743 年 の 作戦 だ け で 、 病気 の た め に 4 分 の 1 の 兵力 を 
失っ た と 推定 し た プリ ング ル は 、 改革 に 乗り 出し た 。 野営 地 の 設営 
で は 、 湿地 や 風通し の 悪い 場所 を 避け 、 事前 に 便所 を 設け て お く な 
ど 、 彼 が 考え た 改善 策 は 軍 の 指揮 系 統 全 体 に 徹底 きれ た 。 

院内 感染 も 兵士 た ちの 命 を 奪う 一 大 要因 だ っ た 。 プ リン グル は 、 
病院 で は な く 、 野営 地 で 治療 を 受け る 兵士 の 方 が 、 病院 熱 と 呼ば 
れ て いた チ フ ス に か か る 確率 が 低い こと に 気づき 、 で きる 限り 野営 
地 で 治療 する 方 針 を 打ち 出し た 。 病院 に は 、 病室 を 清潔 に 保ち 、 
こま め に 換気 し 、 串 者 一 人 に 最低 3 平方 メー トル の スペ ー ス を 確保 
し 、 シー ツ 類 を 頻繁 に 交換 する よう 命じ た 

こう し た 改善 は すぐ に 成果 を 上 げた 。 病院 に 収容 され た 患者 の 
致死 率 は 、 1743 年 に は 21.49% だ っ た が 、 その 後 の 2 年 間 は 戦闘 
が 続く な か で 半分 以上 も 減り 、9.89% ま で 下がっ た 。 

1752 年 に 刊行 きれ た プリ ング ル の 著書 「 軍 隊 に お ける 感染 症 の 
観察 」 は 、 その 後 20 年 余り 版 を 重ね 、 英軍 に は 彼 の 衛生 観念 が 広 
く 行 き 渡っ た 。 翻訳 され て 、 フラ ンス 、 ドイ ツ 、 イタ リア の 軍隊 に 
及 。 その 影響 は 軍隊 に と ど ま ら ず 、 産業 革命 で 生ま れ た 都市 9 
公衆 衛生 を いち 早く 推進 し た 人 々 が プリ ング ル の 理論 に 学び 、 衛生 
状態 の 改善 に 取り 組む よう に な っ た 。 
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フォ ー カ ス 


ポリ オ 


感染 力 が 高く 、 
主 に 子ども が 
か か る 
世界 の 多く の 
地域 で は 
根絶 で きた が 、 


ン ミ ミン レン 


アゲ ジン ザ 
アフ リカ で は 


今 も 一 部 残る 


1950 年 代 後半 に 
ワク チン が 普及 する まで 、 
米国 で は 毎年 
1 万 5000 人 以上 が 、 
ポリ オ で 
まひ を 発症 し た 。 


1955 年 の ポリ オ 流 行 詩 、 
ポス トン の 病院 で は 、 
「 鉄 の 肺 」 と いう 装置 で 
患者 の 呼吸 を 補助 し た 
ポリ オ は 体 が 
まひ する こと も ある 
堆 ろ し い 病気 で 、 
奇 吸 を 制御 する 筋肉 が 
ウイ ルス に 侵さ れる と 、 
愚者 は 「 鉄 の 肺 」 に 
入れ られ た 。 55 年 春 に 
ワク チン が 開発 され 、 
その 後 、 世界 の 感 菜 者 は 

99% 減 少し た 。 
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細菌 説 が すべ て を 変え た 


ロベルト ・ コ ッ ホ 


微小 な 生物 が 感 菜 症 を 引き 起こ す と い 
う 新た な 考え は 、200 年 の 年 月 を か け て 
徐々 に 賛同 者 を 集め 、 声高 に 提唱 され る 
よう に な っ た 。 そ れ で も 伝統 医学 の 信奉 


者 た ち は 、 し ば らく は そう し た 声 を 抑え 込ん で いた 。 


だ が 19 世 紀 に 顕微 鏡 の 性 能 が 向上 し 、 広 
く 普及 し 始め る と 、 微生物 の 研究 が 進み 、 特 
定 の 微生物 が 特定 の 感染 症 を 引き 起こ す と 
いう 「 細 赦 説 」 が 説得 力 を も つよ うに な っ た 。 

歴史 上 、 細 菌 学 の 始祖 と た た えら れる の は 、 
た いて い フ ラン ス 人 の ルイ ・ バ スツール と ドイ ツ 
人 の ロベルト ・ コ ッ ホ だ け で 、 彼ら の 業績 の 基 
礎 を 築い た 先 人 た ちの 努力 は 忘れ られ が ち 
だ 。 二 人 は 実験 科学 の 達人 で 、 手 順に 細心 
の 注意 を 払い 、 ある 実験 か ら 次 の 実験 へ の 
正しい 道筋 を 選ぶ こと に た け て いた 。 ライ バル 
と し て 互い に 敵意 を 燃やし て いた し 、 当 時 そ 
れ ぞ れ の 祖国 が 戦争 そし て いた か ら 、 愛 国 
心 の ある 二 人 の 溝 は な お さら 深まっ た 。 そ れ 
で も 二 人 が 成し遂げ た 大 発見 を 通じ て 、 人 
類 は 細菌 説 が 切り 開く 驚く べき 新 世 界 に 導 か 
れる こと に な っ た 。 

パス ツー ル は 化学 者 で 、 伝統 医学 の 常識 
に と ら わ れ な い 視 点 が プラ ス に 働い た 。 1850 
年 代 に は 、 ビ ー ト (生業 ) で 造っ た 醸造 酒 の 味 


が 悪く な る 原因 を 知り た いと 、 地元 の 業者 に 
依頼 され た 。 パス ツー ル は 細菌 の 一 種 が 腐 
敗 の 原因 で ある こと を すぐ に 突き と め 、 ビー ト 
の 擁 汁 を 加熱 すれ ば よい と 助言 し た 。 これ が 
食品 の 低温 殺菌 法 「 パ スチ ャ ライ ゼー ショ ン 」 
の 始ま り と も いわ れる 。 

パス ツー ル は さら に 、 搾 汁 か ら ア ルコ ー ル 
が 生ま れる 過程 を 詳し く 調べ た 。 当 時 、「 近 
代 的 な 考え を も っ た 」 多く の 論客 た ち は 、 この 
過程 を 純粋 に 化学 的 な 現象 と 考え を て いた が 、 
パス ツー ル は 生物 が 引き 起こ す 現象 で ある こ 
と を 突き と め た 。 酵母 貢 が 挫 汁 の 栄養 分 を 消 
化し 、 ア ルコ ー ル な どの 物質 に 変え る こと を 明 
ら か に し た の だ 。 この 発見 を きっ か け に 、 バス 
ツー ル は 後生 物 が 自然 界 の あら ゆる 場所 に 
いる こと に 気づき 、 微生物 は 自然 発生 する の 
で は な く 、 普通 の 生物 の よう に 築 殖 する こと を 
実証 し た 。 さ ら に そこ か ら 思 考 を 大 きく 飛躍 さき 
せ 、 発 酵 や 腐敗 を 引き 起こ す 徴 生物 は 、 病 
気 の 原因 に も な る の で は な いか と 考え た 。 
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パス ツー ル は 自分 の 研究 成果 を 精力 的 に 
売り 込ん だ 。 自 ら の 発見 を 家伝 し て 、 科学 界 
の 大 物 た ちか ら 支 援 を と りつ ける 才 も あっ た 。 
し か し 、 パス ツール の 並外れ た 直観 が 正しい 
こと を 証明 し た の は 、 小さ な 町 で 自宅 に 実験 
室 を 設け て 、 一 人 こつ こつ と 研究 を し て いた ド 
イツ 生ま れ の 医師 、 ロ ベル ト ・ コ ッ ホ だ っ た 。 

今日 の 欧米 で は コッ ホ の 名 は あま り 知ら れ 
て いな い 。 コッ ホ が ヒー ロー と 見 な され な か っ 
た 背景 に は 、 20 世紀 の 欧米 に 根 強 か っ た 反 
独 感情 が ある の か も し れ な い 。 妻 と 別れ て 若 
く 美 し い 女優 と 再婚 し 


まもなく コッ ホ は 、 ガ ラス 板 の 上 で 炭 拍 苗 を 
人 工 塔 養 し て 顕微 鏡 で 観察 する 手法 を 考え 
出し た 。 そ し て 、 芽胞 か ら 細 菌 が 生ま れ 、 次 
世代 の 芽胞 を 形成 する 過程 を 観察 し た 。 休 
眠 期間 を 経て も 、 芽胞 に 感染 力 が ある こと を 
確か め る た め に 、 野生 の マウ ス に それ を 注射 
し た 。 す る と マウ ス の 体内 で 、 す ぐさ きま 致死 
性 の 高い 炭 指 菌 の コロ ニー が 生ま れ た 。 

コッ ホ が 1876 年 10 月 に 発表 し た 農 靖 菌 に 
つい て の 論文 は 、 人 類 史 の 転換 点 と な っ た 。 
動物 実験 で 、 予測 通り に 繰り 返し 炭 拍 を 発症 

させ る こと で 、 コッ ホ は 


た こと や 、 ち ょ うど その 感染 の 仕組 み を 実証 
頃 、 結核 の 治療 薬 開 し 、 典 痢 が 炭 痢 を 発 
発 に 期待 を も た せな パス ツー ル と コッ ホ が 症 さ きせ る こと を 明らか 
が ら 、 果たせ な か っ た 成し遂げ た に し た 。 つ まり 、 感 菜 
こと も 評価 を 下げ た 。 な 症 の 細 説 を 実証 し 
し か し 、 そ の 業績 は 還 基 8 な 発見 を た の で ある 。 
も っ と 認め られ て いい 。 通じ て 、 人 類 は パス ツー ル と コッ ホ 
PP | が 切り 則 < | omoent 
ポー ラン 富 つ * だ が ヽ 
医師 を し て いた 若い コ 驚く べき 新 世界 に 人 の 研究 は 必然 的 
ッ ホ は 、 診察 室 の 一 部 導 か れる こと に に 一 方 の 成果 を 土台 
を 仕切 り 、 小さ な 実験 な っ た に も う 一 方 が 新た な 成 
室 に し た 。 そこ で 診療 ふつ / と oe 巣 を 積み 上 げ て いく < 形 
の 合 問 を 縫っ て 、 炭 六 と な っ た 。 パ スツール 
で 死ん だ 羊 の 血液 な は ジェ ン ナ ー の 天然 間 


ど 、 きま ざま な 標本 を 顕微 鏡 で 粘り 強く 観察 し 
た 。 炭 背 は 、 人 間 も か か っ て 死ぬ こと が ある 
動物 の 病気 だ 。 

細菌 は 通常 、 二 つ に 分 像 し て 増え る 。 条 
件 が 良けれ ば 、 炭 指 画 の よう な 病原 菌 は 2 倍 
ずつ 増え て 、 あっ と いう 問 に 大 増殖 し 、 感染 
者 を 死に 追い や る 。 コッ ホ が 明らか に し た の 
は 、 条件 が 悪く な る と 、 炭 弟 菌 は 硬い 殻 に 包 
まれ た 芽胞 を 作る こと だ 。 芽胞 は 土壌 中 で 休 
眠 状 態 と な り 、 何 十 年 も 生き 延び る 。 家畜 の 
群れ に 新しい 個体 が 入っ て きた わけ で も な い 
の に 、 突然 降っ て 湧い た よう に 家畜 が 炭 症 を 
発症 する の も 、 これ で 説明 で きる 。 


ワク チン 以来 85 年 ぶり に 、 新しい ワク チン を 
開発 し た 。 炭 痢 や 狂犬 靖 の ワク チン だ 。 

コッ ホ は ワク チン や 治療 薬 の 開発 こそ し な 
か っ た も の の 、 コ レラ や 結核 な ど 、 人 類 を 箇 
か し て きた 恐ろし い 感 菜 症 の 病原 菌 を 特定 
し 、1905 年 に ノー ベル 生理 学 ・ 医 学賞 を 受 
賞 し た 。 コッ ホ が 開発 し た 手法 は 、 今 で も 科 
学者 た ち に 利用 きれ て いる 。 そ れ に より 、 多 く 
の 人 々 の 命 を 礁 う 病原 体 が いく つも る 特定 され 、 
きま ざま な 病気 の 治療 法 が 確立 され た 。 細 
菌 学 の 発展 に より 、 ほぼ すべ て の 感 菜 症 に 対 
し 、 特定 の 病原 体 に 的 を 絞っ た 治療 と 予防 
が 可能 に な っ た の で ある 。 
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中 年 の 警官 アル バー ト ・ 


アレ クサ ンダ ー は 重 篤 な 状態 で 、 英国 の オッ クス フォ ー ド 大 学 付属 
病院 の ベッ ド に 横たわっ て いた 。 す で に 片目 を 失い 、 体 の あちこち 
か ら 膜 が し み 出 し て いた 。 庭 の バラ を 手入れ 中 に と げ で 顔 を 傷つけ 
た か ら か 、 それと も ドイ ツ の 空襲 で 負っ た 軽傷 が 原因 な の か 、 細 雷 
に 感染 し 、 死に 至る こと も ある 敗血症 を 発症 し て いた の だ 。 

その 頃 、 オ ー ス トラ リア 人 の 病理 学者 の ハワード ・ フ ロー リー と 、 


2\ ゲ サー ド だ ・ フ ロー リー 


界 中 が 戦火 に ナチ ス 支 配下 の ドイ ツ か ら 逃 れ て きた 生化 学者 の エル ンス ト ・ チ ェ ー 
回 まれ 、 多数 の ン が 率い る オッ クス フォ ー ド 大 学 の 研究 チー ム は 、 有望 な 新薬 を 開 
負傷 者 カ 中 る ee 発し て いた 。 1941 年 2 月 12 日 、 ア レク サン ダー は 新 楽 に 回 復 の 望み 
5 900 て を 託し 、 その 薬 を 投与 きれ る 最初 の 患者 と な っ た 。 効果 は すぐ に 表 
細菌 に よる 感染 症 の れ た が 、 こ の 新薬 は ご く 少 量 し か 製造 で きず 、 研究 チ ー ム は 苦労 し 
治療 薬 の 開発 に て 彼 の 尿 か ら 薬 を 回 収 し 、 再 投写 し な けれ ば な ら な か っ た 。 そし て 、 
に 5 つい に 薬 が な く な る と 、 アレ クサ ンダ ー は 息 を 引き 取っ た 。 

ま 力 が 注 が れ 、 それ か ら 何 年 か 後 、 そ の 新 楽 ベ ニシ リン が 「 世紀 の 特 効 楽 」 と 呼 


世界 初 の 抗生 物質 ば れる よう に な る 。 し か し 、 メデ ィ ア が も て は や し た の は 微生物 学者 
の アレ クサ ンダ ー・ フ レミ ング だ っ た 。 フレ ミン グ は 1929 年 の 論文 で 
Ear アオ カビ ( ペ ニ シ リ ウ ム ) に 撤 変 物質 が 含ま れる こと を 初め て 報告 
大 量 生産 が 実現 それ を 「 ベ ニシ リン 」 と 名 づけ て いた 。 と は いえ 、 ペニシリン を 了 臨床 に 
使え る 撤 生 物質 に し た の は 、 フロ ー リ ー ら の 功績 だ . 

開発 まで の 試行 錯誤 は 、 戦争 が 影 を 落と す な か で 行わ れ た 。 第 
2 次 世界 大 戦 の さき な か で は 、 負傷 兵 の 命 を 急 え る と 期待 され て いる 
この 新 楽 の 大 量 生 産 が 急務 だ っ た 。 戦 時 の 埋 要 を 満た す に は 、 手 
始め に 4 万 リッ トル 近く の ベニ シリ ン が 必要 と され た 。 だ が アオ カビ 
は 培地 で 育て て も 、 ご くわ ず か し か 成長 し な い 。 

状況 が 変わ っ た の は 1941 年 7 月 の こと だ 。 フロ ー リ ー と 生化 学 
ノル マン ディ ー 者 の ノー マン ・ ヒ ー ト リー が 米国 の ロッ ク フ ェ ラー 研究 所 に 招 か れ 、 
イリ ノイ 州 ビ オリ ア に ある 北部 地域 研究 所 を 訪れ た 。 そ こ で は 、 巨 


ペニシリン の 


上 陸 作 戦 に 備え 、 大 な 発酵 用 の 秩 で ペニシリン を 大 最 生産 する 計画 が 進ん で いた 。 
230 万 回 分 の 大 量 生産 の 理想 的 な 栄 差 源 と な っ た の は 、 ト ウゥ モロ コシ か ら コ ー 
ペニシリン が ンス ター チ を 作る 過程 で で きる 副産物 「 コ ー ン ・ ス ティ ー プ ・ リ カー」 
製造 され た 。 だ 。 ビオ リア の 市 場 に あっ た 腐っ た メロ ン か ら 、 発 酵 用 の 深い 棒 で 


塔 養 する の に 適し た アオ カビ の 株 が 見 つか っ た 。 1944 年 3 月 、 
製薬 大 手 フ ァ イ ザ ー の 前 身 チ ャ ー ル ズ ・ フ ァ イ ザ ー・ ア ンド ・ カ ン バ パニ 
ー が 、 ニュ ー ヨ ー ク に ある 元 製 氷 工 場 で 1 基 に つき 3 万 4000 リ ッ ト 
ル を 製造 で きる 発酵 椅 14 基 を 稼働 し て 、 ベニ シリ ン の 大 量 生 
開始 し た 。 1944 年 6 月 6 日 、 フ ラン ス 北 部 フル マン ディ ー の 海岸 に 上 
陸 し た 連合 軍 の 兵士 た も は ペニシリン を 持参 し て いた 。 
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エボ ラウ イル ス は 
患者 の 体液 に 航 れる こと で 
感染 し 、 出血 と 臓器 の 
機能 不全 を 起こ す 。 
感染 者 の お よそ 半数 が 
死亡 する 。 


2019 年 月 、 


3 歳 の 少女 の 更 儀 が 


行わ れ た 。 ワク チン 投与 が 
推進 され て いる が 、 
語っ た 請 報 が 

広がっ て いる こと な 
ウイ ルス の 封じ 込め は 
難 だ 。 少 女 の 両親 は 、 
娘 は 毒 を 盛 ら れ た と 
思い ぇ 


の の A の 


に 
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現在 


感染 症 の 専門 家 マ イケ ル ・ キ ャ ラ ハ ン 
は 、3 月 に グラ ンド ・ プ リン セス に 乗り 込む 
頃 に は すでに 、 新型 コロ ナ の パン デミ ッ 
ク 対 応 で ベテラン の 域 に 達し て いた 。 

この 感染 症 に 関わ り 始 め た の は 1 月 。 
専門 家 仲 間 の ネッ トワ ー ク を 通じ て 、 中 
国 の 武漢 で 発生 し た 新興 の 病原 体 に つ 
いて 情報 交換 を し た の が 最初 だ 。 流行 が 
起き た シン ガ ポ ー ル で は 患者 を 診察 し 、 
帰国 後 は 首都 ワシ ント ン で 官僚 相手 に 、 
予測 され る 次 の 感染 地域 に つい て 報告 
し た 。 次 いで 横浜 港 に 停泊 中 の クル ー ズ 
船 の 検疫 作業 を 手伝い 、 米国 ボス トン で 
感染 者 が 出る と 、 マサ チュ ー セ ッ ツ 総合 
病院 の 勤務 医 と し て : 昌和 
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JJ で こ 。 
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米国 オハ イオ 州 に ある 非 営 利 の パテ ル 記 念 研究 所 は 、 医療 用 の IN95 マス ク を 過 酸 化 水素 で 除 委 し て 安全 に 
再 使用 で きる 装置 を 開発 。 最大 20 回 まで 繰り 返し 使え る 。 こ の 装置 は 全米 の 数 十 州 の 医療 機関 に 配備 され た 。 


BRIAN KAISER, NEW YORK TIMES/REDUX 


感染 状況 を 目の当たり に し 、 仕事 を こなし 、 
人 工 呼吸 器 に つい て 同僚 た ちと 話し 合う うち 
に 、 キャ ラ ハ ン は この ウイ ルス の 「 克 く べき 感 
上 染 力 」 に 気づい た 。 

キャ ラ ハ ン は 過去 何 十 年 も 感 菜 症 の 最前 
線 で 関 っ て きた 。 エボ ラ 出血 熱 、SARS( 重 症 
急性 呼吸 器 症候 群 )、H5N1 型 鳥 イ ン フ ル エ 


ン ザ な ど 、 致死 性 の 高い 感染 症 が 発生 すれ 
ば 、 世界 の どこ で あっ て も 足 を 運ん で きた 。 


と は いえ 、 そん な 専門 家 の な か で も 、 キャ ラ 
ハン は 抜き ん 出 た 。 危機 の さき な か で も 、 
情報 を 総合 的 に 判断 し 、 最善 の 選択 肢 を す 
ば や く 見 極め る 。 その た め 、 各地 の 病院 や 保 
健 関連 の 非 営 利 団体 、 米 政府 な ど 、 多種 多 
様 な 機関 か ら 、 この 分 野 の 権威 と し て きま ざ 
まな 相談 を 受け る 。 各 地 を 飛び 回 る 合間 に 
は 、 米国 コロ ラド 州 の 家族 の 元 に 戻り 、 携帯 


電話 と ノー トバ ソコ ン で 仕事 を こなす 
道 に 入っ た きっ か け は 、 

1990 年 代 後半 に 和 国 東部 の 
難民 キャ ンプ で 過酷 な 任務 に 就 い た こと だ っ 
た 。 そ の と き の 経 験 か ら 、 発展 途上 国 で は 感 
菜 症 は 「 じ わ じ わ と 進む 災害 ]」 の よう な も の で 
ある こと を 学 と 言う 。 「 し か も 、 それ は 終 
わる こと の な い 災 害 で す 。 不 公平 を 目 の 当 た 
り に し て 、 これ は 放っ て お け な い と 、 や る 気 に 
火 が つき まし た 」 

その 後に 西アフリカ で エボ ラ な どの 感 上 症 
に 対応 し た 経験 か ら 、 感染 者 を 一 人 ずつ 治 
療 す る だ け で は 不 十 分 だ と 気づい た 。 地 元 
の 医療 従事 者 を 訓練 し 、 医療 機器 を 提供 す 
れ ば 、 彼ら が 「 村 々 や 地域 や 病院 で 大 き な 変 
化 を 起こ し 、 私 た ち が 去 っ た 後 も 、 そ の 変化 
は 長く 続く ] と キャ ラ ハ ン は 言う 。 
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第 4 章 


それ が キャ ラ ハ ン を 導く 哲学 に な っ た 。 米 
国務 省 の 事業 に 関わ っ た と き に は 、 ソ連 崩壊 
後に 化学 ・ 生 物 兵器 開発 の 職 を 失っ た 医師 
や 科学 者 が 感染 症 の 研究 者 に な れる よう 、 再 
訓練 を 支援 し た 。 その 実績 が 認め られ 、 米国 
防 総 独 の 国防 高等 研究 計画 局 (DARPA) に 
10 年 近く 勤務 する こと に な り 、 新興 感染 症 の 
予測 と 予防 を 行う 「 プ ロフ ェ シ ー( 予 言 ) 計画 」 
を 立ち 上 げた 。 

キャ ラ ハ ン は その 経歴 か ら 、 新た な 感 要 症 
に どう 対処 すべ きか 、 独 自 の アイ デア を も っ 


この ほか の 重要 な 戦略 と し て 、 途上 国 で 
優秀 な 若い 感染 症 の 医師 を 発掘 し 、 生涯 に 
わた る 信頼 関係 を 築く こと が ある 。 彼ら に 新 
し い 技 術 や 、 米国 の 医学 大 学院 で 研修 を 受 
ける 機会 、 研究 資金 を 与え る の だ 。 

「 若 い 医 師 た ち は 私 た ちと 関係 を 築く こと で 
力 を つけ 、 この 分 野 の リー ダー に な れ ま す 。 
する と 二 つ の こと が 起き ます 」 と キャ ラ ハ ン は 
言う 。 「 彼 ら は 自国 か ら 継続 的 に 研究 資金 を 
助成 され る よう に な り 、 私 た ち に と て も 感謝 し 
て 、 感 上 要 症 情報 の 提供 に 協力 し て くれ る よう 


て いる 。 自分 た ちの 健 に な る の で す 」 
康 を 守る に は 、 ほ か の そう し た 外国 人 パー 
国々 が それ ぞ れ の ニ ーー トナ ー の 一 人 は 、 キャ 
ー ズ を 満た せる よう 、 歴史 か ら 学 ぶ べ き ラ ハ ン の 支援 で 生物 兵 
実情 に 合っ た 支援 策 大 事 な 教訓 が 器 の 開発 か ら 感 菜 症 
SR | = | Eo 
政府 同士 が 表向き は 今 の パン デミ ッ ク が の バー トナ ー の 所 属す 
RENkaect | Wa 本 で by | Reoot 
レ っ 7 ココ 
支援 が 有効 だ と 、 キ ャ 起き た こと を 的 な 披 害 を も た ら す お 
ラ ハ ン は 考え て いる 。 忘れ て は な ら な い それ が ある H5N1 型 
た と えば イン ド ネ シア の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 
で は 、 乱 獲 の た め に 沿 と いう こと だ 。 生 を 探知 し た 。 人 に も 
岸部 の 漁業 資源 が うつ り 、 若 年 層 で も 重 


減 し 、 ま た イス ラム 法 
で 豚肉 を 食べ る こと が 禁じ られ て いる た め 、 タ 
ン パ ク 源 の 継続 的 な 確保 が 大 き な 課題 に な っ 
て いる 。 と り わ け 鳥 イン フル エン ザ の 発生 で 養 
鶏 業 者 が 痛 手 を 受け る と 、 事態 は 深刻 に な 
る 。 そ こ で プロ フェ シー 計画 で は まず 、 養鶏 
場 の 防 商 対 策 の 強化 に 注力 し た 。 遺 伝 子 解 
析 の 技術 と 機器 の 提供 も その 一 環 だ 。 そ れ 
に より イン ド ネ シア の 人 々 は 、 自分 た ち で 病原 
体 を 特定 で きる よう に な っ た 。 

イン ド ネ シア で は 「 米 国 の 株 が 上 が っ た し 、 
米国 に と っ て も 役立つ 体制 が で きた 」 と 、 キャ 
ラ ハ ン は 胸 を 張る 。 人 に 感染 する 病原 体 の 
監視 に 必要 な 情報 源 を 確保 で きた と いう 。 


症 の 肺 突 を 発症 し て 
死亡 する こと が ある ウイ ルス で 、 アジ ア と 米 大 
陸 の 渡り 鳥 の 移動 ルー ト が 重なる ベー リン グ 
海峡 周辺 に 広がり つつ あっ た 。 早期 に 警告 
が 出 き れ た お か げ ば で 、 米国 の 科学 者 た ち が 
アラ スカ 州 で 渡り 鳥 の 大 規模 な 感染 検査 に 
着手 し 、 米 大 陸 べ へ の ウイ ルス の 流入 を 阻止 す 
る こと が で きた 。 

プロ フェ シー 計画 は 、DARPA で の キャ ラ 
ハン の 任期 が 終わ っ た 数 年 後に 打ち 切ら れ 
た 。 こ れ は 世界 的 な 傾向 だ が 、 各国 政府 は 
ほぼ 軒並み パン デミ ッ ク の リス ク を 過小 評価 
し 、 感染 症 対 策 の 予算 を 切り 詰め て きた 。 米 
政府 も 2019 年 10 月 後半 に 新興 感染 症 を 対 
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新型 コロ ナウ イル ス 感 委 症 で 死亡 し た 外国 人 の 遺体 納め た ひつ ぎ が 、 イタ リア 北部 の ミラ ノ の 遺体 安置 所 で 、 
祖国 に 送還 され る 日 を 待つ 。 イタ リア 全土 で 葬儀 が 禁止 され 、 家族 は 愛す る 人 の 死 を 自宅 で 伸 むこ と に な っ た 。 
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象 に し た も う 一 つの プロ グラ ム を 打ち 切っ た 。 
それ か ら 1 カ 月 も た た な いう ち に 、 新型 コロ ナ 
ウイ ルス の 感 菜 例 が 中 国 で 報告 され 、 ほど な 

くし て 米国 で も 多数 の 死者 が 出 始め た 。 
コロ ナ 抽 を きっ か け に 、 少 な く と も 当面 は 、 
パン デミ ッ ク を 引き 起こ す 感 染 症 を 予測 し 、 制 
御 す る 取り 組み が 強化 さき れる と みて いい 。 だ 
が 、 どん な 予防 策 が 有効 か 、 ど の くら い コ スト 
か る か 、 コロ ナ 抽 で 壊滅 的 な 打撃 を 受け 
に 、 その コス ト を 負担 する 余力 が ある 

に も わか ら な い 。 

各国 政府 は 長期 に わた る 国際 協力 を 実現 
で きる だ ろう か 。 そ れ と も 、 目 先 の 自国 の 利益 
を 優先 する 傾向 が ます ます 強まる の か 。 感 
上 染 症 対 策 は コス ト が か さむ 割 に 、 目 に 見 える 
成果 を も た ら さ な い 。 対策 の お か ば げ で 大 惨事 
を 防げ た と 訴え た と ころ で 、 費用 対 効果 の 実 
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感 は 薄い 。 果 た し て 世論 は 、 そ ん な 雲 を つか 
む よ う な 対策 に いつ まで も 税金 を つぎ 込む こと 
を 受け 入れ る だ ろう か 。 

私 た ち は 恐 る べき 新 時 代 に 突入 し た の か 。 
それ と も 、 疫病 に た た られ て いた 祖先 た ちの 
時 代 に 逆戻り し た だ け な の だ ろう か 。 歴史 か 

学ぶ べき 大 事 な 教 記 が 一 つ あ る 。 今 の パン 
デミ ッ ク が いつ か 終息 し て も 、 起き た こと を 忘 
れ て は な ら な いと いう こと だ 。 何事 も な か っ た 
よう に 、 前 に 進む わけ に は いか な い 。 こ の 了 瞬 
間 に も 地球 上 の どこ か で は 、 次 の パン デミ ッ ク 
が 一 一 新た な 「 破 壊 の 天使 」 が 一 一 人 知れ 
ず そ っ と 要 を 広げ て いる 。 


筆者 リチャード ・ コ ニ フ (Richard Conniff) は 、 感染 症 の 解明 
の 歴史 を た どっ た 著書 を 執筆 中 。 2019 年 10 月 号 「 恐 竜 化石 
は 誰 の も の ?」 な ど 、 本 誌 で 数 多く の 特集 を 手がけ て きた 。 補 
足 取 材 を ブレ ンダ ン ・ ボ レル (Brendan Borrell) が 担当 し た 。 


人類 の 拡散 ルー ト を た どる 途中 、 3900 キロ に 及ぶ イン ド の 旅 で 見 えた も の は 
聖なる 川 の 謎 めい た 交 力 と 、 人 々 の 暮らし を 箇 か す 危機 だ っ た 。 
文 ま ポー ル ・ サ ロ ベ ペック ジャーナリスト 
写真 = ジョ ン ・ ス タン マイ ヤー 


の w" 
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2017 年 に 廃止 に な か っ た バ 1 
ンジ ャ ブ 州 バテ ィ ン ダ の 
グル ナナ ク デ ブ プ 火 力 発電 a 
所 。 43 年 間 、 大 規模 な 
瀧 洲 (か ん が い ) に 電力 を 


供給 し た が 、 町 に は 石炭 
灰 が 降り 、 住 民 の 健康 や - 
生態 系 に 影響 が 出 た 。 。。 し 2 

ぼ * ーー っ 生 2 5 ご 
62 ペ ー ジ 企 -: ーー 時 
供物 の 花 、 ご みや 排せつ 1 ンー 


物 が 浮く ガン ジス 川 で 身 
を 清め る 男性 。 この 聖 な 
る 川 は 、 地域 の 貧 弄 な イ 
ン フ ラ と 膨大 な 人 口 を 支 
えて いる が 、 汚染 の 深刻 
さ は 世界 屈指 だ 。 
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ワー ラー ナシ ー の 上 市 街 
で 、 住 宅 や 寺院 、 細い 路 
地 が 取り 壊さ れ て いく 。 
観光 客 や 巡礼 者 が ガン 
ジス 川 へ 行き や すく する 
た め の 美 化 計 画 の 一 環 
だ が 、 つる は し や ハン 
ー を 振る う 労 働 者 の 賃 
金 は 低い 住民 は 、 補償 
金 と 引き 換え に 退去 を 余 
儀 な ぐさ れ て いる 。 


シリ ー ズ 人 類 の 旅路 を 歩く 


パン ジャ ブ 州 で 大 工 を する 
59 歳 の ラシャ ム ・ シ ン の 指 
は 、 関 節 症 で 曲がっ て いる 。 
汚染 水 が 原因 と 考え られ 
る 。1960 一 70 年 代 後半 、 
化学 肥料 や 農薬 を 大 量 に 
使う 農業 を 導入 し 、 イン ド 
は 食糧 難 を 脱し た が 、 シ ン 
が 住む マリ ムスタファ 村 で 
は が ん の 発症 率 が 高い 。 


「 あ ん た ら は 魔術 師 か ?」 


イン ド 北西 部 ラー ジャ スタ ー ン 州 に ある 乱 振 の タ 
ー ル 砂漠 を 歩い て いる と 、 村人 に 声 を か けら れ 
た 。 和 荷物 を 載せ た ロバ を 引き な が ら 徒 歩 で イン 
ド を 横断 する 私 た ち は 、 真っ 黒 に 日 焼け し 、 砂 
ほぼ こり に まみ れ て いる 。 地元 の 人 に は 旅 の 役 
者 や 山師 、 サ ー カ ス の 団員 に 問 違 われ 、 揚げ 
旬 に 魔術 師 か と 問わ れ た 。 だ が 答え は イエ ス 
だ 。 私 た ち に は 魔力 が ある 。 も ちろ ん 村人 に も 。 

私 た ちの 中 に は 、 「 水 」 と いう 名 の 魔力 が 潜 
ん で いる 。 人間 の 体 に 占め る 水 の 割 合 と 、 地 
球 の 表面 に 占め る 水 の 割 合 は ほぼ 同じ 。 人 間 
は 水 の 惑 星 に 生ま れ 出 た 、 水 の 生 き 物 な の だ 。 
水 は ど こ に で も ある が 、 どこ に も な い 。 と ら え ど 
ころ が な い 不 思 議 な 物質 で 、 気体 、 液体 、 固 
体 と 異な る 状態 を 絶え ず 行き 来 し て いる 。 

水 の 分 子 は 矢 じ し り の よう な 形 を し て いる た 
め 、 電荷 の 偏り が 生じ 、 極性 が 存在 し て いる 。 
それ が 脳 細胞 か ら 高 い 山々 、 お 茶 か ら 上 る 湯 
気 、 地球 の 表面 を 覆っ て いる 岩盤 まで 、 あら ゆ 
る 物質 を 分 解 し た り 、 束ね た りす る 。 私 た ちの 
目 に 見 える 今 の 世界 は 、 そう や っ て で き 上 が っ 
て いる の だ 。 

それ な の に 、 人 問 が 飲め る 水 は あ まり に も 少 
な い 。 地球 上 の 水 の 約 97% は 海水 で 、2% が 
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氷河 や 極地 の 氷 。 飲 み 水 に で きる 液体 の 真水 
は 1% に も 満た な い の だ 。 だ が 、 それ ほど 貴重 
な 宝物 を 、 私 た ち は 遇 か に も 浪費 し て いる 。 

7 年 前 か ら 私 は 、 石器 時 代 に アフ リカ を 出発 
し て 世界 へ と 拡散 し て いっ た ホモ ・ サ ビエ ンス 
の 足跡 を た どっ て いる 。 これ まで 訪れ た 場所 の 
な か で も 、 と り わ け 深 刻 な 水 の 問題 を 抱え て い 
る の が イン ド だ っ た 。 

人 口 が 世界 第 2 位 の 13 億 人 を 超え る イン ド 
に は 、 イ ンダ ス 川 、 ガ ンジ ス 川 、 プラ フ マ プ トラ 川 
と いっ た 象徴 的 な 大 河 と その 支流 が 流れ て い 
る 。 し か し 現在 、 水 資源 は 危機 的 な 状況 に あ 
る 。 デリ ー な ど 21 の 巨大 都市 に 暮らす 約 1 億 
人 の 住民 は 、 2020 年 中 に 地下 水 を 飲み 尽 くし 
て し まう だ ろう 。 アジ ア の 穀倉 地帯 と 呼ば れる 
北部 の パン ジャ プ 州 で は 、 長年 に わた る 地下 
水 の 過 剰 な を くみ上げ が た た り 、 1 世代 で 地下 水 
面 が 最大 30 メ ー ト ル も 低下 し た 。 工場 や 都市 、 
農地 か ら 流 出し た 水 に よる 汚染 は 国土 全体 の 
水系 に 広がり 、 約 6 億 人 が 清潔 な 水 を 十分 に 
使え な い 生活 を 送っ て いる 。 

私 は イン ド 北 部 の 沖積 平野 を 1 年 半 か け て で 
踏破 し た 。 陸 橋 や 鉄道 橋 を 歩い て 渡り 、 時 に 
は ひっ くり 返り そう な カヌ ー を 操っ て 川 を 進ん だ 。 


_ 旨 


し こう た あく 
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今 も 昔 も 水 く み は 女性 の 
仕事 だ 。 砂 漠 が 広がる ラ 

ジャ スタ ー ン 州 ド ング ラ 
村 に ある この 井戸 は 、 以 
前 は 階段 式 で 、 地 下水 を 
くむ お の に 数 百 段 も 下り な く 
て は な ら な か っ た と いう 。 


ーー は うつ ーー 
2 ドコ に 
電 の う 
PE N 人 を を シー の ーー に 
と ーーー ーー 
の 


イン ド の 可 な る 川 消え ゆく 水 71 


イン ド に は 川 は 何 百 本 と ある が 、 ヒン ドゥ ー 教 
で は すべ て の 川 は 神 構 な も の で あり 、 神 で すら 
ある 。 こ の 国 の 未来 は 、 いく つも の 川 の 濁っ た 
流れ に 託さ れ て いる の だ 。 

「 魔 術 シ ョ ー を や る の か い ?」 と 、 ま た 村人 に 
開か れ た 。 は だ し の 子ども た ち が 、 笑い な が ら 
スキ ッ プ を し て つい て 来る 。 砂 漠 に ある 彼ら の 
井戸 の 水 は 、 多量 の 鉄 と フッ 素 で 汚染 きれ て い 
る と いう 。 そ う 、 それ こそ が 魔術 。 飲 み 水 を 消 
す 壮 大 な 魔術 だ 。 

ジャ イプ ル 郊 外 に ある サン バル 塩 湖 で は 、 大 
勢 の 女性 た ち が 何 時 間 も 地 面 を 熊手 で か いて 
塩 を 集め て いた 。 か ば げろ う の 中 で 、 彼 女 た ち 
の 脚 が 現れ て は 消え る 。 こ の 地獄 の よう な 光 
景 も 魔術 に よる も の な の か 。 い や 、 私 た ち は た 
だ 、 水 の な い 世 界 に いる の だ 。 


イン ダス 川 : 次 を 変え た 大 河 
イン ド の 名 前 の 由来 は ギリ シャ 語 の 「 イ ンド ス 」。 
きら に は ペル シャ 語 の 「 ヒ ンド 」、 も っ と きか の ぼ 


ー - ヒ マー チ 


な マデ で 


灰色 の 部 分 は 地図 上 に 
該当 が な い 分 類 。 


れ ば サン スク リッ ト 語 の 「 シ ンド ッ ゥ 」 に 起源 を も ち 、 
川 を 意味 する 。 

その イン ド が 誇る 、 名 高い イン ダス 川 は どこ 
に ある の だ ろう ? 

イン ダス 川 は チベット の 氷河 を 源 に する 大 河 
で 、 その 流域 面積 は 100 万 平方 キロ を 超え る 。 
いく つも ゃ の 古代 文明 を 育み 、 イン ド と バキ スタ ン 
で 農業 を 営む な 人 々 の 生命 線 と な っ て きた 川 だ 
が 、 どこ に 行け ば 目 に する こと が で きる の か ? バ 
ンジ ャ プ ブ 州 を 横断 する うち に 、 それ は 容易 な こ 
と で は な いと わか っ て きた 。 

私 は 環境 写真 家 の ア ラテ ィ ・ ク マル = ラオ と と 
も に 、 バン ジャ プ 州 の 都市 アス リト サル の 南 の 
裏道 を ひたすら 歩い て いた 。 一 否 に は 、 イン ダ 
ス 川 の 大 き な 支 流 が 5 本 流れ て いる 。 私 た ち 
は その うち の 一 つ で ある ビア ー ス 川 を 探し た 
が 、 す ぐに 広大 な 農地 に 迷い 込ん で し まっ た 。 

来る 日 も 来る 日 も 、 う だ る よう な 暑 さ きだ 。 果 で 
し な い 小 麦畑 に 囲ま れ 、 汗 を か き な が ら 進 む 。 
自 い 丸屋 根 の シー ク 教 寺院 で は 、 豆 の 煮込み 


ヤル ・ 
シュ 州 


と 米 の 食事 を 道行 く 人 に 配っ て いた 。 私 た ち は 
エン ジン 音 を と どろ か せ て 行き 交 う トラ クタ ー に 
ひか れ な いよ う 、 身 を か わし な が ら 歩 いた 。 ど 
の 運転 介 に も スピ ビーカー が くく りつ けら れ 、 地 
元 で 人 気 の 音楽 が 大 音量 で 流さ れ て いた 。 

よう や くわ か っ て きた 。 私 た ち は イ ンダ ス 川 を 
と っ くに 見 つけ て いて 、 何 週間 も 前 か ら 、 その 
中 を 歩い て いた の だ 。 川 の 水 は 進路 を 曲げ ら 
れ 、 引き 込ま れ 、 拡散 きれ て 、 無数 の 運河 や バ 
ィ プ 、 最 、 そし て 畑 の と の 間 へ と 送り 込ま 
れ て いる 。 は る か 普 か ら こ の 地 に 緑 を も た ら レ 
て きた イン ダス 川 と その 支流 は 、 人 間 が 造っ た 
準 渡 シス テム に よっ て 地理 的 に そぐわ な い 存在 
に 変え られ て し まっ て いた 。 実っ た 小 邦 の 穂 の 
ー つ ひと つも ゃ 、 その 綱 胞 の 中 に イン ダス 川 流域 
の 水 を 取り 込ん で いる 。 

イン ド は 1960 年 代 以 降 、 高 収量 の 新品 種 や 
乳 料 、 農薬 、 ト ラク ター、 電動 式 ポン プ を 積極 
的 に 導入 し て 、 収量 を 飛躍 的 に 上 げた 。 い わ 
ゆる 「 緑 の 革命 」 の 先駆 的 存在 だ 。 か つて は 


人 口 容 集 地帯 と 降雨 リス ク 


4 億 人 以上 が 住む ヒン ドゥ スタ ーー ン 平 原 に は 、 ヒ マラ 
ヤ 山 脈 を 源 と する 大 河 が 何 本 も 流れ て いる 。 積雪 や 
氷河 の 融解 水 は 季 節 変 動 が ある 上 、 モ ンス ー ン の 
予測 も 難し く 、 深 刻 な 洪水 と 干ばつ が 起き や すい 。 


食料 不足 に 悩ま され て いた 国 が 、 今 で は 食料 
自給 を 達成 し て 、 大 量 の 穀物 と 果物 を 世界 に 
輸出 する まで に な っ た 。 だ が 勝利 の 代償 は 大 
きい 。 農業 で 使わ れる 化学 物質 が イン ダス 川 
の 和 帯 水 層 を 汚染 し 、 が ん な どの 病気 の 多発 を 
招い て いる と も いわ れ て いる 。 そ し て 持続 性 を 
考慮 し な い 農 業 を 数 十 年 間 続 けた 結果 、 限り 
ある 地下 水 が 激 減 し た 。 パン ジャ プ 州 の 農業 
は 先行 き が 不 途 明 で 、 中東 や 北米 な ど に 移住 
する 人 が 後 を 絶た な い 。 

「 絶 望 的 な 気持 ち に な り ま す 」。 トラ クタ ー の 
騒音 に 負け じ と 、 ク マル = ラオ が 大 声 で 言っ た 。 
長年 に わた り 、 イン ド の 水 資源 の 乱用 を 写真 に 
記録 し て きた 彼女 は 「 皆 、 現実 を 直視 し よう と し 
な い の で す 」 と 嘆い た 。 今 は 絶滅 危 恨 種 の イン 
ダス カワ イル カ を 探し て いる 。 

「 こ の 辺り に * プ ラン "は も うい な いよ !」 と 、 ハ 
リ ケ 堀 の 近く で 、 ヒン ドゥ スタ ニ 少 佐 と 名 乗る 男 
性 が 言っ た 。 プ ラン と は 、 イン ダス カワ イル カ の 
地元 で の 呼び 名 だ 。 


ガン ジス 
デル タ 


イン ド 経 済 を 支え る の は 低 賃 金 の 単純 労働 者 だ 。 上 段 左 か ら 時 計 回 り に : ビア ー ス 川 で 渡し 船 を 操る 男性 。 
西 ベ ン ガ ル 州 の 茶畑 で 葉 を 摘む 女性 た ち 。 ブラ フ マ プ トラ 川 を 航行 する 船 に 荷物 を 積み 込む 労働 者 。 
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アッ サム 州 の 町 ドゥ プリ に 船 で 届い た 物資 を 受け 取り 、 自分 の 住む 集落 に 戻る 男性 。 パン ジャ ブ 州 で 米 を 収穫 する 人 々 。 


ドゥ プリ 郊外 で 、 重 さ 約 30 キ ロ 分 の れん が を 頭 に 載せ 、 1 日 200 


以上 も 運ぶ 女性 た ち 。 
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ビハール 州 を 流れ る ソン 
川 の 川 砂 採掘 に は 重機 が 
使わ れる 。 写真 の 作業 は 
合法 と 思わ れる が 、 違法 
操業 も 多い 。 建設 業 が 急 
成長 中 の イン ド で は 、 砂 の 
採掘 で 河川 が 途絶 え 、 カ 
ワイ ルカ や ガ ビ ピア ル と いっ 
た 絶滅 危 恨 種 の 生息 環境 
が 破壊 され て いる 。 


少佐 は 小さ き な サ ー カ ス 団 の オー トバ イ 曲 芸 
師 だ っ た 。 袖 を まく っ て た くま し い 腕 を 誇示 し な 
が ら 、 愛車 で 芸 を 披露 し て くれ た 。 ビア ー ス 川 
の 土手 の 上 で 、 走る オー トバ イ の シー ト に 片足 
で 立つ 彼 の 姿 を 、 私 た ち は あ っ け に と られ な が 
ら 眺 め た 。 イン ド を 歩い て いる と 、 こん な ふう に 
妙 な 場所 で 、 実に きま ざま な 人 間 と 出会う 。 

その と き 、 クマ ル = ラ オ が 大 声 を 上 げた 。 イン 
ダス カワ イル カ の 母子 を 見 つけ た の だ 。2 頭 は 
や さき しく キス を する よう な 音 を 立て な が ら 、 茶色 
く 光 る 川面 に 現れ て は 消え る 。 最 近 の 調査 に 
よる と 、 ビア ー ス 川 で 確認 きれ た イン ダス カワ イ 
ルカ は 、 わずか 11 頭 に と ど ま っ て いる と いう 。 


チャ ン バ ル 川 : 女性 た ちの 実情 

時 間 さ え か け れ ば 、 水 は 石 や 鉄 、 骨 な ど 大 抵 の 
物 を 打ち 砕く 。 川 は 朽ち る こと の な い 存 在 だ 。 
それ と 同じ よう に 、 消え る こと な く 人 々 の 問 に 根 
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強く 残っ て きた も の が ある 。 「 家父 長 制 」 だ 。 

旅 を し な が ら 社 会 の 不 公平 な 実情 を 見 て き 
た が 、 どこ の 国 や 地域 に も 共通 し て いる こと が 
ある 。 女 性 が し か る べき 報酬 や 機会 を 得る こと 
な く 、 虐げ られ て いる の だ 。 ホモ ・ サ ビエ ンス の 
半分 が 、X 上 染色 体 を 2 本 も っ た 女性 と し て 生ま 
れ た と いう だ け で 政治 へ の 参加 を 拒 ま れ 、 重 
労働 を 強い られ て 、 低 賃金 に あえ いで いる 。 

ラー ジャ スタ ー ン 州 と マデ ィ ア ・ プ ラ デ ー シ ュ 
州 を 流れ る チャ ン バ ル 川 流域 を 、 フ リー の 記者 
プリ ヤン カ ・ ボ ルプ ジャ リ と 歩い た 。 彼女 は 言う 。 
「 私 は ジャ ー ナ リス ト の 会 議 に 出席 する と 、 よく 
有色 人 種 の 女性 問題 が 専門 の 記者 だ と 思わ 
れ て し まう ん で す 。 な ぜ 経 済 や 外交 、 政治 で 
は な い の で し ょ う 」 

チャ ン バ ル ・ ヒ ル と 呼ば れる ピン ク 色 の 砂岩 の 
丘 に 登る 前 に 、 稲作 を 営む 農家 で 一 休み させ 
て も ら っ た 。 農場 で 働い て いる の は 女性 だ け だ 


グン 
ンク 


。 男 社 会 の イン ド に し て は 珍し い 。 
人 迫 ら れ て の こと で す 」 と 、 年 長 の サロ 
ジ ・ デ ー ビ ー・ ヤ ダブ は 、 に こり と も せ ず に 答え 
た 。 「 男性 は 皆 、 町 で 働い て いま すか ら 」 

ヤダ プ は 62 歳 で 、 夫 は 遠く 離れ た ジャ イプ ル 
で 飲食 店 に 食材 を 配達 する 仕事 に 就 い て い 
る 。 農地 に 水 を まき 、 草 を 刈っ て 乳 和牛 や 水牛 の 
世話 を する の は 、 家 に 残っ た ヤダ プ と 10 代 の 
孫 娘 2 人 だ 。 搾 っ た 乳 は 町 に 出荷 する が 、 そ 
れる も 彼女 た ち が 手 配 する 。 近隣 の 農家 は どこ 
も 同じ だ と いう 。 

ヤダ プ は 「 私 は 13 歳 で 結婚 し まし た 」 と 言い 
な が ら 、 記憶 を 払い の ける よう に 手 を 振っ た 。 
「 あ の 頃 は 今 と は 大 違い で す 。 何 を し た いか な 
ん て 、 誰 も 私 た ち に は 聞い て くれ ませ ん で し た 。 
今 の 子 は 選択 肢 が た くさ ん あり ます 。 結 婚 も 遅 
く な り ま し た ね 」 

イン ド で は 、 農業 に 携わる 労働 者 の 3 分 の 2 


を 女性 が 占め て いる 。 そ れ に も か か わら ず 、 自 
ら 土 地 を 所 有する 女性 は 139% に すぎ な い 。 

「 ち ょ っ と !」 ボル プ ジ ャ リ の 声 が し た 。 

一 台 の 車 が アス ファ ルト の 道路 を 走っ て きた 
か と 思う と 、 私 た ちの 前 を 塞ぐ よう に 停止 し た 。 
運転 し て いた 男性 が 、 窓 か ら ス マー ト フ ォ ン を 
突き 出し て 私 た ち を 撮影 し て いる 。 

「 許 可 し て な い の に 撮ら な いで 」 と 、 ボル プ ジ 
ャ リ が 手 を 上 げ て 制止 し た 。 

男性 は むっ と し て 答え た 。 「 許可 が いる な ん 
て 知ら な か っ た ね 」 

「 許 可 が いる の よ 」。 ボル プ ジ ャ リ は 窓 の 前 に 
立ち は だ か っ て 、 つか みか か り た い 気 持ち を ぐ 
っ と こら える よう に 、 傘 静 に 言い 返し た 。 


ベト ワ 川 : 偽り の 希望 

私 は 何 カ 月 も の 間 、 ずっ と 東 に 向かっ て 歩い て 
いる 。 乾期 を 迎え た イン ド の 、 か ら か ら に 乾い 
た 畑 が 延々 と 続く 。 

私 の GPS( 全 地球 測位 シス テム ) が 映し 出す 
の は 、 マ ディ ア ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 か ら ウ ッ タ ル ・ プ 
ラ デ ー シ ュ 州 に か け て 続く や せ た 放 牧 地 淀 だ 。 
た ま に 現 れる 村 は 、 時 の 流れ に 取り 残さ れ た よ 
うに 見 える 。 村人 は 1947 年 の 独立 以来 、 外国 
人 を 見 た こと が な い の だ ろう 。 「 英 国人 か い ?」 
と 開い て くる 。 私 は 食堂 の テー ブル の 上 や 農 
家 の 簡素 な 縄 の ベッ ド に 寝 た り 、 モス クギ 寺院 
に 泊まら せ て も ら っ た り し な が ら 、 知ら な いう ち 
に いく つも の 分 水 界 を 少し ずつ 進ん で いた こと 
に 気づい た 。 境界 が 明確 で な い 分 水 界 は 何 十 
と あり 、 それ が ガン ジス 川 に 水 を も た らし て いる 。 

シン ド 川 が 大 きく 蛇行 する 町 セオ ンダ で は 、 
昔 の 堂々 た る 砦 が 朽ち 果 て て いた 。 高 くそ び 
える 中 世 の 門 の 扉 は 、 長 さき 30 セ ンチ も ある 鉄製 
の 鋭い 突起 に 覆 われ て いる 。 敵 軍 の 象 が 扉 を 
壊 そう と 、 突進 し て こない よう に する た め の も の 
だ と いう 。 こ の 英 を 築い た 王家 の 子 係 が 、 今 も 
城壁 内 に 暮らし て いる 。 

茶色 い ベ トワ 川 の 緩い 流れ の そば で 、 シ ャ 
ベル や 撮 削 機 を 使っ て 、 川 砂 を 掘り 返し て いる 
人 た ち に 出会っ た 。 採 っ た 川 砂 は 、 500 キ ロ 近 
く 離 れ た ラク ナウ や ニュ ー デ リー の 建設 現場 ま 
で 運ば れ て いく の だ ろう 。 (82 ペ ー ジ へ 続く ) 
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と アー 2019 年 、 ガ ンジ ス 川 に 架 
- 人 か る 仮設 橋 を 渡る 大 勢 
1 の 巡礼 者 。3 年 に 1 度 開 

か れる ヒン ドゥ ー 教 の 祭 

N 典 、 ク ンプ メー ラ の 一 こ 

人 | まだ 。 こ の 年 は 国内 に 4 
に カ所 ある 聖地 の 一 つ 、 廊 
ンジ ス 川 と ヤム ナー 川 が 
交わ る プラ ヤー ガラ ー ジ 
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ブラ ヤニ ガラ ニー ジ の ヤム 
ナー 河畔 で 、 火葬 の 準備 
を 施さ れる 男性 の 亡き が 
ら 。 家族 の 同意 を 得 て 撮 


影 し た 。. 遠 広 は 、 ここ か 
ら 合 流す る ガン ジス 川 へ 
と 流れ て いく 。 ヒ ンド ゥ ー 
教 で は 、 聖地 で 火葬 する 
こと で 魂 は 生 と 死 の 輪廻 
か ら 解 放さ れる と いう 。 
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川 砂 採掘 は 多く が 培 法 操業 だ 。 建 設 ラ ッ シ 
ュ の イン ド で は 、 砂 が 高値 で 取引 きれ て いる 。 
砂 取引 の 闇市 場 で 甘い 汁 を 吸う 連中 は 、 採掘 
に よっ て 水 の 生 問 系 や 循環 が 破壊 され よう と 、 
お 構い な し だ (国連 の 計算 で は 、 建設 用 土砂 
の 需要 は 高まる 一 方 で 、 世界 全体 で 年 間 400 
億 トン を 超え て いる 。 こ れ は 、 世界 の 河川 で 礁 
積 物 と し て 自然 に 補充 きれ る 量 の 2 倍 に 当たる 
と いう ) 。 イン ド で は 、 知 法 採掘 の 取締 官 や 、 採 
掘 の 実態 を 暴 い た 記者 が 、 組織 に 殺害 され る 
事件 まで 起き て いる 。 

こち ら に 気づい た 作業 員 が 、 止ま れ と 大 声 
を 上 げた 。 だ が 一 緒 に 歩い て いた 河川 保護 活 
動 家 の シッ ダル タ ・ ア ガル ワル は 「 そ の まま 歩い 
て 」 と 私 に 指示 し た 。 

聞こ えな いふ り を し て ベト ワ 川 の 岸辺 に 駆け 
下り る と 、 通り か か っ た 漁師 を 呼び 止め 、 彼 の 
舟 に 荷物 を 投げ 込ん で 向こう 岸 に 渡っ た 。 夜 
も 休ま ず に 1 日 で 40 キロ を 歩く と 、 ヒン ドゥ ー 教 
の 祭り を 告げ る か が り 火 を た いた 村 に 着い た 。 
太 走 の 音 や 内 が 響く な か 、 村 人 た ち は 稀 きつ 
つも 私 た ち を 歓迎 し 、 食事 や 寝床 を 用 意 し て く 
れ た 。 こ うし た 無 条 件 の 歓待 は 、 イ ンド の 農村 
地 答 で 何 度 も 経験 し た 。 彼 ら に は 、 青銅器 時 
代 か ら 巡礼 者 を 迎え て きた 伝統 が ある の だ 。 ア 
ガル ワル は 言葉 を 選び な が ら 、 川 砂 採掘 に つ 
いて 話題 を 切り 出し た 。 

「 私 た ち に どう し ろ と ?」 村人 た ち は 肩 を すく 
め て そう 言っ た 。 

マフ ィ ア 、 政治 家 、 コ ネ ……・ 人 々 の 生活 は こ 
れ で 決ま る 。 底 まで 掘り 返さ れ た べ ベト ワ 川 は 、 
池 沙 が 不 規則 に な っ た 。 そ の 上 、 気候 変動 の 
影響 で モン スー ン の 翼 来 も 予測 が で きず 、 農業 
が 立ち 行か な く な っ て いる 。 農地 は 干上がる 
一 方 で 、 雨水 を た め る 小 き な 池 を 無数 に 掘っ て 
どう に か 水 を 確保 し て いる 。 そ こ で 政府 は 、 こ 
れ を 一 気 に 解決 する 計画 を 打ち 出し た 。 ケン 川 
の 進路 を 変え て ベト ワ 川 に 流し 込む と いう の だ 。 

「 川 の 連結 で す よ 。 偽 り の 希望 で す 」 と 、 アガ 
ル ワ ル は た め 息 を つい た 。 

水 問題 の 緩和 の た め に 政府 が 立て た 河川 
連結 計画 は 、 全長 約 1 万 5000 キ ロ の コン クリ 
ー ト の 運河 を 建設 し 、 国内 を 流れ る 30 も の 河 
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ヒン ドゥ ー 教 最高 の 聖地 


ゥ ー 教 徒 は 、 毎年 3 万 人 


ワー ラー ナシ ー を 流れ る ガ の 遺 灰 が 流さ れる この 川 
ンジ ス 川 で 舟 を こぐ 筆者 サ の 水 を 清らか だ と 信じ て 、 
ロペ ベッ ク 。 信 心 深い ヒン ド 口 に する 。 


川 を つなぎ 合わ せる と いう も の だ っ た 。 異論 も 
多い な か 、 お よそ 2200 億 円 の 予算 が 計上 され 
て いる 。 ケン 川 と ベト ワ 川 の 連結 が 、 そ の テス ト 
ケー ス に な る 。 計画 で は 、 モ ンス ー ン が も た ら 
す ケ ン 川 の “余分 な 水 " を 、“ 水 の 少な い " ベト 
ワ 川 に 流す こと に な っ て いる が 、 複数 の ダム や 
坦 が 新設 さき れれ ば 、 約 90 平 方 キロ の 土地 が 
湖底 に 沈む こと に な る 。 そ の た め 、 環境 保護 
活動 家 は 計画 の 中 止 を 求め る 訴え を 起こ し た 。 
「 余 分 な 水 な ん て 、 一 体 ど こ に ある と いう の で 
し ょ う ?」 絶 減 危 機 に 直面 し た トラ が 生息 する パ 
ン ナ 国立 公園 で 、 イン ド を 代表 する 保護 活動 家 
の ラグ ー・ チ ュ ン ダ ワ ト は 語気 を 強め た 。 こ の 
公園 の 近く で も 工事 が 予定 され て いる 。 「 政 府 
は 水量 デー タ を 公表 し な い の で す 。 工事 の 影 
鞭 に つい て も 、 わ か っ て いる と は 思え ませ ん 」 
いずれ に し て も 、 ダム の 底 に 沈む 土地 の 大 半 
が 、 ト ラ の 保護 区 内 に ある こと だ け は 確か だ 。 


ガン ジス 川 : 聖なる 流れ 

母 な る ガン ジス 川 の 岸 を ひたすら 歩く 。 幅 1 キロ 
を 超え る 雄大 な 流れ は 平原 を 切り 多 き な が ら 弥 
を 描い て 北上 し 、 ヒン ドゥ ー 教 の 本 地 ワー ラー 
ナシ ー に た どり 着く 。 街 に は 粉じん が 立ち 込め 
て いた 。 旧 市 街 で 、 大 勢 の 作業 員 が ハン マー 
や バー ル で 路地 や 建物 を 取り 壊し て いる の だ 。 


都市 美化 計画 の 一 環 で 、 立 ち 退 き を 余儀 な く 
きれ た 住民 に は 政府 か ら 補 償 金 が 支給 され た 
が 、 誰 も 納得 し て いな い 様 子 だ 。 人 間 も 街 も 、 
生ま れ 変 わる の は 容易 で は な い 。 

信心 深い ヒン ドゥ ー 教 徒 は 、 ワー ラー ナシ ー 
を 「 カ ー シ ー」 と 呼ぶ 。 至高 の 光 が 輝 く 場 所 と い 
う 意 味 だ 。 市 内 に は ガン ジス 川 に 下り る 石 の 階 
段 が 88 カ 所 あり 、 どれ も 美しく すり 減っ て いる 。 
人 々 は 、 安全 基準 を 何 百倍 も 超え た 大 腸 菌 が 
いる 濁 っ た 流れ で 身 を 清め 、 水 を 飲ん で 罪 を 
浄化 する の だ 。 毎年 何 万 も の 巡礼 者 が ここ で 
皿 を 引き と り 、 茶 力 に 付き され る 。 ワー ラー ナシ ー 
で 火葬 し て も ら う こと が 、 生 と 死 の 苦し い 輪廻 
か ら 逃 れ て 解脱 する 最も 確実 な 方 法 だ と いう 。 

私 は 岸 に 腰 を 下ろ し 、 花輪 か ら 排 せつ 物 ま 
で 、 人 間 に 関わ る あら ゆる も の が ガン ジス 川 に 
の み 込 まれ て いく の を 眺め た 。 遺 灰 で 黒く な っ 
た 巨大 な 流れ は 浄化 を 拒ん で いる よう に 見 え 
る 。 日 暮れ 時 、 ツバ メ が 飛び 交 う プロ ンズ 色 の 
空 の 下 で ふと 、 人 生 の 苦闘 と 死に つい て 考え 
た 。 ここ は 、 世界 の 創造 や 破壊 に 思い を めぐ ら 
す に は うっ て つけ の 場所 だ 。 で も 行か な く て は 。 
き あ 、 立ち 上 が っ て 歩き 出 そ う 。 


ブラ フ マ プ トラ 川 : イン ド 人 と は ? 
川 は 道 に な る 。 ビハール 州 で 歩い た ソン 川 は 日 
照り で 、 西 ベ ン ガ ル 州 で 歩い た ティ ー ス タ 川 は 
ダム の 影響 で 、 と も に 干上がっ て いた 。 一 方 、 
アッ サム 州 の プラ フ マ プ トラ 川 は 、 融 解 が 激しい 
氷河 の 水 と 雨 が 流入 し 、 水量 が 豊か だ 。 岸 に 
つなが れ た 丸木 舟 や 太陽 に きら めく 水田 を 横目 
に 、 私 は 歩い た 。 全 長 2900 キ ロ に も 及ぶ この 
川 は 、 目 に 見 えな い 無 数 の 魚 、 村 々 の 騒が し い 
音 、 そ し て 人 間 た ちの “恐れ "を 運ん で いる 。 

「 テ ロリ スト ども め 」。 酔っ 払っ た 村人 が 吐き 
捨て る よう に 言っ た 。 

イン ド 北 東部 で 、 アガ ル ワ ル と 私 は 何 度 も 尋 
問 を 受け た 。 パキスタン と イン ド は 、 イス ラム 教 
を 信仰 する カシ ミー ル 地 方 の 領有 を めぐ っ て 再 
び 緊 張 状態 に ある 。 ヒン ドゥ ー 至 上 主義 の ナレ 
ンド ラ ・ モ ディ 政権 が 、 憎悪 の 高まり に 拍車 を か 
け て いる 。 アッ サム 州 で 出会っ た 稲作 農家 の 女 
性 ル バ リ ・ ビ ビ は 、 息 を ひそ め て 暮らし て いた 。 


祖先 が 100 年 ほど 前 に バン グラ デシ ュ か ら イ ン 
ド に 移住 し て きた イス ラム 教徒 と いう 理由 で 、 追 
放さ きれ る お それ が ある と いう 。 

「 警 官 が 「 外 国人 通達 書 』 を 持っ て きた ん で 
す 」 と 、 プラ フ マ プ トラ 川 の 池 秒 原 に 立つ 草 ぶ き 
屋根 の 自宅 で 、 ビビ は 話 を し て くれ た 。 「「 お ま 
え は 疑わ し い 人 物 だ 」 と 言わ れ ま し た 」 

アッ サム 州 で は 、 ビビ と 同じ 立場 の 住民 200 
万 人 近く が 、 国民 登録 等 か ら 除外 きれ て いる 。 
ビビ の 書類 も 受理 され な か っ た 。 新型 コロ ナウ 
イル ス の 感染 拡大 が 始ま っ た 際 は 、 ヒン ドゥ ー 
教徒 の 右派 の 政治 家 た ち が 、 国内 約 2 億 人 の 
イス ラム 教徒 を 感染 源 と 名 指し し た 。 南部 の 都 
市 ベン ガル ー ル で は 、 暴徒 が クリ ケッ ト の バッ ト 
で イス ラム 教徒 を 襲っ た と いう 報道 も ある 。 

誰が イン ド 人 で 、 誰が 違う の か ? 指導 者 ガン 
ジー や 初代 首相 ネル ー が いた 頃 の 、 宗教 と 一 
線 を 画 し た 多様 性 を 誇っ た イン ド は 、 偏狭 な 大 
衆 迎合 主義 に 押し 流さ きれ ず に 踏ん 張れ る だ ろ 
うか 。 そ れ は わか ら な い 。 国土 を 縦横 に 走る 
川 の 神 は 、 じっと 口 を つぐ ん だ まま だ 。 

イン ド を 出国 する まで の 最後 の 数 キロ は 、 夏 
の モン スー ン の 雨 に 降ら れ な が ら の 絢 行軍 だ っ 
た 。 ミャンマー と の 国境 に 近い マニ プー ル 州 で 
は 、 どの 川 も 荒れ 狂っ て いた 。 緑 に 牧 わ れ た 
丘 で は 、 滝 の と どろ き や 小 川 の た め 息 、 ト タン 
屋根 に 打ち つけ る 雨 音 と 、 水 の 冗 逢 な お し ゃ べ 
り が 聞こ える 。 

私 は イン ド で 出合 っ た 一 番 不 思 議 な 川 、 伝 
説 の サラ スワ ティ 川 を 思い 出し た 。 古代 イン ド 
の 聖典 に も 登場 する この “失わ れ た 川 " は 、 何 
千年 も 前 に 地震 で 進路 が 変わ っ た か 、 気候 変 
動 で 蒸発 し て 消え て し まっ た 。 私 は ラー ジャ ス 
ター ン 州 の 砂漠 で 、 サラ スワ ティ 川 だ っ た と され 
る 谷 を 渡っ た が 、 土 ぼ こり が 舞う 広い 谷 に は 、 
か すか な 水 の 気 配 す ら な か っ た 。 王 ば つ に 蘭 
し む 農 家 の 人 々 は 、 政府 か ら 派 遣 され た 技師 
が 近く で 井戸 の 試掘 を し た と 言い な が ら 、 川 が 
幻 で な いこ と を 願っ て いた 。 日 


筆者 ポー ル ・ サ ロペ ベック (Paul Salopek) は ナシ ョ ナル ジオ グ 
ラフ ィ ッ ク の フェ ロー で 、 2013 年 か ら 旅 を し な が ら シリ ー ズ 「 人 
類 の 旅路 を 歩く 」 を 執筆 。 写 真 家 ジ ョ ン ・ ス タン マイ ヤー(John 
Stanmeyer) は 本 誌 で サロ ベック の 旅 を 記録 し 続け て いる 。 
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あの 日 か ら 
75 年 
広島 の 記憶 


原爆 投下 に よっ て 焦土 と 化し て か ら 
長い 歳 月 が た ち 、 広島 は 復興 を 果たし た 。 
だ が 、 生き 残っ た 人 々 に と っ て 、 
核兵器 の 恐怖 と 戦争 の 記憶 は 色あせ な い 。 


広島 市 立 袋町 小学 校 に あ 
る 平和 資料 館 で 、 見 学 に 
来 て いた 4 歳 の 少女 が 折り 
鶴 を 手 に 載せ て 見 せ て くれ 
た 。 爆 心地 か ら 460 メ ー ト 
ル に 位置 する 、 この 小学 校 


も あの 日 、 大 き な 被 害 を 受 
けた が 、 資料 館 に な っ て い 
る 建物 は 残っ た 。 原 爆 投 
下 か ら 75 年 、 資料 館 に は 
平和 を 願う 折り 玲 が 飾ら 
れ 、 多 く の 人 が 訪れ て いる 。 
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市 民 の 悪 角 に そ て 
市 民 の 憩い の る ユー カリ の 木 。 原爆 の 


ね 
内 


る 


建物 群 が 燃 


区 写真 
テッ ド ・ ガ ッ プ 小林 裕 季 


ジャ ー ナ リス ト 

広島 に 原子 爆弾 が 投下 され た 9 日 後 、 母親 と 1 歳 
だ っ た 弟 を すでに 和 失い 、 実家 を 焼け 出さ れ た 7 歳 
に な る 田邊 雅章 は 、 や は り 被 爆 し て 治 死 の 重傷 を 
負っ た 父親 の 最期 を 直 取 っ た 。 米国 に 対し て 拭い 
去れ な い 憎 し み を 抱く 軍人 だ っ た 田邊 の 父親 は 、 


軍刀 を 傍ら に 置い て 死ん で いっ た 。 


田邊 の 祖父 は 息子 の 軍刀 を 形見 に 残し て お 
きた が っ た が 、 占領 軍 が その 軍刀 を 祖父 か ら 取 
り 上 げ て いっ た 。 「 情け 知ら ず の 野 誰 人 」。 少 
年 だ っ た 田 衝 は そう 思い 、 米国 へ の 復讐 を 決 
意 し た と いう 。 そ う 思 う の も 無理 は な い 。 田 竹 
は 無 一 物 に な り 、 家族 を あら か た 失っ た の だ 。 
田 衝 の 実家 は 広島 県 産業 葵 励 館 、 つ まり 、 後 
に 核兵器 の 惨 宰 の シン ボル に な っ た 、 鉄骨 が 
むき 出し の 原爆 ドー ム の すぐ そば に あっ た 。 

現在 、80 歳 を 過ぎ た 田邊 は 灰色 の 甚平 を ま 
と い 、 日 本 の 伝統 文化 を か た く な に 守っ て いる 
か の よう に 見 えた 。 田 邊 は や が て 喘 像 作家 と な 
り 、 コン ピュ ー タ ー グ ラフ ィ ッ クス を 学ん で 、 原爆 
で 壊滅 し た 広島 の 街並み を 仮想 空間 上 に 再現 
し よう と 決心 し た 。 そ し て 、 原爆 を 生き 延び た 
人 々 へ の イン タビ ュー を 織り 交ぜ て 、 映画 「 ヒ ロ 
シマ か ら の 伝言 』 を 製作 し た の だ っ た 。 


広島 と その 3 日 後 の 長 崎 へ の 原爆 投下 に よっ 
て 、 20 万 人 も の 命 が 奪 われ 、 程なく し て 日 本 は 
ポツダム 宣言 を 受け 入れ て 降伏 する 。 これ に よ 
り 、 数 百 万 人 が 往 牲 に な る お それ の あっ た 連合 
軍 の 日 本 本 土 上 陸 作 戦 が 回 避 さ れ た と され る 。 

終戦 時 、 自分 自身 と 日 本 に どれ ほど 痛み を 伴 
う 変化 が 待っ て いる か 、 田邊 に は 知る 由 も な か 
っ た 。 田邊 の 娘 は 米国 人 と 結婚 し 、 米国 に 移 
り 住む こと に な っ た の だ 。 娘 が “敵国 の 人 間 " を 
芝 す る よう に な っ た こと を 、 田邊 は 長い 間 受 け 
入れ られ な か っ た 。 結婚 か ら 2、3 年 た っ て 、 娯 
が 祖父 (田邊 の 父 ) の 墓所 で ある 山口 県 の 石 
仏 の 下 に 手紙 を 残し て いた こと を 知る 。 手紙 の 
な か で 、 娘 は 自分 が 祖父 を 失望 させ た の な ら 申 
し 訳 な いと 書き つづ っ て いた 。 歳 月 が た つ に つ 
れ 、 田邊 は 、 同 世代 の 多く の 人 々 と 同様 に 、 世 
の 中 の 変化 を 受け 入れ る よう に な っ た 。 


終戦 か ら 75 年 が た ち 、 田邊 が た どっ た 人 生 
は 、 広島 、 そ し て 日 本 が た どっ た 歴史 その も の 
と な っ た 。 そ こ で は 伝統 と 現代 が 混在 し 、 過去 
を 忘れ まい と する 信念 と 、 過去 に だ け 縛 られ ま 
いと いう 決意 と が 共存 し て いる 。 

毎年 8 月 6 日 に な る と 、 広島 市 で は 13 万 5000 
人 を 超え る 原爆 死没 者 の 追悼 集会 が 開催 き 
れ 、 新た に 死亡 が 確認 きれ た 被爆 者 の 名 得 が 
慰霊 碑 に 奉納 され る 。 こ の 日 を 除け ば 、 広島 
は 未来 を 向い て いる よう に 見 える 。 世界 の 核 兵 
器 廃絶 運動 を 熱心 に 先導 する 広島 だ が 、 そ の 

- 方 で レク リエ ーション や 学術 研究 、 商業 活動 
が 活発 に 繰り 広げ られ る 換 も ある の だ 。 

原爆 で 焦土 と 化し た 広島 だ っ た が 、 その 後 、 
水道 や 電気 、 市 電 な ど 、 さま ざま な 行政 サー ビ 


ス が 奇跡 的 な 復活 を 遂げ る 。 そ し て 、 各地 か 
ら 来 た 有 志 た ち が 市 の 復興 に 尽力 し た 。 


現在 の 広島 は 、 少子 高齢 化 、 毎年 200 万 人 
を 超す 観光 客 に 対す る ホテ ル 不 足 、 建物 や ヤ イ 
ン フ ラ の 老朽 化 な ど 、 日 本 の 多く の 都市 と 同じ よ 
うな 問題 に 悩ん で いる 。 し か し 、 広島 独自 の 問 
題 も ある 。 原 爆 を 生き 延び た 被爆 者 の 記憶 を 
後世 に どの よう に 伝え て いく か が 喫緊 の 課題 に 
な っ て いる の だ 。 広島 に は 今 も 約 4 万 7000 人 
の 披 爆 者 が いる が 、 その 平均 年 齢 は 82 歳 に 
達し て いる 。 広島 市 で は 、 被爆 者 を 世界 各地 
に 派遣 し た り 、 イン ター ネッ ト を 通じ た 被爆 体験 
の 語り 部 に な っ て も ら っ た り し て いる 。 広島 平 
和 記 念 資 料 館 に は 1500 人 を 超す 被爆 者 の 体 
験 談 を 収録 し た ビデ オラ イプ ラリ ー が あっ て 、 そ 
の うち 400 人 の 喘 像 は 、 イ ンタ ーネット を 通じ て 
視聴 で きる 。 こ うし た 活動 に 参加 する 被爆 者 
の 多く は 体験 を 語る こと で 、 自分 が 是 え た 苦し 
み が 有 意義 な も の に な る と いう 。 


被爆 者 の な か に は 、 技 糧 その も の の 影響 より 、 
ほか の 日 本 人 が 原爆 に 対し て 抱く 根拠 の な い 
更 怖 に 苦し め ら れ て きた 人 も いる 。 

川本 省 三 は 原爆 が 投下 され た と き 11 歳 だ っ 
た 。 両親 の ほか 、 姉 と 妹 、 弟 の 3 人 を 失い 、 生 
き 残っ た 姉 も 17 歳 の と き に 白血病 で 亡くな っ た 。 
身寄り が な く な っ た が 、 それ で も 川本 は 幸運 だ 
っ た 。 広島 の 中 心 街 か ら 10 キロ ほど 離れ た 伴 
村 (現在 の 安佐 南 区 ) で 醤油 の 製造 を 手がけ 


原爆 が 投下 され て か ら 数 
週間 後に 米 軍 が 撮影 し た 
広島 市 街 の 様子 。 ほとん ど 
の 建物 が 跡形 も な く 破 載 
され て いる 。 核兵器 の すさ 


まじ い 破 壊 力 が 見 て 取れ 
る 。 最後 の ペー ジ に 写っ て 
いる の が 「 原 爆 ド ー ム 」 と し 
て 知ら れる こと に な る 広島 
県 産業 奨励 館 の 建物 だ 。 


写真 提供 : 広 
10 枚 の 写真 


て いた 川中 力 三 が 、 川本 を 雇い 入れ た の だ 。 
川本 は 住み 込み で 働く こと に な り 、 食事 と 着 
る も の を 与え られ た 。 そ れ ば か りか 、 川 中 は 12 
年 間 無 給 で 働く な ら 家 を 与え て や る と いう 破格 
の 申し 出 を し て くれ た 。 そ れ か ら と いう も の 、 川 
本 は 毎日 、 夜 中 の 2 時 か ら 夕 方 4 時 まで 働い た 。 
20 歳 に な っ た と き 、 川本 は 一 人 の 女性 と 知り 
合う 。 彼 女 は 美しく 、 気さく に 話 が で きる 女性 
で 、 二 人 は 恋仲 に な っ た 。 川本 が 23 歳 に な る 
と 、 川中 は 約 東通 り に 家 を 与え て くれ た 。 自 分 
の 家 を も っ た 川本 は 、 これ で 恋人 の 父親 に 結婚 
を 認め て も ら え る と 思っ た 。 だ が 、 父親 は 川本 
が 広島 出身 で ある こと を 知る と 、 二 人 が 結婚 す 
れ ば 拉 爆 の 影響 で 障害 の ある 子ども が 生ま れ 
る お それ が ある と 言い 、 結婚 きせ な か っ た 。 実 
際 に は 被爆 者 の 子ども か ら 放 射線 に よる 障害 
や 異常 は 確認 きれ て いな い 。 (96 ベ ペー ジ へ 続く ) 


原爆 投下 時 、3 歳 11 カ 月 の 凍 谷 が 乗っ て い / (上 )。 伸 一 ちゃ ん は 全身 に や けど を 負い 、 その 夜 に 死亡 


遺体 は 三輪 車 と 鉄 か ぶ と ( 下 ) と 一 緒 に 庭 に 埋め られ 、 40 年 所 に 移す た め に 掘り 起こ され て 葬式 が 執り 行わ れ た 。 
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上 : 4 歳 の 山根 富美 枝 ち ゃ ん が は いて いた スカ ー ト 。 両親 は 中 *、 祖父 三 人 と も 死亡 。 


取 か ら 約 1 キ ロ の 自宅 爆 し た 54 歳 の 茂 押 路 モト さん の 眼鏡 。 H 部 と と も に 見 つか っ 


王 率 、 鉄 か ぶ と ) 、 山根 静子 (スカ ー ト ) 、 佐伯 牛 子 ( 眼 袋 ) 広島 の 記憶 93 


左 ペ ー ジ : 爆 心地 か ら 500 メー トル ほど に 位置 する 善 応寺 の 仏像 。 爆風 で 台座 か ら 吹 き 飛 炎 で 前 面 が 溶け た 。 
上 : 建物 下 開 の 作業 現 し た 13 歳 の 折 免 溢 く ん が # \ た ガ 当 箱 。 3 日 後 、 母親 が 遺体 と 一 緒 に 見 つけ た 。 


国民 学校 6 年 生 だ っ た 満田 二 朗 くん が は いて いた 3 登校 大 や けど を 負い 、 5 日 後に 死亡 し た 。 


被爆 資料 : 広 島 平 和 記 念 資 料 部 所 茂 寄 器 者 : 高 本 広吉 (仏像 ) 、 折 発 シ ゲ コ (弁当 籍 )、 満田 


川本 は 絶望 に 打ち ひし が れ た 。 結婚 を 断ら 
れ た 2 日 後 、 長年 勤め た 仕事 を 辞め 、 よう や く 
手 に 入れ た 家 を 出 て いっ た 。 そ の 後 、 川 本 の 
生活 は すさ ん で いく 。 ば くち に 手 を 出し 、 や くぎ 
の 仲間 に な っ た と いう 。 自殺 も 考え た 。 

70 歳 の と き 、 川本 は 広島 に 戻り 、 よう や く 落 
ち 着 いた 暮らし を 送れ る よう に な っ た 。 86 歳 に 
な っ た 今 、 彼 は 紙 飛 行 機 や 折り 鶴 を 、 広 島 平 
和 記 念 資料 館 に や っ て 来 た 子 ども た ち に プレ 
ゼン ト し て いる 。 紙 飛 行 機 の 翼 に は 「Hope for 
Peace (平和 を 願っ て )」 と 書か れ て あっ た 。 

披 爆 者 が 被っ た 差別 を 帳消し に する こと は 
で き な い 。 こ うし た 差別 を 二度と 繰り 返さ きせ で て 
は な ら な いと 、 広 島 大学 の 原爆 放射 線 医 科学 
研究 所 で 所 長 を 務め る 田代 聡 は 取り 組ん で き 
た 。 彼 の 研究 所 で は 、 社会 と 科学 者 と が より 
緊密 に 情報 を 共有 し 、 一 般 の 人 々 が 根拠 の な 


い 恐 怖 に 惑わ きれ な いよ うに する こと を 目指 し 
て いる 。 広島 の 披 爆 者 が 味わっ た 差別 に よる 
苦し み は 、 事故 を 起こ し た 旧 ソ 運 の チェ ル ノ プ ブ 
イリ 原発 や 福島 第 一 原発 の 周辺 に 暮らし て い 
た 住民 を も 苦し め て いる 、 と 田代 は 語っ た 。 
原爆 養護 ホー ム の 一 つ 、 舟入 むつ み 園 に は 
103 歳 の 雨森 観 江 を は じ め 、100 人 ほど の 投 
爆 者 が 暮らし て いる 。 こ うし た 被爆 者 の 援護 を 
行う の が 県 の 被爆 者 支援 課 で 、 八幡 毅 は その 
課長 を 務め る 。 彼 の 父 も あの 日 、 被爆 し 、 祖父 
は 犠牲 者 た ちの 遺体 の 処理 に 当たっ た と いう 。 


広島 の 原爆 投下 に つい て 語る こと は 、 現在 で も 
議論 を 招く こと が ある 。 広島 平和 記念 資料 館 
の 展示 内 容 の リニュ ー ア テル は 完成 まで 16 年 も 
か か っ た が 、 副 館長 の 加藤 秀一 に よれ ば 、 展 
示 委 員 会 内 部 で 意見 が まとまる の に 時 間 が か 


か っ た の が 理由 の 一 つ だ と いう 。 核 戦争 の お ぞ 
まし さき を 伝え る 凄惨 な 画像 の 展示 を 望む 委員 
が いる 一 方 、 子ども な ど に 過度 な ショ ッ ク を 与え 
な いよ うに と 内 容 を より 控え め な も の に すべ きだ 
と 考え る 委員 も いた 。 

争点 の 一 つ に 、 平和 記念 資料 館 の 来館 者 
が 最初 に 目 に する 写真 を どれ に すべ きか と いう 
も の が あっ た 。 し か し 、 この 議論 は 被爆 者 を 母 
に も つ 薫 井 哲 伸 が イン ター ネッ ト で 1 枚 の 写真 
を 目 に し た こと で 、 決着 が つい た 。 そ れ は 、 手 
に 包 常 を 巻き 、 血 に まみ れ て 傷 だ ら け の 顔 を し 
た 少女 の 写真 だ っ た 。 藤井 は この 少女 が 自分 
の 母 、 幸子 に 違い な いと 思っ た の だ 。 その後 の 
調査 で 、 写真 の 少女 が 当時 10 歳 だ っ た 幸子 
だ っ た こと が 確認 され た 。 展示 委員 会 は 、 こ の 
写真 を 常設 展示 の 入り に 掲げ る こと を 全員 

- 致 で 決め た 。 そ し て 、 出口 に は 20 歳 の と き 


の 幸子 の 写真 が 掲示 され る こと に な っ た (和幸 子 
は 42 歳 の と き に 他界 し た )。 こ の 2 枚 は 、 原爆 
の 悲惨 き を 象徴 する 写真 で 、 一 度目 に し た ら 決 
し て 忘れ る こと は で き な い 。 


生き 残っ た こと へ の 罪悪 感心 の 傷 に 長く 苦し 
む 被 爆 者 も 多い 。 82 歳 に な る 岡田 恵美 子 は 、 
原爆 投下 時 、8 歳 だ っ た 。 あ の 朝 、12 歳 だ っ 
た 姉 は 「 行 っ て きま す 」 と 言っ て 、 爆 心地 か ら 1 
キロ も 離れ て いな い 場 所 へ 向かっ た と いう 。 

お 姉さん は 原 爆 で 亡くな っ た の で すか と 私 が 
尋ね る と 、 岡 田 は 「 姉 は 今 も 行方 不明 な ん で 
す 」 と 答え た 。 「 行方 不明 ?」 と 私 は 聞き 返し た 。 

「 姉 は まだ 帰っ て こない の で す 」 と 彼女 は 言っ 
た 。 「 ま だ 」 と いう 言葉 に 、 背筋 が 凍る よう な 思 
い が し た 。 岡田 は 姉 が 突然 、 玄 関口 に 現れ る 
こと を 半ば 信じ て いる か の よう だ っ た 。 


岡田 は 原爆 で 親 を 失う こと は な か っ た が 、 孤 
児 と 同じ よう な 暮らし を し た こと が ある 。 両親 は 
彼女 を 置い て 、 帰っ て こない 姉 を 必死 で 探し 回 
っ て いた か ら だ 。 岡田 は や む な く 路上 で 暮らし 、 
防空 壌 で 寝起き し 、 捨て られ た トマ ト や 木 か ら 
落ち た イチ ジ ク な ど を 見 つけ た り 盗 ん だ り し て 手 
当たり し だ い に 食べ て 錠 え を し の い だ 。 「 姉 を 
失っ て か ら 、 父 と 母 は 気 が 変 に な っ て し まっ た 
の で す 」 と 岡田 は 語っ た 。 

広島 が た どっ た 歴史 を 、 若者 た ち が ど う 受 
け 止 め て いる か は さま ざま だ 。 18 歳 に な る 中 原 
奏 は 学校 で 原爆 に つい て 学び 、2019 年 3 月 に 
研修 旅行 で ハワイ の 真珠 湾 を 訪れ た 。 彼 女 は 
将来 、 平和 に 頁 献 する 仕事 に 就く つも り だ 。 レ 
か し 、 遠い 昔 の 出来 事 と し て 、 原爆 に 関心 を も 
て な い 若 者 も いる 。 爆 心地 の 近く に あり な が ら 
倒壊 を 免れ た 旧 日 本 銀行 広島 支店 の そば で 、 
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コン ビュー ター ゲー ム に 熱中 する 17 歳 の 少年 
を 見 つけ て 話 を 開い た 。 彼 に と っ て 、 原爆 投 
の 日 は 「 大 昔 の 話 」 で 、 そ の 年 も 知ら な か っ 
た 。 「1964 年 だ っ け ?」 と 彼 は 言っ た 。 

- 方 、18 歳 の 第 野 春 葉 は 飛行 機 が 頭上 を 
通り 過ぎ る 音 を 開い た だ け で 、 恐怖 に お び え て 
し まう と 教え て くれ た 。 子 ども の と き 、 原爆 に つ 
いて 書か れ た 本 を 何 民 も 読ん だ 影響 だ と いう 。 


広島 か ら 東 京 へ の 機内 で 、 私 は ある 家族 と 知り 
合っ た 。 檜山 家 の 人 々 だ 。 この 一 家 が 歩ん で き 
た 人 生 も 、 広島 が た どっ た 奇跡 の よう な 歴史 と 
重なり 合う 。 父 親 で 44 歳 の 檜山 明宏 は 、 著名 
な 政治 家 を 殆 出 し た 名 家 の 生 まれ で 、 広島 で 
育っ た 。 祖父 で ある 檜山 袖 四郎 は 広島 の 復興 
に 尽力 し た 人 物 で 、 そ の 功績 を た た えた 銅像 
が 市 内 の 岩 瀧 神社 に 建立 され て いる 。 


檜山 は 、 母方 の 祖母 で ある 落合 慶子 か ら こ 
ん な 話 を 開い た こと が ある 。 広島 に 原爆 が 投 
下さ れ た 日 、 市 外 へ 旅行 に 出かけ る 予定 だ っ 
た 友人 が 病気 に な り 、 列車 の 切符 を 無駄 に し 
た く な か っ た の で 落合 に その 切符 を 譲っ た 。 列 
車 が 出発 し て 間もなく 、 彼女 が 車 窟 か ら 外 を 見 
る と 、 キ ノコ 雲 が 上 が る の が 見 えた と いう 。 広 
島 に 残っ た 友人 は 帰ら ぬ 人 と な っ た 。 

檜山 は 現在 、 米国 パー ジニ ア 州 に 暮らし て 
いる 。 2005 年 、 彼 は そこ で リア ・ シ ャ イマ ー と 
出会い 、 結婚 し た 。 二 人 の 問 に は 7 歳 に な る 
息子 の 海 と 栄 美 と いう 5 歳 の 娘 が いる 。 

戦争 中 、 シャ イマ ー の 祖父 スタ ー リ ング ・ ア ー 
サー・ シ ャ イマ ー は 、B-29 爆 撃 機 の エン ジン の 
設計 に 携わっ た 。 日 本 に 数 万 トン も の 爆弾 と 焼 
夷 弾 を 落と し 、 原爆 を 広島 に 投下 し た の が 、 こ 
の B-29 だ 。 


米国 へ の 飛行 機 を 待っ て いる 問 、 私 は 檜山 
と シャ イマ ー と と も に 戦争 中 の 話 を し た 。 話 を 残 
ら ず 理解 し よう と 耳 を 傾け て いた 二 人 の 子ども 
た ち が キ ノコ 雲 に つい て 聞い て きた 。 初めて 耳 
に し た 言葉 だ っ た の だ 。 質問 きれ た シャ イマ ー 
が 「 原 爆 が 爆発 し た と き 、 空 に 舞い 上 が っ た ち 
りや か けら の こと 」 と 答え た 。 「 本当 に 悲し い 出 
来 事 だ っ た の 。 大勢 が 命 を 落と し た の よ 」 

息子 は も う 一 質問 を し た 。 「 米国 と 日 本 は 
今 で も 敵 同士 な の ?」 

「 違 うわ 。 今 で は 仲良 し よ 」。 この や り と り を 
終え る と 、 一家 は 搭乗 ゲー ト へ 向かい 、 米国 
へ の 長い 空 の 旅 に 就 いた 。 


筆者 の テッ ド ・ ガ ッ プ (Ted Gup) は 政治 や 国家 機密 に 関す る 著 
作 が あり 、 英 語 版 1995 年 8 月 号 「 原 爆 か ら 立 ち 上 が る 広島 」 を 担 
当 。 写真 家 の 小林 裕 季 (こばやし ひろ き ) は 広島 生ま れ 。 東 
京 と ニュ ー ヨ ー ク を 拠点 に 活動 を 続け て きた 。 本 誌 初 登場 。 


ラガ ンダ 西部 の キャ マジ 
ャ ャ カ 村 で 。 空き 家 の 窓 に 


WWWW 明 Q 志 る 自分 た ちの 姿 を 見 つ 


め る チン パン ジー の 群れ 。 
この 家 に 住ん 人 で いた セ マ 
タ 家 の 息子 は 2014 年 7 
月 に チン パン ジー に 殺さ 
れ 、 一 家 は 村 を 去っ た 。 
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水 を くみ に 行く 少年 が ム 
バラ ン ガ シ 村 の 近く で チ 
ン バ ン ジー と 出くわし 、 立 
ち 止 まる 。 ウ ガン ダ 西 部 
で は 、 チ ン パ ンジ ー が 作 
物 な ど を あさ り 、 住民 と の 

了 対立 が 深まっ て いる 。 


ガン ダ 西 部 の 山 の 尾 根 に 沿っ た 小さ な 土地 

で 細々 と 生計 を 立て る ン テ ゲ カ ・ セ マタ の 家 

族 の 暮らし は 、 た だ で きえ 苦し か っ た 。 自分 
た ち が 食 べ る 分 と 、 わ ず か な 現金 収入 を 得る た め の 
作物 を 育て る の が や っ と だ っ た の だ 。 そ の うえ 、 腹 を 
すか せ た 恐 れ を 知ら な い チ ン パ ンジ ー の 群れ に 、 食 
料 や 身 の 安 全 き えも 脅かさ れ て いた 。 


チン バン ジー は その 1、2 年 前 か ら 人 家 の 近 くに 来る よう に な っ て いた 。 
セ モ マ タ 家 が 暮らす キャ マジ ャ カ 村 を うろ つい て は 、 バナナ や マン ゴー、 バ 
バイ ア な ど 、 食欲 を そそ られ る も の を 探し 回 り 、 食べ あさ っ た 。 

だ が 2014 年 7 月 20 日 、 悩み の 種 は 恐怖 へ と 変わ っ た 。 そ の 恐怖 は 、 
ほか の 家族 に も 衝撃 を も た ら す も の だ っ た 。 そ の 日 、 大 人 の 雄 と み ら れ 
る 1 頭 の 大 き な チ ン パ ンジ ー が 、 モ マ タ 家 の よちよち 歩き の 息子 スジ ュ ニ 
を さら い 、 殺害 し た の だ 。 

「 私 が 畑 を 耕し て いる と き に 、 チン パン ジー が や っ て 来 ま し た 」 と 、 2017 
年 初め に 話 を 開い た と き 、 母親 の ン テ ゲ カ ・ モ マタ は 振り 返っ た 。 彼 女 は 
幼い 4 人 の 子ども の 面倒 を 見 な が ら 、 き つい 農作業 を こなし て いた 。 そ し 
て 子ども た ち に 水 を 取っ て あげ よう と 背 を 向け た と き 、 チン バン ジー が 2 歳 
の 息子 の 手 を ひっ つか み 、 走り 夫 っ た の だ 。 男の子 の 叫び 声 を 聞い て 村 
人 た ち が 駆 けつ け 、 追い か ける 母親 を 手助け し た 。 し か し 、 その チン バン 
ジー は 粗暴 で 力 が 強く 、 あっ と いう 問 に その 子 に 致命 傷 を 負わ せ た 。 

ムジ ュ ニ は 病院 に 運ば れる 途中 で 息 を 引き 取っ た 。 

キャ マジ ャ カ 村 の 状況 は 、 住民 に と っ て も チン バン ジー に と っ て も 、 依然 
と し て 不安 定 だ 。 人 問 の 子ども が 襲わ れる ケー ス は 続発 し て いて 、 こ の 地 
域 だ け で 少な く と も 3 人 が 死亡 し 、6 人 ほど が 負傷 し た り 、 問 一 髪 で 危険 を 
逃れ た り し た 。 こう し た 襲撃 の 主 な 原因 は 、 ウ ガン ダ 西 部 の チン バン ジー の 
生息 地 が 失わ れ て いる こと だ と 考え られ る 。 国立 公園 や 保護 区 の 外 の 森 
林 が 農地 に 変え られ 、 建 材 や 燃料 の た め に 樹木 が 伐採 ミ きれ て いる の だ 。 

アル バー ト 湖 と ルウ ェ ン ゾ リ 山地 の 東 に 位置 し 、 キ ャ マジ ャ カ 村 も 属す る 
カ ガ デ ィ 県 の 全域 で は 、 隣接 する ほか の 県 と 同様 に 人 口 が 増え 、 景観 が 
急速 に 変化 し て いる 。 狭い 土地 で トウ モロ コシ や キャ ッ サ バ 、 果物 を 育て 
て 食料 に する の に 加え 、 タバ コ や コー ヒー 、 サト ウキ ビ 、 米 な ど を 栽 若 し 
て 、 わ ず か で は ある が 現金 収入 を 得る 住民 が 増え て いる の だ 。 
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ン テ ゲ カ ・ セ マタ が 2 人 の 
幼子 を あや す 。 この 子 た ち 
の 冗 は チン パン ジー に 殺さ 
れ た 。 一 家 は 村 を 離れ て 部 
屋 を 借り た が 、 そこ は チン 
パン ジー の 脅威 は な いも の 
の 、 耕す 土地 も な か っ た 。 
その 後 、 彼 ら は 耕作 可能 な 
土地 を 手 に 入れ た 。 


この 記事 は 、 地球 の 自然 環 
境 の 保全 に 取り 組む 非 営利 
組織 ナシ ョ ナル ジオ グラ 
フィ ッ ク 協 会 の 資金 協力 に 
よっ て つく られ て いま す 。 


マー チ ツ ンジ ワ ォ ャ ルズ 


結 立 公 属 


礎 の 生息 地 の 多く を 失っ た チン バン 

- ジー が 農作物 に 手 を 出す よう に な り 、 f 
住民 た ち も 報復 を 行っ て いる 。 過 去 
30 年 間 、 チ ン バ パン ジー は 村人 を 死傷 

折 さ 人 地域 社会 を 償 か し て きた 。 


ューー…、 


ウガンダ 西部 で は 1990 年 か ら 
の 30 年 間 で 40 件 以上 の チン 『 
、 。 バン ジー に よる 胡 撃 が 記録 さ 
、 れ た 。 被害 者 の 多く は 子ども 
で 、 記 録 に な い 事例 も 多い 。 


< 死 と 者 
の 負 人 者 TS 前 
負 信 者 の 出 な か っ た 胡 訂 メタ 
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保護 区 チン バン ジー の 生息 地 に 密林 
5 臣 ] お ける 森林 伐採 1 
(2000 年 一 18 年 ) 
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ウガンダ 野生 生物 保護 庁 (UWA ) は チン バン 
ジー を めぐ る こう し た 状況 を 認識 し て いる も の の 、 
同庁 の 権限 で は チン バン ジー の 保護 は で き て も 、 
私 有 の 森林 の 利用 は 制限 で き な い の だ 。 「 残念 
な が ら 、 こ うし た 地域 の 伐採 を 防ぐ の は 不可 能 
で す 」 と 、UWA の サム ・ ム ワン ダ 長 官 は 言う 。 

必要 な の は 、 常に チン パン ジー へ の 和 約 戒 を 
師 ら な いよ う 、 住民 の 「 意識 を 高め る 」 こと だ と 
ム ワ ン ダ は 話す 。 そ こ で UWA は カ ガ デ ィ 県 に 3 
人 の レン ジャ ー を 配置 し 、 チ ン バ パン ジー を 監視 
し た り 、 村人 に チン パン ジー と 共生 する 方 法 を 
学ば せ た り する た め の 出 先 機関 を 開設 し た 。 

キャ マジ ャ カ 村 の 周辺 で 暮らす 10 頭 ほど の 
チン パン ジー は 、 わ ず か に 残っ た 森 や 近く の ユ 
ー カ リ 農 園 で 夜 を 過ごす 。 自然 の 中 に は 食べ 物 
が ほとん ど な い た め 、 日 中 は 人 家 の 周 り に 現れ 、 
農地 や 果樹 か ら 食べ 物 を 得る 。 水 を 飲む の は 、 
村 の 女性 や 子ども が 水 く み に 行 く の と 同じ 川 だ 。 
彼ら は 後ろ 脚 で 立っ て 歩く と 体高 が 1 メー トル 
を 超え 、 まる で 人 問 の よう に 見 えて 恐ろし い 。 

チン パン ジー(Pzz な og7odyfes ) は ボノ ボ と と も 
に 、 現存 する 動物 の な か で は 人 間 に 最 も 近 緑 
の 種 だ 。 国 際 自 然 保護 連合 の レッ ドリ スト で は 
絶滅 危 恨 種 に 指定 され て いる 。 成熟 する と 体 
が 大 きく な っ て 危険 度 が 増し 、 雄 で は 体重 が 
60 キロ に 達する も の も いて 、 同 じ 体 格 の 人 間 
の 男性 と 比べ て 1.5 倍 近く 力 が 強い 。 

豊か な 森 に 生息 する チン パン ジー は イチ ジ ク 
な ど 野 生 の 果実 を 主食 に た する が 、 サル や 小型 
の アン テロ ー プ を 殺し て 食べ る こと も ある 。 興 
奮 し て 獲物 を ば ら ば ら に 引き 裂き 、 仲間 と 分 け 
合う の だ 。 人 問 の 大 人 に 対し て は 称 戒 心 を も 
ち 、 攻撃 する 場合 は 主 に 子ども を 標的 に する 。 

ウガンダ の チン パン ジー は 法律 に よっ て 保護 
きれ て いて 、 彼ら を 捕獲 し た り 殺 し た りす る の は 
違法 だ 。 また 、 ウガンダ 西部 に 住む プ ニ ョ ロ の 
人 々 の 伝統 に よっ て も 守ら れ て いる 。 彼ら は 、 
隣国 に 住む 一 部 の コン ゴ 人 と は 異な り 、 チン バ 
ンジ ー を 捕まえ て 食べ る こと は な い 。 


繰り 返さ れる 悲劇 


息子 を さら われ た 悲劇 の 後 も 、 ン テ ゲ カ と 夫 
の オム ヘレ ザ ・ モ マタ は 3 年 以上 、 同じ 家 に 住 


み 続 けた 。 し か し 、 ン テ ゲ カ は 恐ろし く て 畑 で 働 
け な く な り 、 子ども た ち は 食事 も 喉 を 通ら な い ほ 
ど お び える こと も あっ た 。 「 チ ン バ パン ジー が また 
襲っ て くる の で は な いか と 、 いつ も お び え な が ら 
暮らし て いま す 」 と 、 ン テ ゲ カ は 語っ た 。 2017 年 
末 、 セ マタ 家 は 5 キロ ほど 離れ た 場所 に 部 屋 を 
借り 、 社会 か ら 取 り 残 され た よう な 暮らし を 始め 
た 。 「 貧 困 の 中 に 再び 投げ 込ま れ た 気分 で す 」 
と 、 転居 後に ン テ ゲ カ は 話し た 。 

ムジ ュ ニ ・ セ マタ の 死 は 珍し い 出 来 事 で は な 
い 。 キ ャ マジ ャ カ 村 の 近く の 町 、 ム ホロ ロ の 和 
察 に よれ ば 、 2017 年 に は チン パン ジー に よる 子 
ども の 襲撃 が 2 件 発生 し た 。 5 月 18 日 、 母親 が 
農作業 を し て いた トウ モロ コシ 畑 で マキ ュ ラ テ ・ 
ルク ンド と いう 幼い 女の子 が さら われ た 。 地元 
住民 と 警官 が チン パン ジー た ち を 森 ま で 追っ た 
が 、 女の子 は 血 の 海 の 中 で 息 絶 えて いた 。 そ 
の 5 週間 後 、 同 じ 群 れ と み ら れ る チン パン ジー 
が 別 の 畑 か ら 1 歳 の 男の子 を さら っ た 。 チン パ 
ンジ ー は 村人 た ち に 追わ れる うち に 男の子 を 手 
放し 、 その子 は 命拾い し た 。 こ の 地域 で は 、 
同様 の 事件 が ほか に も 報告 され て きた 。 

ウガンダ 西部 の 別 の 地域 で も 、 長年 、 陰惨 な 
事件 が 続い て いる 。 2005 年 に は カ ソ ン ゴイ レ の 
サト ウキ ビ 農 園 で 1 人 の 子ども が 殺害 され た 。 さ 
ら に 北 の プ ドン ゴ 森 林 保 護 区 の 近く で は チン バ 
ンジ ー が 子ども を 襲う 事件 が 4 件 発生 し 、 う ち 1 
件 で 死者 が 出 た 。 1990 年 代 に は キバ レ 国 立 公 
園 の 近く で 8 件 の 隈 撃 が あり 、 う ち 7 件 は 気性 
の 荒い 同一 の 雄 の 仕業 だ と 考え られ て いる 。 

に ら み 合う チン パン ジー と 住民 

追い 詰め られ て いる の は チン パン ジー だ け で 
は な い 。 ウガンダ 西部 で は 、 子ども た ちの 身 を 
案じ る 色 り に 燃え た 住民 た ち が 、 法律 や 慣習 
に 反し て 、 報復 や 自衛 の た め に チン パン ジー を 
殺し て きた 。 2018 年 後半 に は 、 大 人 の 雄 1 頭 
が 刺殺 され 、 若い 雌 1 頭 が 棒 と 石 で 撲殺 され 
た 。 こ うし た 痛ま し い 暴 力 の 応 本 を 目の当たり 
に する の が ブリ ン デ ィ と いう 場所 だ 。 英国 の 生 
物 学者 マッ ト ・ マ クレ ナン は 、 ここ に 生息 する チ 
ン バ ン ジー の 群れ と 住民 の 間 の 危険 を は らん 
だ 相互 関係 を 研究 し て いる 。 
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キ ニ ャ ラ ・ シ ュ ガ ー: ワー 
クス 社 の 大 規模 農園 。 小 
規模 な 農家 と 、 サ トウ キビ 
や 茶 を 生産 する 巨大 企業 
に よっ て 森林 が 伐採 され 
た 結果 、 チン パン ジー の 
生息 地 は 減少 し 、 か つて 
の 森 の 名 残 が 所 々 に 残る 
の み と な っ た 。 


マク レナ ン は 英 オ ックス フォ ー ド ・ プ ルッ クス 大 
学 の 博士 課程 で 学ん で いた 2006 年 、 ウ ガン ダ 
に 来 た 。 人 間 が 変え た 環境 の 中 で 、 チンパン 
ジー た ちがい か に 行動 を 適応 きせ る の か を 調 
査 する た め だ っ た 。 彼 は 、 生息 環境 の 良い プ 
ドン ゴ 森 林 保 護 区 に お よそ 600 頭 、80 キ ロ ほ ど 
南西 の プ ゴ マ 森 林 保 護 区 に も ほぼ 同数 の チン 
パン ジー が いる こと を 知っ て いた 。 

- つ の 保護 区 の 間 は 狭い 農地 と 大 規模 な サ 
トウ キビ 農園 が 入り 交じり 、 住民 の 数 が 増え る 一 
方 で 森林 は 減っ て いた 。 この 中 間 地 淀 に 300 頭 
ほど の チン パン ジー が 生息 し 、 残さ れ た 森林 に 
身 を 隠し な が ら 食 べ 物 を 求め て 農地 に 足 を 踏 
み 入 れ て いた 。 土地 の 多く は 私 有 地 で 、 1998 
年 に 土地 法 が 成立 し 、 登記 すれ ば 土地 を 正式 
に 所 有 で きる よう に な っ て 以降 、 住民 は 自分 の 
森 を 伐採 し 、 農地 に 変え る 権利 を 与え られ た と 
感じ て いた 。 こ の よう な 土地 で 生き 延び る の は 
チン バン ジー に と っ て 、 容易 で は な か っ た 

この 複雑 な 状況 に 興味 を も っ た マク レナ ン 
は 、 プ ドン ゴ と プ ゴ マ の ほぼ 中 間 に あ る プリ ン デ 
ィ を 訪れ 、 少な く と も 25 頭 か ら 成 る 群れ を 見 つ 
けた 。 彼 は 地元 の 研究 者 トム ・ サ ビ イ ティ と 共 
同 で 、 チンパンジー の 世 の サン プル や 脱 床 の 
調査 な ど 、 生態 学 的 な デー タ を 集め 始め た 。 

「 人 間 が 森 に 入る の を 、 彼ら が 嫌がる こと は 
すぐ に わか り ま し た 」 と 、 マク レナ ン は 言う 。 「 実 
に 効果 的 に 私 た ち を 威 中 し て きた の で す 」 

大 柄 な 雄 た ち は 咲 えた り 、 地面 を た た いた り 、 
草木 を 揺すっ た り し た が 、 や が て 二 人 の 存在 を 
許容 する よう に な り 、 彼ら は 2 年 か け て デー タ を 
集め た 。 し か し 伐採 は 進み 、 チ ン バ パン ジー は 大 
胆 き を 増し て いっ た 。 地元 住民 の 記憶 の 限り で 
最初 に 子ども が 襲わ れ た の は 、 2007 年 の こと 
だ 。 翌年 、 マ クレ ナン は 英国 に 帰国 し 、 博士 論 
文 を 執筆 。 2012 年 に 野外 調査 を 続け よう と ウ 
ガン ダ に 戻る と 、 状況 は 一 変 し て いた 。 

森林 の 大 部 分 は 消え 、 トウモロコシ や キャ ッ 
サバ 、 サ ツマ イモ の 畑 が 、 丘 の 斜面 に 広がっ 
て いた の だ 。 チン バン ジー の 群れ は 頭数 が 減 
り 、 大 人 の 雄 も 少な く な っ て いた 

残っ た チン バン ジー は 、 特に 女性 や 子ども の 
周り で 、 ます ます 大 胆 不 敵 に な っ て いる よう だ 
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っ た 。 ジャ ッ ク フ ルー ツ な ど 人 間 の 作物 を より 多 
く 食 べ る よう に な り 、 住民 た ち を 慎 慌 さ きせ た 。 マ 
クレ ナン の 見 る と ころ 、 プリ ン デ ィ の チン パン ジー 
は 変化 に うま く 対 応 し て いる よう だ 。 わ ず か な 
が ら 頭 数 は 増え て お り 、 2019 年 12 月 後半 に は 
若い 雌 が 姿 を 現し 、 彼 を 驚か せ た 。 チン バン ジ 
ー の 雌 は 成 興 す る と 、 ほか の 群れ に 加わ る こと 
が ある が 、 こう し た 雌 が プリ ン デ ィ で 観察 され た 
の は 、 少なくとも 2012 年 以降 で は 初め て だ っ 
た 。 チン バン ジー た ち は た くま し く 、 ほとん どの 
大 人 の 上 難 に は 幼い 子 が いる 

だ が プリ ン デ ィ の チン バン ジー は 、 30 キロ 離 
れ た プ ブ ド ン ゴ 森 林 保 護 区 内 の チン パン ジー より 
も 、 時 と し て スト レス 関連 の ホル モン の 値 が 高 
い 。 人間 の 近く で 食べ 物 を 横取り する 暮らし 方 
が スト レス に な っ て いる の だ ろう か ? 彼ら が 人 
間 の 食べ 物 を 得 に し て うま く や っ て いる の か 、 
人 間 と の 距離 の 近 さ に より 緊張 を 強い られ て い 
る の か 、 ま た は その 両方 な の か は わか ら な い 


を 

セ マ タ 家 が 去っ た 2 カ月 後 、 
写真 家 の ロ ナン ・ ド ノバ ン 
は 家 の 付 近 に 機材 を 設置 
し 、 撮影 を 行っ た 。 チン パ 
ンジ ー た ち は 1 週 間 毎 日 現 
れ た と いう 。 彼ら は 窓 に 映 
る 自分 た ちの 次 に 興味 を 覚 
え 、 興奮 し て いた よう だ 。 


下 
テディ ・ ア トゥ ハイ レ は 、 4 
歳 の と き に ムキ チャ ン ガ 村 
で チン パン ジー に 木 の 上 へ 
連れ 去ら れ た 。 17 歳 に な っ 
た 今 も 、 ア トゥ ハイ レ の 傷 
は 回 復 が 難し い 状 

女 は チン パン ジー に 興 わ れ 
て 頭 に 深い 傷 を 負い 、 受 は 
ひど く 折 られ た た め に 切断 
する し か な か っ た 。 
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プリ ン デ ィ の 住民 の 間 で も 時 度 は さま ざま だ 。 
威厳 の ある 老 婦人 リリ アン ・ テ ィ ン カ シミ レ の 家 
は 正面 に マン ゴー の 木 、 裏 に イチ ジ ク の 木 が あ 
る 。 ど ちら も チン バン ジー の 好物 だ 。 「 チ ン バ ン 
ジー は と て も 利口 で す 。 追 いか けた り し な けれ 
ば 友達 に な れ ま す 」 と 、 彼女 は 言う 。 所 有する 
森 の 多く を 守っ て きた 彼女 は 、 チン バン ジー の 
好き な よう に させ れ ば いい と いう 考え だ 。 

マク レナ ン は 住民 た ち に こう し た 寛大 き を も っ 
て も ら お うと 、 婚約 者 だ っ た 逆 ジ ャ ッ キ ー・ ロ ー 
エン と と も に 「 プ リン ディ の チン パン ジー と 地域 社 
会 プロ ジェ クト 」 を 発足 させ た (ロー エン は ウ ガ 
ンダ で マク レナ ン と の 仕事 を 続け て いた 2020 年 
初め に 、 肺 塞栓 症 で 亡くな っ た ) 。 この プロ ジェ 
クト で は 、 地元 の 人 た ちの 開発 を 支援 し た り 、 
チン パン ジー と 人 間 の 衝突 を 減ら す た め の 奨 
励 策 を 提供 し た り し て いる 。 た と えば 植林 を レ 
た 住民 へ の 学費 支給 や 、 森 を 伐採 せ ず に 木 
陰 で 栽培 で きる コー ヒー の 苗木 、 まき の 使用 量 
が 少な い コ ン ロ 、 女性 や 子ども が チン バン ジー 
と 同じ 水 場 を 使う の を 避け る た め の 井 戸 な ど 
だ 。 マ クレ ナン と ロー エン は 、 ブ リン ディ の チン 
パン ジー と 人 間 を 接触 きせ な いこ と が 、 争い を 
避け る 最良 の 方 法 だ と わか っ て いた 。 


チン パン ジー が も た ら す 危険 と 利益 


プリ ン デ ィ の 南西 に 位置 する ム ホ ロロ 近郊 の 
村々 で は 、 状況 が 異な る 。 ム ホ ロロ に 残さ れ た 
森 に 何 頭 の チン パン ジー が 生息 し て いる の か 、 
彼ら と 人 間 の 不幸 な 遭遇 が 次 に どこ で 起こ る 
の か 、 誰 に も わか ら な い 。 

キャ マジ ャ カ 村 か ら 歩 いて 30 分 の 場所 で 、 
写真 家 の ロ ナン ・ ド ノバ ン と 私 は 、 スワ リキ ・ カ ー 
ワ と 話し た 。 彼 の 息子 の トゥ ウェ シグ ォ ム (通称 
アリ ) は 、 2 歳 の 誕生 日 を 前 に し た 2016 年 に チ 
ン バ パン ジー に さら われ 、 地面 を 引き ずら れ た 揚 
ば げ 旬 に ひど く 殴 られ 、 命 を 落と し た 。 カー ワ の 
兄 で 村長 を 務め る モ ボ ワ ・ バ グマ ・ ケ シ が 彼 の 
代わ り に 事件 に つい て 語り 、 警察 の 報告 書 や 
検視 の 際 の 写真 を 見 せ て くれ た 。 

村人 た ち は チ ン バ ン ジー が 「 利益 を も た ら 
す 」 と 教え られ て きた と 、 ケシ は 冷や や か に 話 
す 。 チン バン ジー を 売り 物 に し た エコ ツー リズ ム 
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チン パン ジー は 村人 の 畑 
や 果樹 か ら ト ウ モ ロコ シ や 
マン ゴー、 パパ イア 、 そし 
て 、 好物 の ジャ ッ ク フ ルー 
ツ ( 写 真 ) を 取っ て いく 。 こ 
の 母子 が 属す る 22 頭 の 群 
れ は 、 川沿 い の 小さ な 森 
で 孤立 し て 暮らし て いる 。 


に よっ て 、 ム ホ ロロ 周辺 に 観光 客 が 訪れ る だ ろ 
うと 。 「 チ ン バ パン ジー は 利益 を も た ら す どこ ろか 、 
子ども た ち を 殺し て いる ん で す 」 と 彼 は 言っ た 。 

多数 の チン パン ジー が 生息 する プ ド ン ゴ な ど 
の 国立 保護 区 も UWA に と っ て は 悩み の 種 だ 。 
これ ら の 地域 は 違法 な 伐採 や 耕作 、 入植 に よっ 
て 環境 が 悪化 し て お り 、UWA は 国家 森林 庁 と 
連携 し て 厳し く 対 処し て いる 。 だ が 、 キャ マジ ャ 
カ の よう な 集落 で の チン バン ジー と 人 間 の 対立 
に 関し て は 、 UWA の 姿勢 も より 緩やか だ 。 ム ワ 
ンダ 長官 は 、 チ ナンパ ンジ ー が も た ら す 差し 迫っ た 
危険 と 潜在 的 な 利益 を 村人 た ち に 周知 する 取 
り 組み は 、 一 定 の 成果 を 上 げ て いる と 話す 。 キ 
ャ マジ ャ カ 村 で は 、 村長 を 務め る ノラ ・ ナ カン ワ ジ 


と いう 女性 が 、 解決 策 は チン パン ジー を 移動 き 
せる こと だ と 、 ド ノバ ン と 私 に 語っ た 。 「 殺す の で 
は な く 、 よそ に 移す の で す 」 と 。 


アフ リカ の チン パン ジー の 未来 


な ぜ チ ン バ ン ジー を 移動 きせ な い の か 、 よく 
和民 ね られ る と マク レナ ン は 話す 。 し か し 、 ウ ガ ン 
ダ の チン バン ジー の 生息 地 に は 、 どこ に も 「 空 
き 」 は な い 。 別 の チン パン ジー の 縄張り に 移せ 
ば 、 チン パン ジー 同士 の 争い が 起き る だ ろう 。 
第 二 の 選 択 肢 は 、 住民 を 守る た め に チン パン 

を 殺す と いう 恐ろし いも の 公式 な 政 
策 と し て は 、 誰 も これ を 支持 し な い だ ろ う 。 第 
三 の 選 択 肢 は 、 コー ヒー の 苗木 や まき の 使用 


量 が 少な い コ ン ロ 、 植林 の た め の 奨 励 金井 
戸 、 従 来 の も の に 代わ る 収入 源 と いっ た 対策 
や 、 忍 環 、 共感 な ど に 訴え る こと だ 

これ は 地域 的 な 問題 だ だ が 、 そ れ だ け に は と 
ど ま ら な い 。 ウガンダ が 抱え る ジレ ンマ は アフ リ 
カ 各 地 に いる チン バン ジー の 未来 を 予言 し て い 
る 。 キャ マジ ャ カ の よう な 村 が と て も 気の毒 に 思 
えた り 、 プリ ン デ ィ の よう な 町 が 極め て 重要 !【 
えた りす る の は 、 この 二 つ の 場所 に は すでに こ 
うし た 「 未来 」 が 訪れ て いる か ら だ 
筆者 の デビ ッ ド ・ ク アメ ン (David Quammen ) は 2013 年 8 月 
号 「 ラ イオ ン 生 と 死 の 平原 」 な ど を 担当 。 ロナ ン ・ ド ノバ ン 


(Ronan Donovan ) は 、 ウガンダ で 1 年 間 チ ン バ パン ジー の 調査 
を 行っ た 後 、 生物 学者 か ら 写 真 家 に 転じ た 。 


チン パン ジー に お び え る 日 々 13 
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米国 の 女性 が 参政 権 を 
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女性 参政 権 を 認め る 憲法 
修正 第 19 条 の 成立 が 確定 
し た 1920 年 8 月 18 日 、 運 
動 を 率い た アリ ス - ボ ポー ル 
は 首都 ワシ ント ン に ある 全 
米 女 性 党 本 部 に 一 枚 の 旗 
を 飾っ た 。 そ れ は 、 成 立 
に 必要 な 36 州 が 批准 する 
まで 、 一 つの 州 が 批准 す 
る た びに 、 星 を 一 つ 縫 いつ 
け て いっ た 旗 だ 。 


114 ペ ー ジ 

1. シ ャ ー リ ー・ チ ゾ ム (連邦 議 
会 議員 ) 2. フ ラン シス ・ エ レ 
ン ・ ワ トキ ンス ・ ハ ー バ ー( 女 性 
参政 権 活動 家 ) 3. ド ロレ ス ・ 
フエ ル タ ( 労 働 組合 リー ダー) 
4. ス テイ シー・ エ イブ ラム ス 
(政治 家 ) 5. ルク レシ ア ・ モ ッ 
ト ( 奴 隷 制 廃止 論者 ) 6. メア 
リー・ チ ャ ー チ ・ テ レル (教育 
者 ) 7. テ レー ズ ・A・ ジ ェ ン キ 
ンス (女性 参政 権 活 
ルー ス ・ ベ イダ ー・ ギ ンズ バ 
ー グ (判事 ) 9. ウィ ル ヘ ルミ 
ナ ・ ケ ケラ オカ ラニ ヌイ ・ ワ イ 
ド マ ン ・ ダ ウ セ ッ ト ( 女 性 参政 
権 運動 家 ) 10. シャ リス ・ デ 
ビッ ズ (連邦 議会 議員 ) 11 
バッ ツィ ー・ ミ ンク (連邦 議会 


議員 ) 12. キャ リー・ チ ャ ッ プ 
マン ・ キ ャ ッ ト ( 女 性 参政 権 活 
動 家 ) 13. ダ イア ン ・ ナ ッシュ 
(公民 権 活動 家 ) 14. アイ ダ ・ 
B・ ウ ェ ル ズ ( 公 民権 活動 家 ) 
15. アイ = ジェ ン ・ ブ ー( 労 働 
運動 家 ) 16. ダニ カ ・ ロ ー ム 
(バー ジニ ア 州 下院 議員 ) 17. 
スー ザン ・W・ ブ ルッ クス (連邦 
議会 議員 ) 18. ミ ラグ ロス ・ ペ 
ネッ ト ・ デ ・ ニ ュー トン (教育 
者 ) 19. サン ドラ ・ デ イ ・ オ コ 
ナー( 判 事 ) 20. エリ ザ ベ ス ・ 
ケイ ディ ・ ス タン トン (女性 参 
政権 活動 家 ) 21. ジ ネッ ト ・ ラ 
ン キ ン ( 連 邦 議 会 議員 ) 22. 
エド ナ ・ チ ャ ベス (活動 家 ) 23. 
ポー ラ ・ ギ ディ ング ス ( 歴 史家 ) 
24. ソ ジャ ナー・ ト ゥ ルー ス ( 奴 
隷 制 廃止 論者 ) 25. ジ ト カラ = 
サ ( 先 住民 人 権 活動 家 ) 26. 
バ ニア ・ マ イナ ー( 女 性 参 
政権 活動 家 ) 27. メイ ベル ・ 
ピン グ = フ ア ・ リ ー( 女 性 参政 
権 活動 家 ) 28. メア リー・ マ ク 
ラウ ド ・ ベ スー ン ( 活 動 家 ) 29. 
フレ デリ ッ ク ・ ダ グラ ス ( 
制 廃止 論者 ) 30. グロ リア ・ 
スタ イネ ム ( フ ェ ミ ニス ト ) 31. 
アリ ス ・ ポ ー ル (女性 参政 権 活 
動 家 ) 32. スー ザン ・B・ ア ン 
ソニ ー( 女 性 参政 権 活動 家 ) 
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心 の 声 が 届く まで 117 


シリ ー ズ 


女性 た ちの 世紀 


私 、 と うと う 
押し か け て 
ヌ 示 し た わ よ !] 


1872 年 11 月 5 日 、 ス ー ザ ン ・B・ ア ン ソ ニー 


は 友人 に 苑 て て 書い た 。 


この 日 、 アン ソニ ー は 3 人 の 姉妹 と 一 緒 に 、 
住ん で いた ニュ ー ヨ ー ク 州 ロ チェ スタ ー で 一 票 
を 投じ た 。 建国 か ら 100 年 近く が た ち 、 南北 
戦争 の 終結 か ら は 7 年 、 ア フリ カ 系 米国 人 男性 
に 参政 権 を 認め た 憲法 修正 第 15 条 の 成立 か 
ら は 2 年 が 過ぎ て いた が 、 当時 、 大 半 の 米国 
人 女性 に 参政 権 は 認め られ て いな か っ た 。 
ン ソ ニー は 拒否 され る の を 承知 で 投票 所 へ 行 
っ た 。 む し ろ 拒 人 否 き れる の が 狙い だ っ た 。 そ れ 
を 理由 に 許 訟 を 起こ す つ も やり だ っ た か ら だ 。 

押し の 強い 女性 参政 権 活動 家 と し て 地元 で 
有名 だ っ た アン ソニ ー は 、 我慢 の 限界 に 達し 
て いた 。 彼女 は 数 日 前 、 有権者 登録 が 行わ れ 
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て いた 近所 の 理 毅 店 へ 行く と 、 若い 役人 を 
し て 、 自分 た ちの 名 前 を 無理 や り 選 挙 人 名 簿 
に 載せ きせ た 。 そ れ が 思い が けず うま くい っ た 
た め 、 ほか の 女性 た ち に も 登録 を 呼 び か けた 。 

こう し て 、 ロチェスター で は 15 人 ほど の 女性 
が 投票 し た 。 「 これ か ら 、 ひと 騒動 ある で し ょ う 
ね 」 と 、 活動 家 仲 問 の エリ ザ ベ ス ・ ケ イデ ィ ・ ス 
タン トン に 宛て た 手紙 に アン ソニ ー は 書い た 。 
投票 で きた こと は 想定 外 だ っ た が 、 自分 の 挑戦 
的 な 態度 が 波紋 を 呼ぶ こと は 覚 域 し て いた 。 

2 週間 後 、 待ち に 待っ た 機会 が 訪れ た 。 自 
宅 の 去 関 先 に 、 礼儀 正しい 連邦 政府 の 職員 
が 、 ア ン ソ ニー を 速 捕 し に 来 た の だ 。 


=: 


ジェ ン キ ンス 


参政 権 を 求め て 闘っ た 
エリ ザ ベ ス ・ ケ イデ ィ ・ 
スタ ント ン の 玄孫 。 


エリ ザ ベ ス ・ ケ イデ ィ ・ ス タン 
トン と 同じ よう に 、 コ リー ン ・ 
ジェ ン キ ンス も 常に 将来 を 
見 据え て いる 。 男女 平等 
に 関す る 憲法 修正 条項 を 
長年 に わた っ て 支持 する 彼 


女 は 、 コ ネ テ ィ カ ッ ト 州 グリ 
ニッ チ で 町 議会 議員 を 務 
め 、 スタ ント ン の 名 を 冠 し 
た トラ スト を 共同 

た 。 トラ スト は 、 女性 参政 
権 運動 の 歴史 を 保存 し 、 


、 く 伝え る た め に ゆか り の 
々 を 集め て きた 。 また 、 
ュー ヨー ク 市 の セン トラ 

ル パ ー ク に 、 ス タン トン を は 
じ め と する 活動 家 た ちの 像 
を 建て る こと に も 尽力 し た 。 
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この 時 点 ま で に 、 女性 た ち は 参 政権 を 求め 
て 、 すでに 数 十 年 に わた り 運 動 を 続け て いた 。 
社会 に お ける 従属 的 な 役割 に 疑問 を 抱き 、 婚 
如 関 係 に お ける 女性 の 権利 の 向上 や 、 普通 
選挙 権 の 獲得 を 求め て きた の だ 。 家庭 や 地域 
か ら 踏 み 出 し 、 まとも な 女性 な ら 普通 行か な い 
よう な 場所 に 顔 を 出し 、 さま ざま な 人 が 集まる 前 
で 演説 する な ど 、 上 流 社会 の 女性 に ある まじ き 
行動 を 繰り 返し て いた 。 女 性 が 入る 余地 の な 
い 政 治 的 プロ モス に も 割っ て 入り 、 市 民 と し て 
認め られ る べき 選挙 権 を 主張 し 続け た 。 そ し 
て 、 国 中 の 政治 家 が 無視 で き な く な る と ころ ま 
で 、 女性 参政 権 の 問題 を 大 きく し た の だ 。 

だ が 、 女性 の 参政 権 が 米国 で 認め られ る ま 
で に は 、 さらに 50 年 近い 長い 道のり が 待っ て 


米国 史上 初 の 女性 下院 議長 で ある ナン シー・ 
ベロ シ は 全米 で 最も 影響 力 の ある 人 物 の 一 人 
だ し 、 ヒラ リー・ ク リン トン は 2016 年 の 大 統領 選 
の 一 般 投票 で 勝利 し た (選挙 人 獲得 数 で ドナ 
ルド ・ ト ラン プ に 敗れ 、 大 統領 の 座 を 逃す ) 。 
だ が 、 過去 は まだ 終わ っ て いな い 。 私 の 祖 
母 が 生ま れ た 当時 、 女性 に 参政 権 は な か っ 
た 。 米国 で は 現在 、 女性 が 人 口 の 519% 近く を 
占め る が 、 選挙 を 経て 公職 に 就く 女性 は 男性 よ 
り も は る か に 少な い 。 選 挙 権 を 制限 し と よう と す 
る 力も る 、 いま だ に 働い て いる し 、 米国 で は 女性 
の 大 統領 も 副 大 統領 も まだ 誕生 し て いな い 。 
政治 に お ける 平等 を 日 指し て 19 世紀 に 始ま っ 
た 運動 は 、21 世 紀 に な っ た 今 も 、 終わ る 兆し 
が 見 えて いな いと いえ る だ ろう 。 
参政 権 を 求め て 女性 た ち が 動 


2016 年 、 ヒラ リー・ ク リン トン は 


性 差別 的 な 言動 で 知ら れる 男性 候補 に 敗北 。 
女性 の 米国 大 統領 は まだ 誕生 し て いな い 。 


いた 。 性 別に よっ て 参政 権 を 拒む こと を 禁じ た 
意 法 修正 第 19 条 が よう や < く 成立 し た の は 、1920 
年 8 月 26 日 の こと だ 。 こ れ に よっ て 約 2700 万 人 
の 女性 が 選挙 権 を 手 に し た が 、 その 勝利 は 完 
全 な も の で は な か っ た 。 なぜ な ら 州 法 も 連邦 法 
も 、 人 頭 税 や 読み 書き 試験 な どの 条件 を 付け 
た り 、 公民 権 の 取得 に 民族 的 背景 に よる 障壁 
を 設け た りす る こと で 、 参政 権 を 制限 し た か ら 
だ 。 そ の た め 、 多く の 非 白 人 女性 に は 参政 権 
が 与え られ な いま まだ っ た 。 

参政 権 を 求め て 活動 し た 女性 た ち を 、 過去 
の 存在 と し て 片付け る の は 簡単 だ 。 白 黒 の 肖 
像 写真 の 中 で 堅 昔 し く ポ ー ズ を 取る 、 し か め 面 
の スー ザン ・B・ ア ン ソ ニー や 小 う る さそ うな エリ 
ザ ベ ス ・ ケ イデ ィ ・ ス タン トン 、 長い スカ ー ト を は 
き 、 古臭い 帳 を 掲げ て 行進 する 女性 た ちの イメ 
ー ジ に は 隔世 の 感 が ある 。 何 し ろ 今 で は 、 米 
国 で 投票 する の は 男性 より も 女性 の 方 が 多い 。 


き 出し た の は 1848 年 。 発端 の 一 
部 は 、 裕 福 な 名 家 の 出身 で 、 社 交 
的 な 女性 だ っ た スタ ント ン が 、 制約 
の 多い 暮らし に 強い いら 立ち を 覚 
えた こと に ある 。 彼女 は 、 夫 の 健 
康 上 の 理由 か ら 、 ニ ュー ヨー クタ ク 州 
の セネカ フォ ー ル ズ と いう 小さ な 町 
に ボス トン か ら 引 っ 越し て きた 。 奴 
隷 制 廃止 論者 だ っ た 夫 は 、 彼 女 
と 3 人 の 息子 を 家 に 残し て 、 制度 廃止 を 訴え て 
州 内 を 飛び 回 る よう に な っ た 。 ス タン トン は 子 ど 
も た ち を 愛し て いた が 、 女性 に 課せ られ た 数 々 
の 制約 に 腹 立 た し さ を 感じ て いた 。 「 精神 的 に 
飼え て いま し た 」 と スタ ント ン は 後に 記し て いる 。 


ある 女性 の 不満 が 運動 へ 発展 


ある 日 、 有 名 な クエ ー カ ーー 教徒 の 奴隷 制 廃 
止 論者 で ある ルク レシ ア ・ モ ッ ト が スタ ント ン の 住 
む 町 を 訪れ た 。 スタ ント ン は モッ ト に 会 う チ ャ ン 
ス を 逃さ き な か っ た 。 二 人 は 数 年 前 に 、 Per 
で 行わ れ た 奴隷 制 反対 の 集会 で 顔 を 合 
て いた 。 hr 
な が ら 、 ス タン トン は 「 積 年 の 不満 を 吐露 し た 」 
と 書い て いる 。 「 そ の 勢い が あま り に 激しく 、 色 
り が 強かっ た た め 、 私 自身 も 、 そ の 場 に いた 人 
た ち も 、 現状 を 変え る た め に どん な こと で も や る 
し か な い 、 と 奮 い 立 ち まし た 」 


ペー ジ 写 真 : CHIP SOMODEVILLA. GETTY IMAGES (ペロ シ 、 ミク フル スキ) : STAN WAYMAN (ニン フ ) 
MARK KAUFFMAN( ス ミス )、 LIFE PICTURE COLLECTIONYGETTY IMAGES: MPMGETTY IMAGES (ラン キン ) 


x 増え る * 


性 議員 


100 年 の 変遷 


1789 年 の 設立 以来 、1 万 2000 人 以上 が 米 連 邦 議 
会 の 議員 を 務め て きた が 、 その うち 女性 は わずか 
366 人 。 現在 の 連邦 議会 に お ける 女性 議員 の 割合 は 
249% で 、 史 上 最も 高い が 、 世 界 的 に 見 る と 中 程度 だ 。 


グラ フィ ッ ク = モニ カ ・ セ ラー ノ 


政党 連邦 議会 
較 民主 旬 上 院 
較 共和 党 下院 
画 その 他 
: 
4 ど ゴ 
ジネット ・ ラ ン キ ン マー ガレ ッ ト ・ チ ェ イ ス ・ ス ミス 
(共和 党 / モ ンタ ナ ) (共和 党 ノ メー ン ) 
連邦 議会 初 の 女性 議員 。 上下 両 院 で 議員 を 務め た 
モン タナ 州 で は 、 志 法 修正 最初 の 女性 で あり 、 主 要 政 
第 19 条 が 成立 する 前 か ら 、 党 の 大 統領 指名 侯 補 争 い 
に 名 を 連ね た 最初 の 女性 。 


女性 に 参政 権 が あっ た 。 
1 20 人 
G7%) 

意 法 修正 第 19 条 が 1920 

年 に 成立 し 、 す べ て の 

米国 人 女性 に 選挙 権 が 

与え られ た 。 

1 人 

(女性 議員 の 
割合 :02%) 


し _I 
第 65 議 会 第 70 
1917-19 年 


第 75 


第 80 
1947-49 


第 85 


男性 


1967-69 


132 人 
ナン シー・ ベ ロ シ 
(民主 党 プ カリ フォ ルニア ) 
女性 と し て 初め て 下院 議長 
に 就任 し た と き 、「 大 理 石 
の 天井 を 突き 破っ た 思い で 
し た 」 と ベロ シ は 語っ た 。 


116 人 
(21.4%) 


バー バラ ・ ミ クル スキ 
(民主 党 / メ リー ラン ド ) 
女性 議員 と し て 最長 の 在 
職 記録 を も つ 。 下院 で 10 
年 間 、 上 院 で 30 年 間 務 め 、 
2017 年 に 引退 し た 。 


第 116 回 議会 の 
女性 議員 の 
政党 別 割 合 

民主 党 
81.8% 


バッ ツィ ー・ ミ ンク 
(民主 党 / ハ ワイ ) 

白人 以外 の 女性 と し 
て 、 また アジ ア 系 米国 
人 女性 と し て 初め て 、 
下院 議員 に 選ば れ た 。 


第 9O 征 95 第 10O 


1987-89 


第 105 第 11O 第 116 


2019-2021 


71.9% 


女性 の 高い 投票 率 

1980 年 の 大 統領 選 で 保守 派 が 
勝利 し て 以降 、 女性 の 投票 率 が 
男性 より 高く な り 、 女性 の 大 半 が 
民主 党 を 支持 する よう に な っ た 。 


1980 


1992 2008 


LAWSON PARKER. 出 護 : CENSUS: CENTER FOR AMERICAN WOMEN AND POLITICS: HISTORY. ART & ARCHIVES. U.S_HOUSE DF REPRESENTATIVES。 


プラ フ の 数 字 に は 、 議決 権 を 有 さ な い 代表 者 も 念 ま れる 。 


(女性 議員 の 
割合 :24.4%) 


スタ ント ン が まず や ら な けれ ば な ら な か っ た の 
は 、 米 国史 上 初 と な る 、 女性 の 権利 を 訴え る 
会 議 の 開催 だ っ た 。 し か し 、 ス タン トン ら に は 、 
准 備 期間 が 10 日 ほど し か な か っ た 。 活動 家 と 
し て 豊富 な 経験 を も つ モ ッ ト が 、 そ れ 以 上 長く 
は 滝 在 で き な か っ た た め だ 。 

スタ ント ン ら は 会 議 で 方 針 を 表明 し 、 承認 を 
得る た め の 宣 言 を 起草 し た 。 これ は 、 米国 が 
英国 か ら 独 立 し た 際 の 「 独立 宜 言 」 を 手 本 に し 
た も の で 、 女性 を 米国 に 、 男性 を 英国 に 見 立 
て て 、 女性 の 権利 が 極め て 少な いこ と を 放 え 、 
男性 は 女性 に 対し て 専制 的 だ と 非難 し た 。 た 
と えば 、 茎 婚 女性 は 夫 か ら 独 立 し た 法 的 権利 
を も た ず 、 財産 の 所 有 を 人 否定 され 、 自分 で 稼い 
だ 金 も 自 由 に で き な か っ た た め 、 存在 し な いも 


いか と 懸念 し た が 、 最終 的 に 決議 は 採 羽 さ れ 、 
米国 人 女性 に よる 参政 権 運動 が 始ま っ た 。 
18 年 後 の 1866 年 、 ニ ュー ヨー タク 市 で 開か 
れ た 、 第 11 回 全米 女性 の 権利 会 議 に 、 詩人 
で 小説 家 の フ ラン シス ・ エ レン ・ ワ トキ ンス ・ ハ ー 
バー が 登壇 し た 。 彼 女 は 壇上 で 、 夫 の 死後 、 
夫 奏 の 財産 が 残ら ず 取 り 上 げ ら れ た こと な ど 、 
女性 と し て 受け た 不当 な 扱い に つい て 語っ た 。 
また 、 アフリカ 系 米国 人 と し て 受け て きた 不正 
に つい て も 詳し く 話し た 。 
聴衆 の 大 半 を 占め て いた の は 白人 女性 だ っ 
た 。 彼女 た ち は ハ ー バ ー が 路面 電車 や 列車 
の 中 で 受け た 修 辱 的 な 扱い を 知っ て 駒 慢 し た 。 
多く の 黒人 女性 に と っ て 、 女性 と し て の 権利 と 
アフ リカ 系 米国 人 と し て の 権利 は 、 切り 離し て 
考え られ な いも の で あり 、 両 者 の 


「 参 政権 と いう 神聖 な 権利 を 
自分 た ちの 手 で 勝ち 取る こと は 、 
この 国 の 女性 の 責務 で ある ] 


同然 だ と 訴え た 。 多 く の 大 学 が 女性 に 門戸 を 
閉ざし 、 職 に 就く 機会 も ほとん ど な か っ た 。 男 
性 は 「 あ ら ゆ る 手段 を 講じ て 女性 の 自信 を 砕き 、 
自尊 心 を 傷つけ て 男性 に 頼っ て 生き る し か な い 
よう に 仕向 け て きた 」 と 宮 言 は 述べ た 。 

この 宣言 に は 、 さま ざま な 分 野 で 女性 の 平 
等 を 要求 し て いく と いう 決議 が 添え られ て いた 。 
だ が 、 スタ ント ン は 政治 的 な 力 を も た な いこ と に 
は 単なる 嘆願 で し か な いこ と を 知っ て いた 。 女 
性 に 必要 な の は 参政 権 だ っ た 。 そ こ で 決議 に 
こう 加え る こと に し た 。 「 参政 権 と いう 神事 な 権 
利 を 自分 た ちの 手 で 勝ち 取る こと は 、 この 国 の 
女性 の 責務 で ある 」 

2 日 間 に わ た る 会 議 に は 数 百人 が 参加 し た 。 
約 100 人 が 宣言 に 署名 し た が 、 決議 に 参政 権 
の 獲得 が 盛り 込ま れ た こと に 抵抗 を 感じ る 者 も 
多かっ た 。 モッ ト は 参政 権 ま で 要求 する と 、「 運 
動 に 関わ る 者 は 非常 識 ] だ と 思わ れる の で は な 
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権利 は 同列 に 扱わ れる べき だ と 、 
ハー バー は 強 く 訴 えた 。 「 私 た ち 
は お 互い 固く 結び つい て いま す 」 
と ハー バー は 述べ た 。 「 人 類 と い 
う 、 大 き な 一 つの くく り の 中 で 」 
その 後 し ば らく の 間 、 女性 活動 
家 と 黒人 活動 家 は 協力 し 合っ た 。 
そもそも 女性 参政 権 の 運動 は 、 モ 
ッ ト や スタ ント ン の よう に 、 黒人 と 女 
性 の 両方 の 問題 に 取り 組ん で いた 奴 緑 制 廃止 
論者 た ち が 始 め た も の だ 。 米 国民 と し て 完全 
な 公民 権 を も ち た いと いう 共通 の 願い に お い 
て 、 両者 は 団結 し て いた 。 だ が 南北 戦争 が 終 
わる と 、 どちら の 権利 を 優先 し て 求め て いく か 
を めぐ っ て 、 両者 の 問 に 亀裂 が 生じ 始め る 。 


男性 だ け に 与え られ た 選挙 権 


参政 権 を 求め る 女性 は 、 制限 の な い 普 通 選 
挙 権 を 求め て いた 。 「 一 人 ひと り の 市 民 の 声 が 
政府 に 届か な い 限 り 、 いか な る 国 の 過去 に も 未 
来 に も 、 平和 は 訪れ な い 」 と スタ ント ン は 宣言 し 
た 。 だ が 、 投票 で きる 人 を 制限 する 権限 を 手 放 
そう と し な い 州 は 多かっ た 。 その た め 、 南北 戦 
和 争 後に 成立 し た 、 黒人 の 権利 を 規定 する 憲法 
修正 第 14 条 と 第 15 条 で は 、 州 が 有権者 の 権 
利 を 奪う こと を 禁じ る と と も に 、 選挙 権 を 有する 
の は 男性 で ある こと が 初め て 明記 され た 。 


2 妥 一 


公民 権 や 参政 権 の 獲得 を 
目指 し て 活動 し た アイ ダ ・ 
B・ ウ ェ ル ズ の ひ孫 。 


アイ ダ ・B・ ウ ェ ル ズ の 未 の 
子ども だ っ た ダス ター の 祖 
母 は 、 母親 が 「 来 る 日 も 来 
る 日 も 闘っ て いる 」 の を 見 
て 、「 げ ん な り し 、 や る 気 
を 失っ た 」 と 言っ て いた と 


いう 。 そ の 結果 、 祖母 は 
運動 に 背 を 向け た が 、 ダ 
スタ ー は 活動 家 の 道 を 選 
ん だ 。 作 家 や 教育 者 で も 
ある 彼女 に は 、 ウェ ルズ に 
関す る 著書 が 2 冊 あ る 。 ゆ 


か り の 深い シカ ゴ に 、 ウェ 
ルズ 念 碑 を 建て る た 
め 、 中 心 と な っ て 資金 を 集 
め 、 緊 華 街 の 大 通り に ウ 
ェ ル ズ の 名 前 を 付け る 働 
きか け を 行っ て きた 。 
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1917 年 1 月 、 参政 権 を 求 
め る 女性 た ち が 週 に 6 日 、 
無言 で ホワ イト ハウ ス の 前 
に 立つ よう に な り 、 無言 
の 番 兵 」 と 呼ば れ た 。 女性 
に 参政 権 を 与え る 憲法 修 
正 案 を 支持 し な い ウ ィ ル ソ 
ン 大 統領 に 方 針 転換 を 人 迫 
る 作戦 だ っ た 。 彼 女 た ち 
は 通行 人 か ら 嫌 が ら せ を 
受け 、 逮捕 ・ 収 監 さ れ た 
が 屈し な か っ た 。 
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スタ ント ン と アン ソニ ー は 、 参 政権 の 拡大 を 
定め た 修正 第 15 条 を 支持 する こと を 拒ん だ 。 
な ぜ な ら 、 そこ で 取り 除 か れ た 障壁 は 、 性 別 で 
は な く 人 種 だ っ た か ら だ 。 スタ ント ン は 、 誰が 見 
て も 米国 生ま れ の 白人 で ある こと が 明らか な 
「 裕 福 で 教養 の ある 女性 た ち 」 を 差し 置い て 、 
時 人 や 新参 の 移民 の 男性 に 参政 権 を 与え る 
の か と 、 公然 と 非難 し た 。 

参政 権 を 求め る 白人 女性 が 、 全員 、 そう し 
た 立場 を 取っ た わけ で は な い 。 1868 年 に 成立 
し た 修正 第 14 条 を チャ ンス と 考え る 活動 家 た 
ち も い た 。 そ こ に は 「 合 衆 国内 で 生ま れ た 者 、 
また は 帰化 し た すべ て の 者 」 に 公民 権 が ある と 
書か れ て いて 、 南北 戦争 後に 解放 され た 奴隷 
も 含ま れ て いた 。 公 民権 に は 当然 、 参政 権 も 
含ま れる と いう 主張 を 掲げ 、1870 年 代 初頭 に 
アテ アンソニー を は じ め 、 数 百人 の 女性 が 各地 の 
投票 所 に 行っ た が 、 投票 で きた 人 も いれ ば 、 で 
き な か っ た 人 も いた 。 

章 法 修正 第 14 条 を 根拠 と する 、 選挙 権 の 
行使 を 目指 す 試 み の な か で 最も 意義 深い も の 
は 、 1872 年 に ミズ ー リ 州 セ ント ルイ ス で 選挙 人 
登録 を し よう と し た バー ジニ ア ・ マ イナ ー の 挑戦 
だ っ た 。 同 州 の 女性 参政 権 運動 の リー ダー だ 
っ た 彼女 は 、 登録 を 拒否 され る と 、 担当 し た 選 
挙 管 理 委員 を 訴え た 。 正確 に 言う と 、 女性 に 


は 、 合衆国 憲法 は 誰 に も 参政 権 を 与え て いな 
いと いう 判決 を 下 し た の だ 。 


パレ ー ド 、 デモ … 女性 た ちの 闘い 


約 40 年 後 の 1913 年 、 過激 派 と し て 知ら れ 
た 白人 の 若手 活動 家 ア リス ・ ポ ー ル が 、 ウッ ド 
ロー・ ウ ィ ル ソン 大 統領 の 就任 式 前 日 に 、 首都 
ワシ ント ン で 参政 権 を 求め る パレ ー ド を 企画 し 
た 。 後 に 全米 女性 党 の 党首 と な る 彼女 は 、 参 
政権 運動 を 全米 に 広め て いく つも り だ っ た 。 そ 
の た め に は 、 南部 の 白人 女性 か ら の 支持 を 獲 
得する 必要 が あっ た た め 、 黒人 女性 活動 家 の 
存在 を あま り 表 に 出 き な い 策 を と っ た 。 

ポー ル ら 白人 活動 家 の 方 針 に 異議 を 唱え た 
の が 、 イリ ノイ 州 シ カゴ 在住 の ジャ ー ナ リス ト で 
公民 権 運動 の リー ダー だ っ た アイ ダ ・B・ ウ ェ ル 
ズ だ 。 南 部 テネシー 州 で リン チレ よう と する 群 
衆 に 立ち 向かっ た 経験 を も つ 彼女 は 、 アフ リカ 
系 米国 人 女性 の 参政 権 を 求め る 団体 を 、 全米 
で 初め て シカ ゴ に 立ち 上 げた 人 物 だ 。 同 州 で 
は 女性 参政 権 運 動 の 第 一 人 者 と し て 知ら れ で て 
いた が 、 パ レー ド の た め に 首都 に 到着 し た 際 、 
同 州 代表 団 の 一 員 と し て で は な く 、 ほか の 黒 
人 女性 と 一 緒 に パレ ー ド の 最後 尾 を 歩く よう に 
と 言わ れ た 。 ウ ェ ル ズ は その 指示 を 突っ ぱ ね た 。 
「 イ リノ イ 州 の 旗 の 下 で 行進 する の で な けれ 

ば 、 私 は パレード に 参加 し ませ ん 」 


「 裕 福 で 教養 の ある 女性 た ち ] を 


差し 置い て 、 黒人 や 新参 の 移民 の 男性 に 
参政 権 を える の か と 、 公然 と 非難 し た 。 


は 誠 訟 を 起こ す 法 的 権利 が な か っ た た め 、 彼 
女 の 夫 が 代わ り に 訴え た 。 マイ ナー の 主張 は 、 
ミズ ー リ 州 は 選挙 権 を 含む 彼女 の 公民 権 に 制 
限 を 加え る こと に より 、 坪 法 修正 第 14 条 に 培 反 
し た 、 と いう も の で あり 、 その 訴訟 は 連邦 最高 
裁判 所 まで 争わ れ た 。 

だ が 、 結果 は 衝撃 的 な も の だ っ た 。 最 高裁 
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と 彼女 は 言っ た 。 そ の 声 は 震 え て 
いた が 、 表 情 は 毅 狼 と し て いた と 、 
当時 の 新聞 は 伝え て いる 。 

バ パレード が 始ま っ た と き 、 そこ に 
ウェ ルズ の 姿 は な か っ た 。 だ が 途 
中 で 、 彼女 は 群衆 の 間 か ら 現れ 
て イリ ノイ 州 の 列 に 加わ っ た 。 誰 
も 追い 出す こと は な か っ た 。 そ の 
年 の 後半 に 同 州 が 女性 に 参政 権 
を 認め た 際 、 ウェ ルズ は アフ リカ 系 住民 に 選挙 
人 登録 を する よう 働き か け 、 シカ ゴ 初 の 黒人 市 
会 議員 の 誕生 に 一 役 買 っ た 。 

最初 の パレ ー ド が 行わ れ た 1913 年 3 月 当 
時 、 女性 に 参政 権 を 認め て いた の は 西部 の 九 
つの 州 だ っ た が 、 イリ ノイ な どの 数 州 で も 参政 
権 の 獲得 は 目前 だ っ た 。 議 員 た ち は 女性 有 権 


者 の 声 に も 応え な けれ ば な ら な く な っ て いて 、 
憲法 修正 に 向け 、 機 は 吉 し つつ あっ た 。 

だ が 、 ウィ ルソン 大 統領 は 女性 参政 権 に あま 
り 関心 を 示さ な か っ た 。 1916 年 に 彼 が 再選 さき 
れる と 、 ポー ル は 圧力 を 強め る 。 活動家 た ち に 
呼び か け 、 ホワ イト ハウ ス の 前 に 無言 で 立つ こ 
と に し た の だ 。 「 大 統領 、 女性 参政 権 の た め に 
何 を し て くれ ます か ?」 や 「 女 性 は 


作 を 起こ し た が 、 医師 に 診 て も ら え な か っ た 。 

1917 年 11 月 末 ま で に 、 こう し た 扱い が 報道 
きれ る と 、 世論 が 女性 た ち に 味方 する よう に な 
り 、 彼 女 た ち は 釈 放さ れ 、 起 斬 は 取り 下げ られ 
た 。 そ し て 、 上 下 両 院 で 女性 参政 権 を 認め る 
修正 第 19 条 が 提案 され 、 ウィ ルソン 大 統領 も 
娘 た ち に 論 さ れ て 考え を 変え て いく 。 


自由 を 手 に 入れ る た め に 、 いつ ま 
で 待た な けれ ば な ら な い の で し ょ 
うか ?」 と 書か れ た 帳 が 掲げ られ 
た 。 デモ 参加 者 は 「 無言 の 番 兵 」 
と 呼ば れ 、 当初 は 好奇 の 目 で 見 ら 
れ た 。 こ の よう な 形 で 大 統領 に 抗 
議 し た 人 は いな か っ た か ら だ 。 

1917 年 4 月 に 米国 が 第 1 次 世 
界 大 戦 に 参戦 する と 、 暴 力 的 な 
空気 が 漂い 始め る 。 政 府 に 異 を 唱え る こと は 、 
皿 誠心 に 欠け る と 見 な され 、 人 々 は デモ 参加 
者 の 手 か ら 帳 を 奪い 、 只 を 吐き か けた 。 群 秒 
が 彼女 た ち を 近く の 全米 女性 党 本 部 まで 追い 
立て た こと も あり 、 本 部 の バル コニー か ら 引 きず 
り 降ろ され そ うに な っ た 女性 も いた 。 

警 欠 は デモ に 参加 する 女性 を 守る どこ ろか 、 
交通 妨害 で 逮捕 し た 。 アリ ス ・ ポ ー ル に 至っ て 
は 、 デモ に 向かっ て 歩い て いた と いう だ け で 示 
捕 き れ た 。 大半 の 女性 は バー ジニ ア 州 に ある 
軽犯罪 者 用 の オ コ ク アン 教 護 院 に 収 黄 さ れ た 
が 、 ポ ー ル は ワシ ント ン に ある 刑務 所 の 独房 に 
入れ られ た 。 彼女 は 3 週間 に わた る ハン ガー ス 
トラ イキ を 行っ た が 、 ら れ 、 算 か ら チ ュー ブ で 
流動 食 を 無理 や り 入 れ ら れ た 。 「 刑務 所 の ギャ 
ノン 医師 は 本 当 に 怖かっ た 。 彼 の 診察 時 間 が 、 
心底 、 恐 怖 で し た 」 と 、 後 に ポー ル は 語っ た 。 

オ コ ク アン の 状況 も ひど か っ た 。 15 人 の 女性 
が ハン ガース トラ イキ を し 、 何人 か が 強制 的 に 
栄養 を と ら さ れ た 。 「 胃袋 に 直接 、 食べ 物 を 入 
れ ら れる と 、 負 の 球 を 詰め 込ま れ た よう に 感じ ま 
し た 」 と 、 リ ー ダ ー 格 の ルー シー・ バ ー ン ズ は 語 
っ て いる 。 「 惑 怖 の 夜 」 と 後に 呼ば れる 晩 に は 、 
バー ンズ は 一 晩 中 、 監 房 の ドア に 手錠 で つ な 
が れ 、 ほか の 女性 た ち は 看 守 に 鉄製 の ベッ ド 
や ベン チ に た た きつ けら れ た 。 一 人 が 心臓 発 


1920 年 の 憲法 修正 第 19 条 の 成立 は 、 
限定 的 な 勝利 だ っ た 。 多く の 非 白 人 に は 
男女 を 間 わ ず 、 障壁 が まだ 残っ て いた 。 


修正 第 19 条 の 批准 が 成立 する まで に は 1 年 
以上 か か っ た 。 1920 年 8 月 18 日 に 南部 の テ ネ 
シー 州 が 批准 し て 、 成立 が 決ま っ た も の の 、 そ 
れ は 限定 的 な 勝利 だ っ た 。 女 性 た ち は 70 年 
以上 に わた っ て 参政 権 を 求め 、 よう や くそ れ を 
手 に 入れ た が 、 南部 の 黒人 女性 に は 、 と て も 
乗り 越え られ な いよ うな 障害 が 、 まだ いく つも 立 
ち は だ か っ て いた の だ 。 先住 民 は 男女 を 問わ 
ず 、1924 年 まで は 米国 民 と し て 認め られ て い 
な か っ た 。 中 国 系 米国 人 が 参政 権 を 得 た の は 
1943 年 だ 。 多 く の 少 数 民族 出身 の 女性 に と っ 
て 、 真 の 変化 が 訪れ た の は 、1965 年 に 連邦 
議会 で 投票 権 法 が 可決 され た と きだ っ た 。 


全米 初 、 女性 が 過半 数 の 州 議会 


女性 の 参政 権 が 認め られ て 98 年 後 の 2018 
年 、 ネ バダ 州 で 米国 史上 初め て 、 女 性 議員 が 
過半 数 を 占め る 州 議 会 が 誕生 し た 。 民主党 の 
州 上 院 議員 ニコ ル ・ カ ニ ツ ァ ロ に よる と 、 それ は 
意図 きれ た も の で は な く 、 民主 と 共和 の 両 党 が 
優秀 な 候補 者 を 探し た 結果 だ と いう 。 「 私 た ち 
は 候補 者 を 選ぶ に 当たっ て 、 男性 か 女性 か は 
意識 せ ず に 、 その 人 の 経験 と 能力 、 そ れ に 実 
行 力 を 評価 する よう に し た の で す 」 と カニ ツァ ロ 
は 言う 。 彼 女 は ネバ ダ 州 史上 初め て 、 州 議 会 
上 院 で 多数 党 院 内 総務 を 務め る 女性 と な っ た 。 
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首都 ワシ ント ン に ある ハ ワ 
ー ド 大 学 に 在籍 する 彼女 
は 今年 、 大 統領 選 で 投票 
で きる 年 齢 に 達する 。 若 
いな が ら 、 カリ フォ ルニア 
州 リ バー サイ ド で 投票 
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進 運 動 に 長年 取り 組み 、 
若者 に 社会 参加 を 促す プ 
ログ ラム を 開発 し て きた 。 
彼女 が 伝え た い の は 選挙 


選挙 で 代表 を 


で きま す 。 せっ か く 選 挙 権 
が 与え られ て いる の に 、 投 
票 と いう 形 で 自分 た ちの 
意見 を 表明 し な けれ ば 、 
政治 力 を 放棄 し で 


この よう な 成果 が 達成 きれ る まで に は 、 長い 
歳 月 が か か っ た 。 「 女 性 参政 権 の 運動 は 、 女 
性 議員 を 増やす こと に は 、 あま り 力 を 入れ て き 
ませ ん で し た 」 と 、 女性 参政 権 の 歴史 に つい て 
詳し い 歴史 家 の エ レン ・ キ ャ ロ ル ・ デ ュ ボ イス は 
話す 。 1920 年 に 修正 第 19 条 が 成立 し た 後 、 
女性 参政 権 の 活動 家 た ち は 、 黒人 の 地位 向 
上 や 労働 者 運動 、 平 和 運 動 と い 


6600 万 票 近 く を 獲得 で きた の も 、 女性 の 支援 
が あっ た か ら だ ろう 。 と も に 民主 党 だ 。 

一 方 、 共 和 党 は 相当 後 れ を 取っ て いて 、2018 
年 の 選挙 で 女性 議員 の 数 を 減ら し た 。 下 院 の 
共和 党 議 席 196 の うち 、 女性 が 占め る の は 13 
議席 に と どまり 、 民主 党 の 88 議 席 と 差 が ある 。 
また 、 上 院 の 全 女 性 議員 26 人 の 内 訳 は 、 民主 


っ た 、 ほか の 問題 に それ ぞ れ 関わ 
っ て いく 。 そ し て 、 こう し た 運動 や 
戦争 で て ネル ギー を 使い 果たし た 
多く の 女性 が 、 政治 的 な 活動 か 
ら 離 れ て いっ た の だ 。 

女性 議員 が 増え 始め た の は 、 
党 任 せ で は 女性 候補 者 の 募集 や 
資金 集め は 進ま な いこ と に 女性 た 
ち が 気 づい て か ら だ 。 その た め に 
は 、 自 分 た ち で 組織 を つく る 必要 が あっ た 。 

「 私 た ちの 支持 する 候補 者 を 当選 させ る の 
が 難し く て 、 本 当 に 腹 立 た し く 思い まし た 」 と 、 
1985 年 に 「 エ ミリ ー ズ ・ リ スト 」 と いう 団体 を 立ち 
上 げた エレ ン ・ マ ルコ ム は 話す 。 こ の 団体 は 、 
在 娠 中 絶 権 に 賛成 する 民主 党 の 女性 党員 を 
議会 に 送り 込む こと を 目指 し て いる 。 これ まで は 
政治 基盤 も 実績 も ある の に 、 選 挙 資金 を 十分 に 
集め られ な い 女 性 候補 者 が 何人 も いた と いう 。 

そこ で エミ リー ズ ・ リ スト は 寄付 金 を 集め て 候補 
者 を 支援 し て いる 。 団 体 名 の エミ リー(EMILY ) 
と は 、「 早期 の 資金 投入 は 酵母 上 画 の よう な 働き 
を する 」 と いう 意味 の 英語 の 頭 文 字 を つなげ た 
も の で 、 選挙 戦 を パン 作り に た と え 、 早い 段階 で 
資金 (酵母 菌 ) を 投入 すれ ば 、 パン 生地 が 膨 ら 
むように 、 寄付 金 が 多く 集まる よう に な る と いう 選 
挙 戦 で の 資金 調達 の 鉄則 を 言い 表し て いる 。 


政治 に 署 く 女性 た ちの 声 


こう し た 動き に 後押し きれ て 当選 する 女性 政 
治 家 も いる 。 2018 年 の 連邦 下院 選挙 で 初 当選 
し た 「 ザ ・ ス クア ッ ド 」 と 呼ば れる 民主 党 の 4 人 
の 女性 議員 も そう で 、 多様 な 民族 的 背景 を も 
つり ベラ ル 派 と し て 注目 を 集め て いる 。 また 、 ナ 
ン シ ー・ ベ ペロ シ が 女性 初 の 連邦 下院 議長 に な 
れ た の も 、 ヒ ラリ ー・ ク リン トン が 大 統領 選 で 


政治 の 場 で 、 性 的 虐待 や 妊産婦 の 死亡 、 
最低 賃金 と いっ た 問題 が 議論 され る よう 、 


女性 た ち は 声 を 上 げ て きた の だ 。 


党 が 17 人 な の に 対し 、 共和 党 は 9 人 だ 。 

政治 の 場 に 女性 が 多く いる こと は 重要 だ 。 
修正 第 19 条 が 可決 され 、 女性 が 投票 する よう 
に な っ て 間 も な い 1921 年 、 運 邦 議会 は 母子 保 
健 事業 に 政府 資金 を 出さ せる 法律 を 成立 きせ 
た 。 前例 の な い 法 案 だ っ た が 、 女性 参政 権 の 
活動 家 た ち が 議 員 に 働き か けた の だ 。 

参政 権 を 求め て 関 っ た 女性 た ちの 望み は 、 
社会 に よっ て 割り 当て られ て きた 従属 的 な 立場 
か ら 、 自由 に な る こと だ っ た 。 現代 の 女性 が 政 
治 に 関わ る べき 理由 と し て 、 多く の 女性 が 依然 
と し て 旧来 の 役割 を 担っ て いる 現状 を 挙げ る の 
は 、 インデ ィ ア ナ 州 選出 の 共和 党 議 員 ス ー ザ 
ン ・W・ ブ ルッ クス だ 。 彼女 は 2017 年 か ら 19 年 
まで 、 女性 の 問題 に 関す る 超 党 派 の 委員 会 で 
共同 議長 を 務め て いた 経歴 を も つ 。 

「 女 性 は 家族 の 健康 管理 を 担う こと が 多く 、 
高齢 者 の 介護 や 親 の 世話 へ の 責任 も 負い 、 子 
育て の 基本 的 な 仕事 を 任 さ れる こと も 多い で 
す 」 と プル ックス は 語る 。 「 だ か ら こ そ 、 聞 いて も 
ら う べき 声 が ある の で す 」 口 


筆者 の レイ チェ ル ・ ハ ー テ ィ ガ ン (Rachel Hartigan ) は 、 英 語 
版 編集 部 の ライ ター。 肖像 写真 を 多く 手がけ る セレ スト ・ ス ロ 
ー マ ン (Celeste Sloman ) は この 記事 で 本 誌 初 登場 。 フォ トイ 
ラス トレ ーション を 担当 し た ジョ ハン ナ ・ グ ッ ド マン (Johanna 
Goodman ) は ニュ ー ヨ ー ク 市 を 拠点 に 活動 し て いる 。 
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身近 に 感じ る 昆虫 の 激減 

5 月 号 の 特集 「 昆 中 た ち は ど こ に 
消え た ?」 を 読み まし た 。 京都 市 内 
か ら 山 あい の 田舎 に 移住 し て 20 余 
年 に な り ます 。 当時 は 、 夜 に な る と 
部 屋 の 明か り に 誘わ れ て カブ トム シ 
や クワ ガタ ムシ が 網戸 に 寄っ て きま 
し た が 、 年 々 そう し た 光景 が 見 られ 
な く な っ て きま し た 。 ツバ メ の 飛来 
数 も 少な く な っ た と 感じ て いま す 。 
虫 は 嫌 わ れ 者 に な り が ち で す が 、 
人 知れ ず 働 く 彼ら の 役割 の 大 き さ 
を 知れ ば 、 地球 の ある べき 姿 に つ 
いて も 考え させ られ る は ず で す 。 


田口 恭 
京都 府 南 丹 市 55 歳 


昆虫 を 守る た め に 行動 を 

特集 「 昆虫 た ち は どこ へ 消え た ?」 
は 本 当 に 衝撃 で し た 。 確か に 自宅 
の 庭 で も 、 昆虫 た ち が 少な く な っ て 
いる 気 が し て いま し た か ら 。 虫 が 家 
に 入っ て きた ら 、 殺さ な いで 外 に 逃 
が し て あげ る 努力 を し な けれ ば 、 と 
家族 で 話 を し まし た 。 人 間 活 動 の 
影響 に も っ と 目 を 向け 、 改め る べき 
事柄 を 見 極め る 時 な の で し ょ う 。 
で も 、 人 類 全 体 が 同じ 方 向 を 目指 
さ な い と 、 時 間 も お 金 も か か っ て し 


まい ます 。 貴 誌 は そう し た 意識 の 
向上 の きっ か け に な っ て くれ て いる 
と 思い ます 。 


櫻井 亜矢 子 
東京 都 町 田 市 63 歳 


自 閉 症 で も 笑顔 で 

自 義 症 に 関す る こと に 興味 が あ 
っ た の で 、 特 集 「 自 閉 症 を 抱え て 
大 人 に 」 を 読み 、 当事者 の 思い や 
思春 期 以 降 の 進路 な ど を 知る こと 
が で き て うれ し か っ た で す 。 どん な 
人 で も 笑顔 で 過ごし て いけ る よう 、 
「 自 分 に で きる こと は 何 か な ?」 と 

考え る よう に な り まし た 。 
柳沢 
福岡 市 37 歳 


夫妻 の 生き ざま に 敬服 
特集 「 南 米 大 自然 の 贈り 物 」 を 
読み まし た 。 広大 な 土地 を 購入 ・ 
寄付 し て 自然 公園 を 設立 する と い 
う ト ンプ キン ス 夫 妻 の 桁外れ の 慈 
善 事業 に 驚く と と も に 、 尊敬 と 感謝 
の 念 を 禁じ えま せん 。 登場 し た べ 
ニコ ン ゴ ウイ ンコ な どの 動物 た ちの 
鮮やか な 色彩 、 か わい らし さ に も 
引き つけ られ まし た 。 また 、 昔 使っ 
た 地図 帳 や 貴 誌 の 地図 を 見 て 公園 


2020 年 5 月 号 


の 位置 関係 を 確認 し た り 、 そ の 近く 
の 都市 や 川 を 調べ た り し て 旅行 気 
分 に 浸っ て いま す 。 最 後 の 一文 「 死 
ぬ 日 まで ずっ と 」 に は 、 夫妻 の 素 晴 
らし い 生 き ざ ま を 感じ まし た 。 


山岡 敏 志 
新潟 市 69 歳 


美しい 宇宙 に 感動 

PROOF「 ハ ッ ブ ル が 見 つめ る 宇 
宙 」 は と て も 感動 的 で し た 。 写真 集 
『 ビ ジュ アル ハッ プル 望遠 鏡 が 見 た 
宇宙 』 も 再度 見 返し まし た 。 ハッ プ 
ル の 功績 も 素晴らし いと 思い ます 
が 、 米 航空 宇宙 局 (NASA) の スタ 
ッ フ の 方 々 の 計り 知れ な い 努 力 と 
忍耐 に も 尊敬 の 気持 ち で いっ ぱい 
で す 。 ま だ まだ お 役目 の ある ハッ 

ブル を 遠く か ら 応 援 し て いま す 。 
谷口 千代 
大 阪 府 寝屋川 市 73 歳 


訂正 と お わび 
2020 年 7 月 号 の 特集 「 エ ベレ スト 
幻 の 初 登頂 」 に 誤り が あり まし た 。 
49 ペ ー ジ の 写真 の ピッ ケル は 、1933 
年 に 発見 され た も の で は な く 、 登山 
家 ア ー ビ ン の 予備 の ビ ピッ ケル で し た 。 
訂正 し て 、 お わび いた し ます 。 


本 誌 記事 へ の ご 意見 や ご 感想 は 、 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 電 話 番号 を 明記 の うえ 、 下記 の 方 法 に て お 送り くだ さい 。 
掲載 分 に は 図書 カー ド を 差し 上 げ ます 。 文 意 は 一 部 編集 ・ 割 愛さ せ て いた だ く こ と が あり ます 。 


イン ター ネッ ト nationalgeographic.jp 


(画面 右 下 の 「 お 問い 合わ せ 』 を クリ ッ ク ) 
放 郵送 〒134-8691 日 本 郵便 甘 西 郵便 局 私 書 箱 30 号 日 経 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 読者 サー ビス セン ター 「『 読 者 の 声 」 係 
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新刊 
ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 、 ス ミソ ニア ン 博 物 館 、DK が 認め た 、 最 も 信頼 で きる 古生物 の 大 百科 ! 
ビジ ュ ア ル 恐竜 大 図鑑 [年代 別 ] 古 生物 の 全 生態 


太古 の 生物 か ら 恐 竜 、 ヒ ト の 祖先 まで 約 300 種 の 生態 を 網羅 する 古生物 大 
百科 。 約 300 ベ ペー ジ の ボリ ュー ム に 70! を 超え る ビジ ュ ア ル を 収録 | 紹介 
する すべ て の 古生物 に つい て 『 生 息 年 代 」「 化 石 発見 地 」「 生 息 環境 』「 全 長 」 
「 食 べ も の 」 を 指 載 し て お り 、 調 べ 学習 に も ぴっ た り 。 


定価 : 本 体 4.800 円 + 税 商品 番号 :G14110 ダレ ン ・ ナ ッシュ 者 


[し 新刊 | 


T 


284x223mm 304 ペ ー ジ 2020 年 7 月 20 日 発行 


遺伝 子 の 複雑 な 仕組 みや 、 遺 伝 子 工学 の 最前 線 を わか りや すく 解説 ! 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 別 僅 遺伝 子 の 謎 今 一 番 知り た い 100 の 真実 
家族 の 体型 や 顔立ち が 似 て いる の は な ぜ か ? 本 書 で は 、 こ の 謎 を 解き 明か す 
記 伝 子 の メカ ニズム を 、 平 易 な 文章 と 美しい イラ スト を 多用 し て 解説 する 。 ま た 、 
最新 の 選 伝 子 研究 が 私 た ちの 暮らし に どの よう な 影響 を 与え て いる か 、 さ ま ざ ま な 
事例 を 通し て 紹介 。 子 供 た ちや 学生 向け の "遺伝 子 入門 」 と し て も 最適 の 1 冊 。 
定価 : 本 体 1.400 円 + 税 商品 番号 :G14150 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 編 

A4 変 型 刊 112 ペ ー ジ 2020 年 7 月 16 日 発売 


世界 の 傑出 し た 地図 が いざ な う 、 胸 躍る 誕生 秘話 
地図 の 博物 図鑑 


美しく 生 惑 的 な 地図 、 海 図 、 図 像 と そこ に 秘め られ た 物語 を 通じ て 、 
地図 製作 の 背景 を 案内 する 。 有 名 無名 を 問わ ず 、 図 書館 や 公文 書 
館 の 内々 まで 地図 を 探し 、 関 係 者 に 取材 し 、 こ れ ま で 語ら れ て 
こ な か っ た エピ ソー ド と 見 こたえ の ある 地図 を 収集 : か つて な い ほ ど 
面白 い 、 ス ー パ ー ス ター 級 の 地図 が 乱れ 咲く 異色 の 図鑑 。 


定価 : 本 体 3.600 円 + 税 商品 番号 :G13930 
ペッ ツィ ・ メ イソ ン 、 グ レッ グ ・ ミ ラー 著 279x231mm 320 ペ ー ジ 


美しい 写真 と 文章 で 綴る 、 栄 光 と 没落 の 物語 
宮殿 廃 城 華 衣 な る 一 族 の 末路 


世界 各地 に 残る 宮殿 や 豪邸 の 廃 壇 を 集め た 写真 集 。 建 築 時 に は 
栄華 を 極め た 宮 典 や 屋敷 が 、 長 い 時 を 経て 朽ち 果て て いく 様子 
を 、 美 し い 写真 と 簡 党 な 文章 で 紹介 する 。 長 い 間 、 旧 共産 園 の 
ベー ル に 包ま れ て いた 東 ヨ ー ロ ッ パ 各地 に 残る 地方 領主 ら の 
居城 跡 や 、 珍 し い 日 本 の 大 型 リ ゾー ト ホ テ ル 廃 堪 な ども 掲載 。 


定価 : 本 体 2.000 円 + 税 商品 番号 :G13900 
マイ ケル ・ ケ リガ ン 閉 228x174mm 232 ペ ー ジ 


ご 予約 ・ お 求め は イン ター ネッ ト 、 お 電話 で いま すぐ どう ぞ 。 


[イン ター ネッ ト ] nationalgeographic.jp OR コー ド よ り 各 青 籍 の WEB ペ ー ジ に アク セス で きま す 。 


[フリ ー ダ イヤ ル ] 0120・86-7420 (土日 ・ 祝 日 ・ 年 末年 始 を 藤 く 9:00 一 17:00) 


日 経 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 


【6 月 25 日 8 月 10 日 】 RHC ロン ハー マン みな と みらい 店 に て 開催 

ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 写 真 展 ・- オ ー ダ ー イ ベン ト 

RHC ロン ハー マン みな と みらい 店 神奈川 横浜 ) に て 、 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 写 真 展 
と オー ダー イベ ント を 開催 中 。 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク の 書 箱 「 地 球 の 真実 」 か ら セ レク ト さ れ 
た 傑作 写真 14 点 を 展示 。 ま た 、 特 別 企画 と し て 、 展 示 作品 を 含む 、 書 籍 け 地球 の 真実 , 掲 載 作品 
91 点 の 中 か ら お 好き な 写真 、 サ イズ 、 フ レー ム を 選び 、 プ リン ト を オー ダー する こと が で きる 。 
(日 経 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 の 証明 書付 
作品 を 体感 で きる チャ ンス 。 世 界 最高 峰 の 写真 家 
あふ れる 作品 の 数 々 を 体感 し 、 ぜ ひ 、 ど ご 自宅 や オフ ィ スズ 


)。 世 界 を 向 か せ 、 感 動 さ せ て きた ナシ ョ ジオ 
えた 、「 地 球 の 真実 」 を 伝え る 美しく 迫力 
果 る 1 枚 を 見 つけ て ほし い 。 


場 /RHC ロン ハー マン みな と みらい 店 (〒220-0012 神奈 川 県 横浜 市 西区 


会 
会 
会 期 /2020 年 6 月 25 日 ( 木 )-8 月 10 日 (月 ) 
時 
販 


選 弥 8 


間 ノ 6 月 25 日 ( 木 )7 月 16 日 ( 木 ) 11 :00 一 20:00 7 月 17 日 ( 金 ) 一 8 月 10 日 (月 ) 10 :00 一 20:00 
売 / 展 示 作品 14 点 を 含む 、 書 籍 「 地 球 の 真実 」 掲 載 作品 91 点 の プリ ント (フレ ー ム 付 ) 
闘い 合わ せ /RHC ロン ハー マン みな と みらい 店 TEL:045-319-6700 http://rhc.ronhermanjp/ 


な と みらい 3-5-1 マー クイ ズ み な と みらい 1F) 
7/23>25 10:00<21:00 ] 
8/8 一 10 10:00 一 21:00 


テレ ビ で ナシ ョ ジオ ON TELEVISION 


今月 の ハイ ライ ト 番 組 


解明 ! ベス ビオ 火山 大 噴火 の 悲劇 


[ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク ] 8 月 22 日 ( 土 ) 20 : 00 21 : 00( 再 放送 あり ) 


ロー マ で 帝国 最盛 期 、 ベ スピ オ 火 山 の 大 噴火 に よっ て ポン ペイ の 街 は 火 
山 灰 に 埋もれ 、 多く の 市 民 が 一 瞬 に し て 命 を 落と し た 。 

それ か ら 2000 年 た っ た 今 、「 逃 れる 民 」 と 呼ば れる 犠牲 者 を 、 初めて 
科学 的 に 鑑定 し た 。 石こう で 固め て 掘り 出さ れ た 遺体 を X 線 で 分 析 す る 
と 、 当時 の 年 齢 や 体 に 付い た 傷痕 、 身 に 着け て いた サン ダル や 宝飾 品 な 
ど が 判明 。 番 組 で は さら に 、 彼 ら が 逃げ 遅れ た 理由 も 解き 明か し て いく 。 


NATIONAL NAT CEO 
CEOCRAPHIC WILD 
ジャ ング ル ・ 
ヒー ロー ズ 
8 月 12 日 か ら 毎週 水曜 
23 0| 21:00 一 22:00 


放送 あり ) 


( 全 6 話 、 再 放送 あり ) 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク と ナシ ョ ジオ ワイ ルド の テレ ビ 番組 の 視聴 方 法 、 番組 内 容 の 詳細 に つい て は 公式 サイ ト で ご 覧 くだ さい 。 
natgeotvjp 


132 上 : ご SCANLAB PROJECTS LTD.(CG): 左 : NATIONAL ARCHIVES: 右 : CDOUBLE ACT 


優れ た 強度 を 持ち な が ら 、 非 常に 軽量 ・ コ ン バ ク ト 

モン ベル の 「 ト レッ キン グ ア ン ブ レラ 」 シ リー ズ が フル ライ ン ナ ッ プ 
雨 の 多い 日 本 で は 、 コ ン バ ク ト に 収納 で き 持ち 運び に 便利 な 折り 畳み 傘 は 、 必 携 アイ テム の ひと つ 。 
で は ソー シャ ルディ スタ ン シ ン グ と 熱中 症 対策 の ツー ル と し て も 話題 と な っ て いる 。「 山 歩き 
まえ る も の を 」 と 開発 し 、 幾 度 と な く 改 良 を 重ね て きた モン ベル の 「 ト レッ キン グ ア ン プ レラ 」。 
直径 88cm を 確保 し つつ 重 旦 86g を 実現 し た 「 ト ラベ ルアン ブレ ラ 」 か ら 直 径 104cm の 「 ト レッ キン グ 
アン ブレ ラ L」 ま で 目的 に 応じ て 8 種 の ライ ン ナ ッ プ を 区 え た 。 


[ 問い 合わ せ ] 公式 通販 サイ ト https://webshop.montbelljp/ | 


ce 「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 の 

人 上 め 上 読 を お すす めし ます ! 

ー 11.000 円 市 価 14.520 円 (1.210 円 x12 冊 ) 
6 28.600 円 市 価 43.560 円 (1.210 円 x36 合 ) 


※※ い ずれ も 消費 税 10% 込 み の 価格 で す 。 市 6 


り 特 別 定価 と な る 場合 が あり ます 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 定 期 購読 者 の 方 へ の サー ビス と し て 、 
2020 年 4 月 より 電子 版 を 追加 料金 な し で ご 利用 いた だ ける よう に な り ま し た 。 


人 @ 最新 号 や 、2013 年 3 月 号 以降 の バッ ク ナ ン バー も 電子 版 で ご 覧 いた だ け ま す 。 
これ まで 電子 版 契約 者 に 限り 最新 号 を 含む 直近 12 号 分 が 闘 読 で きま し た が 、 
闘 読 で きる 号 を 大 幅 に 拡大 し まし た 。(PC や タプ レッ ト 端 末 で の 閲覧 を お すす めし ます 。) 


人 @ 2020 年 4 月 号 以降 の 特集 記事 は 、WEB で も お 読み いた だ け ます 。 


nkbpjp/ngdm 
1 スマ ー ト フォ ン で も 雑誌 記事 が 読み や すく な り ま し た 。 


※ 上 記 サ ービス 開始 に 伴い 、「 ナ ショ ナル ラフ ィ ッ ク 電 子 版 月 き 定期 購読 者 向け 】」 
(月 額 税込 200 円 ) は 2020 年 3 月 
※ 電 子 版 を ご 利用 いた だ くに は 、「 


過去 に 発行 し て 好評 を いた だ いた 一 
※ 上 記 の サー ビス 対象 と な る 定期 購読 は 、 日 経 ナ ショ ナル ジオ グラ 
他社 を 通じ て 購読 中 の 方 な ど 、 読 者 番号 が な い 方 に つき 
また 、 サ ービス の 内 容 や オリ ジ ナル 特典 の 送付 は 予告 な く 


部 の ムッ ク も 、 電 子 版 で お 読み いた だ け ま す 。 


ッ ク 社 と の 直接 契約 分 の み と な り ま す 。 
依 外 と な り ま す 。 
止 する 場合 が あり ます 。 了 予め ご 了 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 の 定期 購読 や 、 書 籍 等 は 下記 より お 申し 込み くだ さい 。 
イン ター ネッ ト お 電話 
cy 日 経 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 読者 サー ビス セン ター 
【 フ リー ダイ ヤル 】 


0120-86-7420 また は 03-5605-7420 
( 援 日 ・ 年 末年 始 除く 月 一 金曜 9 時 一 17 時 ) 


nationalgeographic.jp 


| ショ ジ ォ 氏 提 
w 


回 ※ 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 の 定期 購読 は 、 下 記 か ら も お 申し 込み いた だ け ま す 。 


1 1 楽天 Yahoo! ショ ッ ピ ング 
3rmazOon.CO.Jp 上 (ナシ ョ ジオ SHOP) 上 (ナシ ョ ジオ Yahoo! シ ョ ッ プ ) 
www.amazon.CO.jp/ 
1 年 -12 虹 | dp/4863134452 : www.rakuten.ne.jp/ : store.shopping. 
3 年 ・3ef | WWW.amazon.Cojp/ : gold/ngshop/ yahoo.co.jp/ngshop/ 
dp/4863134460 上 


次 号 予告 | 


ロボ ッ ト が 
変え る 暮らし 

これ まで 人 間 が 行っ て きた 
仕事 を 、 ロボ ッ ト が 担う よ 
うに な っ て きた 。 私 た ちの 
働き 方 は どう な る ? 


1/ 
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PREVIEW 


手つかず の 
海 を 守る 

海洋 保護 に 取り 組む 「 原 始 
の 海 」 プ ロジ ェクト は 、 漁業 
資源 の 回 復 と 、 気候 変動 
の 緩和 も 視野 に 入れ る 。 


ダチ ョ ウ の 

生き 抜く カ 

アフ リカ に すむ 世界 一 大 
き な 鳥 、 ダチ ョ ウ 。 天 英 だ 
ら け の 環境 で 巧み に 生き 
延び 、 子 孫 を 増やす 。 


* 誌 面 の 都合 に より 内 容 が 変更 に な る こと が あり ます 。 
写真 :SPENCER LOWELL 


グダニスク 
消え な い 間 争 心 
ポー ラン ド の 民主 化 運動 を 
主導 し た 労働 組合 「 連 帯 」 
の 結成 か ら 40 年 。 発祥 地 
の グダニスク を 訪ね た 。 


NATIONAL 
GEOCRAPHIC 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 
2020 年 8 月 号 (第 26 巻 第 8 号 通巻 305 号 ) 


発行 人 

茹 業 担当 中 村 尚 吉 

経営 企画 担当 クロ ス メ デ ィ ア 

兼 編集 担当 武内 太一 連 業 部 胡 倒木 康太 郎 
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社長 中 村 商 哉 
取締 役 喜多 価 雄 


ッ ド - シ ン 
ユリ ア ・P・ ボ イル 
監査 役 岩 知道 真理 
松尾 朗 
ゲー リー・E・ ネ ル 


日 本 の 百年 | FLASHBACK JAPAN 


本 誌 未 掲載 


シベ リア 抑留 者 を 出迎え る 


皆さま 御 苦労 さま で し た …… 。 看板 に 書か れ た 温か い 言葉 と 、 笑顔 で 
手 を 振る 人 々 に 迎え られ た の は 、 京都 府 の 舞鶴 港 に 帰還 し た 兵士 た ち 。 4 
年 に 及 ん だ シベ リア 抑留 か ら 解 放さ れ 、 よう や く 故 国 の 土 を 踏ん だ 。 

英語 版 1950( 昭 和 25) 年 5 月 号 で は 、 同じ 場面 を と ら えた 別 の 写真 が 
掲載 され 、 当時 の 様子 が この よう に 伝え られ て いる 。「 長 らく 消息 を 絶っ 
て いた 兵士 た ちの 母親 や 恋人 、 妻 、 息子 、 娘 が 、 大 切な 人 の 次 を 探し て 目 
を 凝ら す 。 ハン カチ で 涙 を 拭う 女性 た ち も い た 」 

舞鶴 港 で は 終戦 か ら 13 年 間 で 、 約 66 万 人 も の 引き 揚げ 者 や 復 具 兵 を 
迎え 入れ た 。「 手 を た づ さ えて 平和 な 国 を 作り まし ょ う 」 と 呼び か ける 看板 
の 言葉 を 見 て 、 彼ら は どん な 思い を 抱い た の だ ろう か 。 ー 一 藤原 隆雄 


136 写真 : 』.BAYLOR ROBERTS 


